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Cov er  Story

先 生 方 と と も に 高 校 生 の 今 と 未 来 を つ な ぐ

新課程　指導最前線
新課程入試に対応するための

進路希望を
明確化させる指導

指導変革の軌跡
青森県立

むつ工業高校
新潟県・私立

新潟明訓中学・高校

半歩未来を考える教育オピニオン

カリキュラム・マネジメントで
「学力」が向上する

特集

思考を活性化させる
授業デザイン

─ツールとしてのアクティブ・ラーニング

アクティブであるべきは
誰か？

表紙の学校　兵庫県立北条高校　衣川顕子先生

いつだって本気
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●●❸

❶　線路幅は JRなどの鉄道と同
じ1067ミリ。レールは市販の
鉄板を加工して使用する。これ
まで作った線路は直線だった
が、今年から線路を分岐させ、
進路が選択可能になった。

●❷　●❸　電車は最大で３両編成。
乗客が座る座席部分には、私鉄
会社から譲り受けた本物のシー
トが据え付けられる。

●❹　電車製作は４つのパートに分担して進められる。
今年、最も苦労したパートの１つが、電車を効率的
に動かすギアを改良する台車パートだ。

●❺　電車の車体を組み立てる。限られた予算の中でど
んな材料をどれだけ購入し、どのように組み立てる
のか、生徒の試行錯誤が続く。

●❻　電車の動力はバッテリーではなく、架線に流れる
電気。それをパンタグラフで集める。パンタグラフ
と架線の接触圧力の調整にも、とても苦労した。

●❼　メンバーの半数
以上は、電車製作
に憧れて川越工業
高校に入学してき
た。自分たちの創
意工夫で大きなも
のを作ることが何
よりの誇り。

生徒のインタビューは P.26
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車
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１
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で
、
同
校
文
化
祭
で

も
来
訪
者
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気
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迫
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埼
玉
県
立
川
越
工
業
高
校

電
気
科
　

課
題
研
究
　

電
車
班

授
業
で
の
学
び
を
レ
ー
ル
に
、

そ
し
て
創
意
工
夫
を
原
動
力
に
、

走
れ
！
　
僕
ら
の
「
川
工
電
鉄
」

図面が無くても
部品が足りなくても
皆で考えて
創る、作る！

文化祭に向けて休日返上もいとわない。
土日の登校を、僕らは「出勤」と呼ぶ。

高
校
生
で
も
仕
事
に
一
切
の
妥
協
な
し

目
指
す
は
「
去
年
よ
り
も
一
段
上
」
！
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◎今号の特集のテーマは「ア
クティブ・ラーニング（以下、Ａ
Ｌ）の視点を踏まえた、これから
の授業デザインのあり方」で
す。ＡＬは「主体的・協働的に
学ぶ学習」と言われますが、そ
の主語は誰でしょうか。もちろ
ん、それは「生徒」です。しかし
ながら、ＡＬを取り入れた授業
において、生徒以上に主体的・
協働的になることが求められる
のは、実は「教師」なのかもしれ
ません。読者の先生方も、今回
の実践事例やＡＬ普及のドキュ
メント記事を通して、そう感じら
れるのではないでしょうか。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

アクティブで
あるべきは誰か？

今月の表紙メッセージ

http://berd.benesse.jp 本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます

＊本文中のプロフィールは全て取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます　
＊本誌記載の記事、写真の無断複写、複製および転載を禁じます

6

20

24

提言と実践 ＡＬの目的とその授業デザインを、自校の生徒像を軸に検討する
 実践事例１　国語◎三重県立桑名北高校　石田実貴
 『山月記』を題材に「生きることの意味」を考える
 実践事例２　数学◎三重県・私立鈴鹿中学・高校　岩佐純巨
 グループでの問題演習を中心に据え、活用できる知識を獲得させる
 実践事例３　生物◎群馬県立中央中等教育学校　松井孝夫
 知識の習得よりも思考のプロセスを重視する授業

ドキュメント 生徒を学びに向かわせるため、私たちは「ＡＬ」を選んだ
 長野県屋代高校・附属中学校

大学の取り組み アクティブ・ラーニングで教育の実質化と大学の国際化を推進
 名古屋大　総長補佐（国際化推進担当）　土井康裕

思考を活性化させる授業デザイン
─ツールとしてのアクティブ・ラーニング

C O N T E N T S

世代や経験の差を超えてお互いの良さを認め合う関係が出発点
富山県・私立荒井学園新川高校　数学科◎濱本克吉、神戸篤

チカラ　アワセテ2

4

埼玉県立川越工業高校　電気科　課題研究　電車班　ものづくりの喜びと苦しさを味わい、学びの意味を知る
ハートをこがせ！26

特集

〈ビュー21〉

３年生・２学期後半　面接対策指導ツール

カリキュラム・マネジメントで「学力」が向上する
大谷大文学部　教授　荒瀬克己

改良！　指導ツール　ビフォーアフター40

青森県立むつ工業高校
進学実績向上◎生徒指導と学び直しで「荒れ」の状態を克服し国公立大合格者を出す

新潟県・私立新潟明訓中学・高校
進学実績向上◎基礎・基本の定着と上位層への意識喚起で全生徒の力を伸ばす

32 指導変革の軌跡

44 半歩未来を考える教育オピニオン

あら せ かつ み

すが の しげ き
動作と身体構造を人間に近付け新たなロボットの開発に努める
早稲田大　創造理工学部　菅野重樹研究室

48 未来をつくる大学の研究室

「進路多様躍進校会議」に全国の70校から130人が集結

進路多様校の躍進こそが日本発展の鍵！　指導力向上の全国的な研究会を実施
福井県教育委員会「中高英語教員指導力向上研修」をリポート

４技能を統合して育成し、大学入試改革に対応する指導・評価について研修

52 VIEW’S REPORT

68 Reader’s VIEW

新課程入試に対応するための進路希望を明確化させる指導
岩手県立盛岡北高校／鹿児島県立加世田高校

新課程　指導最前線28

にい かわ はまもと かつ よし かん べ

み き

や　しろ

じゅんきょ

か せ だ

http://berd.benesse.jp/


神
戸　

新
任
の
頃
か
ら
、
大
学
の
先
輩
で
も

あ
る
濱
元
先
生
に
付
い
て
回
り
、
す
っ
か
り

感
化
さ
れ
て
今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
。

濱
元　

逆
に
私
も
、
神
戸
先
生
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
先
生
は
柔
軟
性

が
あ
り
、
若
い
の
に
自
分
の
意
見
を
は
っ
き

り
と
伝
え
ら
れ
る
強
さ
も
持
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
の
会
議
は
必
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
っ
た
、
真
っ
す
ぐ
な
言
葉
に
目
が
覚
め

る
思
い
を
し
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。

神
戸　

そ
れ
は
、
濱
元
先
生
が
受
け
止
め
て

く
れ
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。

濱
元　

５
年
前
に
数
学
で
学
び
直
し
の
導
入

を
考
え
た
時
も
、
率
直
な
意
見
を
聞
き
た
く

て
、
ま
ず
神
戸
先
生
に
伝
え
ま
し
た
。

神
戸　
「
絶
対
に
や
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
即

答
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

濱
元　

う
れ
し
い
反
応
で
し
た
。
本
校
に
は
、

本
当
は
力
が
あ
る
の
に
、
小
・
中
学
校
時
代

の
挫
折
か
ら
脱
け
出
せ
ず
、「
自
分
は
勉
強

が
出
来
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
生
徒
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
び
直
し
を
通
し
て
、

「
頑
張
れ
ば
出
来
る
」
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
学

力
を
高
め
な
が
ら
、
生
き
て
い
く
上
で
必
要

に
な
る
自
信
を
与
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

神
戸　

当
時
、
教
師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
私

は
、
生
徒
の
自
信
の
無
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
濱
元
先
生

の
考
え
に
共
感
し
ま
し
た
。

濱
元　

分
数
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
１
０
０
枚
以

上
の
プ
リ
ン
ト
の
作
成
は
、
神
戸
先
生
に
中

心
に
な
っ
て
進
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

プ
リ
ン
ト
は
、
授
業
で
の
活
用
の
他
、
放
課

後
や
夏
休
み
の
補
習
で
も
使
い
ま
し
た
。

濱
元　

プ
リ
ン
ト
の
作
成
な
ど
、
学
び
直
し

の
取
り
組
み
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
決
し

て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

生
徒
の
変
化
に
元
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
ね
。

神
戸　

定
期
考
査
の
平
均
点
が
ア
ッ
プ
し
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ

（
学
習
到
達
ゾ
ー
ン
）（
＊
）
に
も
成
果
が
表

れ
ま
し
た
が
、
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の

は
生
徒
の
表
情
の
変
化
で
す
。「
分
か
っ
た
」

と
い
う
喜
び
に
加
え
、
教
師
の
本
気
が
伝
わ

り
、「
こ
こ
ま
で
自
分
に
向
き
合
っ
て
く
れ

る
な
ん
て
」
と
感
激
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

濱
元　

普
通
コ
ー
ス
の
生
徒
が
自
信
を
付

け
、
大
学
進
学
を
希
望
し
て
特
進
コ
ー
ス
に

移
っ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
語

と
英
語
に
も
学
び
直
し
を
導
入
し
、
ま
す
ま

　

な
ぜ
、
勉
強
が
分
か
ら
な
い
の
か
、
そ

の
原
因
を
取
り
除
い
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
た
せ
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、
生
徒
は
自

ら
学
び
始
め
ま
す
。
数
学
と
い
う
教
科
は

そ
れ
が
顕
著
で
あ
り
、
生
徒
が
つ
ま
ず
い

た
箇
所
に
さ
か
の
ぼ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
つ
ま
ず
き
を
克
服
し
て
い
け
ば
、
必

ず
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

神
戸
先
生
と
は
、
生
徒
の
実
態
や
課
題
を

と
こ
と
ん
話
し
合
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

時
に
は
「
自
分
は
こ
う
思
い
ま
す
」
と
、

私
と
異
な
る
意
見
を
主
張
し
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
、
新
た
な
気
付
き
が
得
ら
れ
、
取

り
組
み
が
深
ま
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
神

戸
先
生
に
対
し
て
は
、「
後
輩
」
と
い
う

意
識
を
あ
ま
り
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
自
分

に
無
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
頼
も
し
い
同

僚
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

富
山
県
・
私
立
荒
井
学
園
新
川
高
校　

濱
元
克
吉　
40
歳

は
ま
も
と
・
か
つ
よ
し　

教
職
歴
16
年
。
同
校
に

赴
任
し
て
17
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。
３
学
年
主

任
。 ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
ば

生
徒
は
自
ら
学
び
始
め
る

過
去
の
挫
折
に
と
ら
わ
れ
る
生
徒
に

自
信
を
取
り
戻
さ
せ
た
い

生
徒
に
自
信
を
持
た
せ
て

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
送
り
出
す
た
め
に

V o l . 04

チカラ　 アワセテ

富山県・私立荒井学園新
に い

川
か わ

高校　数学科
濱
は ま

元
も と

克
か つ

吉
よ し

　神
か ん

戸
べ

篤

世代や経験の差を超えて
お互いの良さを認め合う関係が出発点

＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」～「D3」の15 段階があり、基礎力診断テストではそのうちの「A2」～「D3」で評価される。

2October  2015

　



す
生
徒
た
ち
は
変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
の
学

校
の
雰
囲
気
を
よ
く
知
る
教
師
は
、
生
徒
が

学
習
に
落
ち
着
い
て
取
り
組
む
様
子
に
驚
い

て
い
ま
す
。
学
び
直
し
に
前
向
き
に
取
り
組

み
、
定
期
考
査
や
模
試
で
成
果
を
実
感
す
る

こ
と
で
、
生
徒
に
と
っ
て
の
「
今
、
す
べ
き

こ
と
」
が
明
確
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

神
戸　

学
び
直
し
を
継
続
す
る
と
共
に
、
今

年
度
か
ら
特
別
活
動
係
長
と
し
て
、
学
校
行

事
の
企
画
・
運
営
で
も
生
徒
に
成
功
体
験
を

積
ま
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
師
は
ほ

と
ん
ど
口
を
出
さ
ず
、
生
徒
た
ち
の
力
で
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
に
導
い
て
い
ま
す
。

濱
元　

特
別
活
動
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
引

き
出
す
格
好
の
機
会
で
す
。「
生
徒
だ
け
で

大
丈
夫
か
」
と
い
っ
た
教
師
の
不
安
は
、
な

か
な
か
拭
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
神
戸
先
生
が

時
間
を
掛
け
て
生
徒
の
考
え
や
主
体
的
な
行

動
を
引
き
出
す
姿
を
見
て
、「
こ
れ
こ
そ
や

り
た
か
っ
た
指
導
だ
」
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

神
戸　

濱
元
先
生
に
は
、
特
別
活
動
の
指
導

に
つ
い
て
も
、
何
度
も
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
、

実
現
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

濱
元　

生
徒
が
自
信
を
持
っ
て
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
、
お
互
い
の
良
さ

を
生
か
し
合
い
な
が
ら
、
今
後
も
新
た
な
試

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

濱
元
先
生
は
、
ど
の
世
代
の
先
生
か
ら

も
頼
ら
れ
る
人
望
の
持
ち
主
で
、
新
た
な

取
り
組
み
を
始
め
れ
ば
皆
が
付
い
て
い
き

ま
す
。
学
び
直
し
の
取
り
組
み
も
、
そ
う

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
は
、
教
科
指
導
や

学
級
経
営
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
学
年
副
主
任
を
任
さ
れ
、
自
身

の
視
野
の
狭
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
濱

元
先
生
が
誰
か
ら
も
頼
ら
れ
る
の
は
、
常

に
他
の
先
生
方
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、

進
ん
で
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
か
ら
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
習
っ
て
、
常
に
周

囲
を
見
渡
し
、「
手
伝
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
」「
先
生
の
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み
は

良
い
で
す
ね
」
な
ど
と
積
極
的
に
声
を
掛

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
高

い
目
標
で
す
が
、
少
し
で
も
濱
元
先
生
に

近
付
け
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
ま
す
。

富山県・私立荒井学園新川高校
◎教育目標として、「心豊かで創造性に富み、主体的に活動する生徒を育てる」「社会に出て活躍する生徒を
育てる」を掲げる。大学進学に対応する「特進コース」、専門学校への進学や就職の希望者を対象とした「普
通コース」を設置。２年次には、全生徒が地元企業や公共施設において５日間のインターンシップを経験す
るなど、地域社会と密に連携した教育活動を展開する。
◎設立　1973（昭和48）年　◎形態　全日制／普通科／共学　◎生徒数　約 400人
◎２０１5年度入試合格実績（現役のみ）
国立大は、富山大に1人が合格。私立大は、城西国際大、国士舘大、拓殖大、立正大、新潟青陵大、富
山国際大、金沢星稜大、名古屋商科大などに延べ10人が合格。
◎URL　http://www.niikawa.ed.jp/

富
山
県
・
私
立
荒
井
学
園
新
川
高
校　

神
戸　
篤　
28
歳

か
ん
べ
・
あ
つ
し　

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任

し
て
６
年
目
。
生
徒
指
導
部
特
別
活
動
係
長
。

３
学
年
副
主
任
。
数
学
科
主
任
。

周
囲
を
見
渡
し
続
け

広
い
視
野
を
持
つ
教
師
に
な
り
た
い
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特
　
集

高
大
接
続
改
革
に
お
い
て
も
、
そ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、Ａ
Ｌ
）。

た
だ
、Ａ
Ｌ
と
い
う
言
葉
自
体
は
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
捉
え
方
や
考
え
方
は
様
々
で
あ
り
、

現
場
で
の
共
通
認
識
は
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

そ
の
た
め
、Ａ
Ｌ
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
疑
問
や
不
安
を
抱
き
、
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
教
師
も
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、
現
場
の
声
か
ら
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
の
現
状
や
課
題
を
把
握
し
つ
つ
、Ａ
Ｌ
実
践
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
取
材
を
通
し
て
、Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
た
こ
れ
か
ら
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る

授
業
デ
ザ
イ
ン

│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

高校でディスカッションやグループワークなど、
講義以外の授業方法をもっと取り入れた方がよいと思いますか。

注）対象は、全国の高等学校の校長及び大学の学科長。2013年11月～12月に郵送法による質問紙調査を実施。有効回答数は、高校1228、大学2012 
出典／ベネッセ教育総合研究所「高大接続に関する調査」（2014） 

Q.

高校

大学

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

22.9 62.7 85.6

18.6 56.7 75.3

とてもそう思う まあそう思う
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本号のテーマ

これからの授業デザインのあり方とは？
教育改革や高校現場の課題解決のために求められている授業改善の目的

学力の３要素（知識・技能、思考力・判断力・表現力、
主体性・多様性・協働性）を身に付けさせ、主体的な学習者を育成すること

そのための方策の１つとして、受け身の学習だけではなく、
主体的・協働的に学ぶ学習＝アクティブ・ラーニング（以下、AL）の充実が求められている

これからの授業デザインのポイント
提言と実践　【P.6 ～19】

1

　組織全体への普及を実現するために2

今号での取材や現場へのヒアリングを基にした編集部によるまとめ
◎高校教育におけるALの最も重要な目的は「生徒個々の思考の活性化・深化」。他者との協働的な活動は、思
考をより深いものにするためには不可欠な要素であるが、それ自体が目的ではない。
◎思考の活性化・深化は、他者との協働的な活動（言わば「動」の学習）と、生徒個々の熟考や内省（言わば「静」
の学習）を有機的に組み合わせる、教師の授業デザインによって実現する。
◎思考を活性化・深化させる授業デザインでは、ＡＬは生徒の状況によって最適と考えられるタイミングで選択さ
れる。つまり、「ＡＬありき」ではないが、分野・単元の深い理解にはＡＬは不可欠である。

実践事例
1

国語　【P.10 ～13】
『山月記』を題材に「生きることの意味」を考える

三重県立桑名北高校 石田実貴

実践事例
2

数学　【P.1４～1６】
グループでの問題演習を中心に据え、活用できる知識を獲得させる 

三重県・私立鈴鹿中学・高校 岩佐純巨

実践事例
3

生物　【P.1７～1９】
知識の習得よりも思考のプロセスを重視する授業

群馬県立中央中等教育学校 松井孝夫

大学の
取り組み

アクティブ・ラーニングで
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今
、高
校
教
育
に
お
け
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）」
充
実
へ
の

動
き
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
４

年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
が
、
高
大
接

続
に
関
す
る
答
申
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
た
高
等

学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選

抜
の
一
体
的
改
革
に
つ
い
て
」
の
中
で
、

Ａ
Ｌ
の
「
飛
躍
的
充
実
」
を
含
め
た
高
校

教
育
改
革
の
必
要
性
を
示
し
た
。
そ
し
て
、

同
答
申
に
基
づ
き
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

革
会
議
は
、
２
０
１
５
年
９
月
、「
中
間
ま

と
め
」
の
中
で
、「
小
中
学
校
に
お
い
て
実

践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
活

動
や
探
究
的
な
学
習
等
の
学
習
・
指
導
方

法
の
工
夫
の
延
長
上
に
、
受
け
身
の
教
育

だ
け
で
は
な
く
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向

け
て
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
学
習
（
い

わ
ゆ
る
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
』）

の
視
点
か
ら
の
学
習
・
指
導
方
法
の
抜
本

的
充
実
を
図
る
」
こ
と
を
求
め
た
。
大
学

教
育
の
質
的
転
換
の
た
め
の
手
法
と
し
て

認
知
が
広
ま
っ
た
Ａ
Ｌ
は
今
、
高
校
教
育

改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
全
国
の
自

治
体
で
は
、
地
域
の
大
学
と
連
携
し
て
高

校
教
師
が
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
学
び
、
実
践
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
育
環
境
の
変
化
を
マ

ク
ロ
な
視
点
で
見
る
と
、
Ａ
Ｌ
に
よ
る
教

育
改
革
は
高
校
現
場
に
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
校
・

各
教
師
の
視
点
で
見
れ
ば
、
改
革
の
ス
ピ
ー

ド
の
「
実
感
値
」
は
決
し
て
速
い
も
の
で

は
な
い
よ
う
だ
。
P.
７
の
Ａ
Ｌ
の
取
り
組

み
状
況
を
見
る
と
、
本
誌
読
者
モ
ニ
タ
ー

の
勤
務
校
に
お
い
て
、
学
校
全
体
ま
た
は

一
部
で
Ａ
Ｌ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

38
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
個
人
で
何
ら

か
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
の
は
30
％

に
達
し
て
い
な
い
。

　

現
時
点
で
は
Ａ
Ｌ
に
取
り
組
ん
で
は
い

な
い
が
「
取
り
組
み
た
い
」
と
考
え
て
い

る
教
師
が
多
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｌ
の
重
要

性
は
大
多
数
の
教
師
が
認
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的

な
実
践
に
結
び
付
か
な
い
理
由
を
聞
く
と
、

「
現
状
の
大
学
入
試
制
度
の
中
で
、
ど
の
よ

う
な
学
力
に
結
び
付
く
の
か
分
か
ら
な
い
」

「
主
体
的
な
学
び
の
土
台
と
な
る
基
礎
学

力
が
生
徒
に
身
に
付
い
て
い
な
い
」「
Ａ
Ｌ

の
指
導
法
を
学
ぶ
時
間
的
な
余
裕
が
教
師

に
な
く
、
学
校
全
体
で
共
通
理
解
を
図
る

土
壌
も
出
来
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
、
様
々

な
課
題
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

ま
た
、
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の
他
、

高
校
現
場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
重
ね

る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
へ
の
Ａ
Ｌ

の
認
知
は
確
か
に
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
半

面
、「
授
業
が
活
発
に
な
る
の
は
良
い
が
、

深
い
思
考
力
は
身
に
付
か
な
い
の
で
は
な

い
か
」「
主
体
的
な
学
習
態
度
は
、
こ
れ
ま

提

言

と

実

践

Ａ
Ｌ
の
目
的
と
そ
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
、

自
校
の
生
徒
像
を
軸
に
検
討
す
る

高
校
現
場
で
は
今
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
が
教
科
や
学
校
の
枠
を
超
え
て
大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｌ
へ
の
取
り
組
み
は
ま
だ
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
編
集
部
は
現
場
の
教
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
基
に
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
実
践
の
た
め
の
「
提
言
」
を
行
う
と
共
に
、

そ
の
提
言
に
基
づ
い
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
事
例
を
紹
介
す
る
。

Ａ
Ｌ
の
飛
躍
的
充
実
が
望
ま
れ
る
中

実
践
の
動
き
は
一
部
に
と
ど
ま
る
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思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
の
講
義
型
の
授
業
で
も
十
分
に
身
に
付

け
ら
れ
る
か
ら
、
Ａ
Ｌ
は
必
要
な
い
」
と

い
っ
た
、
Ａ
Ｌ
の
価
値
に
対
す
る
本
質
的

な
理
解
が
実
は
ま
だ
十
分
に
広
ま
っ
て
い

な
い
現
実
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
実

際
、
40
代
の
ミ
ド
ル
層
か
ら
は
、「
本
校
で

は
、
ベ
テ
ラ
ン
層
の
中
で
Ａ
Ｌ
に
対
す
る

理
解
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
た
め
、
若
手

や
ミ
ド
ル
層
に
よ
る
Ａ
Ｌ
が
個
人
の
活
動

に
と
ど
ま
り
、
教
科
全
体
や
学
校
全
体
の

動
き
に
つ
な
が
り
に
く
い
」
と
現
状
を
率

直
に
打
ち
明
け
る
言
葉
も
聞
こ
え
た
。

　

で
は
、
社
会
の
要
請
で
も
あ
る
Ａ
Ｌ
を

軸
に
し
た
教
育
改
革
を
、
各
校
は
ど
の
よ

う
に
根
付
か
せ
、
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の

か
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
編
集
部
で

は
、
現
場
の
先
生
方
と
議
論
を
重
ね
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
の
が
、「
Ａ
Ｌ
の
目
的
の
再
認
識
」と

そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
教
師
の
授
業
デ
ザ
イ

ン
力
」
の
２
つ
の
視
点
で
あ
る
。

先
生
方
と
の
議
論
①
「
Ａ
Ｌ
の
目
的
の
再
認

識
」　

Ａ
Ｌ
は
「
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向

け
て
生
徒
が
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
」

学
習
活
動
で
あ
る
。
だ
が
、「active

」
と

い
う
語
句
の
一
側
面
だ
け
に
目
が
向
き
、

授
業
の
「
活
発
さ
」
に
過
度
の
価
値
を
置

く
傾
向
が
あ
っ
た
。
確
か
に
、
他
者
と
の

協
働
的
な
活
動
は
授
業
に
活
発
さ
を
も
た

ら
す
が
、
高
校
教
育
で
よ
り
重
要
な
の
は
、

明
確
な
課
題
に
基
づ
い
た
主
体
的
な
活
動

に
よ
る
「
能
動
的
」
学
習
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
Ａ
Ｌ
は
、「
授
業
が
活
発
に
な

る
」
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
本
来
、「
生
徒
個
々
の
思
考
を
活
性

化
・
深
化
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
校
内
で
確
認
し
、
今

実
施
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
実

施
す
る
）
Ａ
Ｌ
が
生
徒
の
思
考
の
活
性
化
・

深
化
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
る
か
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
他
者
と

アクティブ・ラーニングの取り組み状況※

ＡＬの取り組みが行われない理由※

読者モニターの勤務校の６割が「ＡＬの組織的な取り組みはない」という
状況。しかしながら、個人として（現在は取り組めていないが）取り組む
意志を持っている人は６割を超え、既に取り組んでいる人と合わせてほと
んどの教師がＡＬの必要性を感じていることがうかがえる。

ＡＬの効果への疑問
●どのような学力に結び付くのかが明確でない。
●一部の教師が実施しているが、学校内でまだ効果検証されていないために、
他の教師は実践に距離を置いている。

●現在の大学入試制度において、どの程度貢献できる指導法なのか疑義がある。

生徒の学力不足
●今はまだ、ＡＬに必要な基礎学力の定着を図っている状況。

時間的余裕のなさ
●入試対策で手いっぱいの状況で、時間的な余裕がない。
●ＡＬについて学ぶ機会が少ない。じっくり教育や指導について考え、吟味する
余裕がない。

取り組みの体制が整っていない、教員間の共通理解が得られていない
●ＡＬの全容についての共通理解が不十分。各人の取り組みに任せられそうな
感じがある。

●推進役がいない。周りに共感者が少ない。

その他
●生徒には様々な体験を受け入れられる素地があるのに、教員の意識が今まで
の教育観を引きずってしまっている。

❶学校におけるＡＬの取り組み状況 ❷個人におけるＡＬの取り組み状況

学校全体で
取り組んでいる

13%
一部の学年・教科で
取り組んでいる

25%
組織的な

取り組みはない

62%

取り組んでいる

28%

取り組みたいが、
まだ取り組めていない

62%

取り組む
つもりはない

10%

※出典／『VIEW21』高校版読者モニターアンケート結果より。アンケートは、2015 年 6月に
ウェブとファクスで実施。有効回答数は 52。

現
場
と
の
議
論
で

明
ら
か
に
な
っ
た
２
つ
の
視
点
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協
働
す
る
こ
と
の
価
値
も
、
生
徒
同
士
が

意
見
を
述
べ
合
い
、
自
分
と
は
異
な
る
視

点
を
知
る
こ
と
で
、
教
師
１
人
の
発
信
か

ら
学
ぶ
講
義
型
授
業
よ
り
も
思
考
を
更
に

深
化
さ
せ
る
機
会
が
増
え
る
点
に
あ
る
と

い
う
認
識
を
、
校
内
で
周
知
し
た
い
。

提
言
②
「
教
師
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
力
」　

日
々

の
授
業
は
自
校
の
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
、

生
徒
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
考
え

て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｌ
と
い
う
授

業
手
法
に
何
を
期
待
す
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
例
え
ば
、
日
々
の
授
業
へ
の
動

機
付
け
や
基
礎
学
力
の
定
着
が
課
題
で
あ

る
学
校
と
、
学
ん
だ
内
容
を
高
次
の
思
考

へ
と
昇
華
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
あ
る
学

校
と
で
は
、「
自
校
が
ま
ず
取
り
組
む
べ
き

Ａ
Ｌ
」
と
し
て
思
い
描
く
活
動
や
実
施
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は
お
の
ず
と
変
わ
っ
て
く
る

は
ず
だ
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
際
に
は
、
各

教
科
・
科
目
の
各
分
野
・
単
元
、
日
々
の

授
業
の
狙
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
Ａ

Ｌ
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
設

計
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
授
業
の
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
何
を
目
的
と
し
た
Ａ
Ｌ

を
盛
り
込
む
の
か
、
そ
し
て
そ
の
Ａ
Ｌ
を

成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教

材
、
発
問
、
家
庭
学
習
が
必
要
な
の
か
と

い
っ
た
、
教
師
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
力
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

　

一
般
に
、
思
考
を
活
性
化
さ
せ
、
思
考

の
深
ま
り
を
も
た
ら
す
主
体
的
な
学
び
は
、

下
の
図
の
よ
う
に
、
課
題
の
発
見
・
設
定
、

情
報
収
集
、
整
理
・
分
析
、
気
付
き
の
ま

と
め
と
い
っ
た
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
各
要
素
の
中
に
は
、「
動
」の
学
習（
他

者
と
の
協
働
的
な
活
動
）と「
静
」の
学
習

（
生
徒
個
々
の
熟
考
や
内
省
）が
含
ま
れ
る
。

同
様
に
、
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
・
深
化

さ
せ
る
授
業
の
設
計
に
お
い
て
も
、
こ
の

「
動
」と「
静
」の
学
習
の
場
面
を
、
授
業
の

狙
い
や
生
徒
の
特
性
に
応
じ
て
決
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が「
自
校
に
と
っ

て
の
Ａ
Ｌ
」
の
構
築
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の
「
中

間
ま
と
め
」
で
は
、
学
力
の
３
要
素
に
対

応
す
る
資
質
・
能
力
な
ど
を
育
む
た
め
、

狭
義
の
授
業
方
法
・
技
術
の
改
善
に
終
始

す
る
こ
と
な
く
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
研

究
、
工
夫
、
実
践
を
重
ね
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
ま
さ
に
、
教
師
自
身
が
自
校
の

課
題
を
捉
え
た
上
で
、
同
僚
性
を
発
揮
し

な
が
ら
、
主
体
的
・
協
働
的
に
Ａ
Ｌ
を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

授業における生徒の主体的な学び
※先生方との議論を基に編集部が作成

主体的な学習者の姿　※必ずしも下記の順序で進むものではない

「動」と「静」の学習で構成される授業で主体的な学習者を育てる　※必ずしも下記の順序で進むものではない

課題意識の
芽生え・課題設定

教師による
前提知識の説明

（インプット）、発問

生徒同士の学び合
いによる前提知識の

確認

例
１

例
２

課題解決に
必要な

情報の収集

問題解決方法に
ついての生徒同士の
話し合い・発表

問題解決方法に
ついての生徒同士の
話し合い・発表

情報を
整理・分析し、

思考

教師による解説・
補足説明

（インプット）、
新たな発問

教師による解説・
補足説明

（インプット）、
新たな発問

気付き・発見・自分の
考えをまとめ、表現

気付き・発見・
自分の考えを
各自でまとめ、

表現

気付き・発見・
自分の考えを

生徒同士で共有し、
各自でまとめ、表現

「静」（講義）

「動」（AL）

「動」（AL）

「動」（AL）

「静」（講義）

「静」（講義）

「静」（個人ワーク）

「動」（AL）+「静」（個人ワーク）
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
高
校
教
育

改
革
を
、
各
教
師
は
授
業
改
善
に
ど
の
よ

う
に
つ
な
げ
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

今
号
で
は
、
３
人
の
先
生
方
と
共
に
、
生

徒
の
思
考
を
活
性
化
・
深
化
さ
せ
、「
知
識
・

技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
主

体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」
の
学
力
の
３

要
素
を
育
む
た
め
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
に
取

り
組
ん
だ
。

　

編
集
部
が
作
成
し
た
授
業
デ
ザ
イ
ン

シ
ー
ト
（
下
図
）
は
、「
そ
の
分
野
・
単
元

の
授
業
で
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
・
姿
勢
」

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
を
「
学
力
の
３

要
素
」
の
観
点
で
整
理
し
た
上
で
、
各
力
・

姿
勢
を
育
む
上
で
最
も
効
果
的
な
指
導
方

法
を
精
選
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
シ
ー

ト
を
基
に
、
担
当
教
科
も
在
校
生
徒
の
志

望
進
路
も
異
な
る
先
生
方
に
、
こ
れ
ま
で

の
授
業
の
流
れ
や
生
徒
特
性
を
念
頭
に
、

Ａ
Ｌ
を
含
む
授
業
設
計
を
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

い
ず
れ
の
先
生
方
も
、
高
大
接
続
シ
ス

テ
ム
改
革
会
議「
中
間
ま
と
め
」に
お
い
て
、

授
業
改
善
の
視
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、

「
問
題
発
見
・
解
決
を
念
頭
に
置
い
た
深
い

学
び
の
過
程
」「
自
ら
の
考
え
を
広
げ
深
め

る
、他
者
と
の
対
話
的
な
学
び
の
過
程
」「
自

ら
の
学
習
活
動
を
振
り
返
っ
て
次
に
つ
な

げ
る
、
主
体
的
な
学
び
の
過
程
」
を
踏
ま

え
た
授
業
設
計
と
な
っ
た
が
、
紙
幅
の
関

係
上
、
今
回
の
誌
面
で
紹
介
で
き
る
授
業

デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
、
授
業
の
様
子
は
そ
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
科
や
対

象
生
徒
の
特
性
に
よ
り
、
複
数
の
授
業
時

数
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
場
合
と
、
１
コ
マ
の

中
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
場
合
の
２
ケ
ー
ス
が

存
在
し
て
い
る
。
編
集
部
作
成
の
授
業
デ

ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
基
本
形
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
先
生
方
が
、
授
業
の
流
れ
や
生
徒
の
思

考
の
深
ま
り
を
俯ふ

瞰か
ん

し
や
す
い
よ
う
に
改

編
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た

上
で
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践

を
ご
紹
介
し
た
い
。

P.10 ～19 の実践事例で先生方に活用いただいた授業デザインシート・基本形

授業
時数

自校の生徒の特性を踏まえた
本時の主な目標

（身に付けさせたい力・姿勢）

左記の力・姿勢の
「学力の３要素」へ

の分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

１
時
間
目

場面設定や話の流れを把握す
る力

技能
思考力・判断力
主体性

３～４人の班をつくる。『山月記』の場面ごとに題名を付
けたカードを班に１セットずつ配布し、本文を読みなが
ら班全員でカードを場面順に並べ替える。最後にどのよ
うな順番になったのかを学級全員で共有する。

仲間と協力して問題を解決す
る力

協働性
班全員でカードを場面順に並べ替える際は、メンバーで
協力して作業する。

２
時
間
目

内容を大まかに把握する力
知識・技能
思考力・判断力
主体性

「山月記Ｑ＆Ａ」のプリントに、本文を読みながら、まず
は個別に取り組んだ後、班で答えを共有。分からないと
ころは教え合い、班でプリントを完成させる。完成したら、
授業者に指名された各班のスモールティーチャ―（伝達
係）が、授業者に持って行き、採点してもらう。採点結
果は班で共有。

仲間と協力して問題を解決す
る力

協働性
班でプリントを完成させる際は、メンバーで協力して作
業する。

３

音読する力
知識・技能
主体性・協働性

教科書の本文を場面ごとに拡大し、読み仮名を振った
ものを教室の前後左右に掲示しておく。班になり、読ん
でいく中で分からない漢字が出てきたら、スモールティー
チャーが掲示してある読み仮名を見に行き、班のメンバー
と共有する。

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

３
つ
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
事
例

誌面では、分野・単元
全体での設計バージョ
ンと、ある１コマの授
業に焦点を当てたバー
ジョンの２種類を紹介
している

本時あるいは分野・単元全体
の狙いを記述。目的を明らか
にした上で、指導内容の選択
へとつなげていく

学力の３要素は有機的につながってい
るものであるため、多くの指導場面で
は統合的に育成が図られるが、特に重
視する要素をここでは挙げている

同じ分野・単元でも生徒の理解の状況
などによって様々な指導方法が考えられ
る。今回、ここで取り上げた指導方法
以外についても、ＡＬであるかどうかに
かかわらず、可能な範囲で言及していた
だいた

学
力
の
３
要
素
を
踏
ま
え
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
へ
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基
礎
学
力
が
き
ち
ん
と
定
着
し
て
お
ら

ず
、
授
業
で
は
集
中
し
て
教
師
の
話
を
聞

く
こ
と
が
難
し
い
生
徒
た
ち
に
、
学
力
を

付
け
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
三
重
県
立
桑
名
北
高
校
の
石
田
実
貴

先
生
が
、
授
業
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
取
り
入
れ
た
背
景
に
は
、
そ
う
し

た
課
題
意
識
が
あ
っ
た
。

　

県
内
の
進
学
校
か
ら
同
校
に
赴
任
し
た

石
田
先
生
が
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
生
徒
の

生
活
態
度
だ
。
教
師
に
対
す
る
言
葉
遣
い

が
悪
く
、
授
業
を
妨
げ
る
よ
う
な
行
為
を

す
る
生
徒
も
い
る
状
況
だ
っ
た
。
授
業
も

満
足
に
出
来
ず
、
投
げ
や
り
に
な
り
そ
う

に
な
っ
た
時
、
石
田
先
生
が
思
い
出
し
た

の
は
、
社
会
の
過
酷
な
派
遣
切
り
の
実
態

だ
。
石
田
先
生
は
教
職
に
就
く
前
に
会
社

勤
め
を
し
て
お
り
、
リ
ー
マ
ン・
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
で
、
非
正
規
社
員
が
次
々
と
解
雇

さ
れ
て
い
く
の
を
間
近
で
見
た
。
目
の
前

の
生
徒
た
ち
も
、
数
年
後
に
は
同
じ
立
場

に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
…
…
。
そ
う

考
え
た
時
、彼
ら
に
と
っ
て
、高
校
時
代
は

大
人
が
深
く
か
か
わ
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
気
が
付
い
た
。

　
「
自
分
は
頑
張
っ
て
い
て
も
、
社
会
的

な
要
因
で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
、『
高
校
時

代
に
あ
れ
だ
け
頑
張
れ
た
ん
だ
』『
必
ず

自
分
の
こ
と
を
見
て
く
れ
て
い
る
人
が
い

る
』
と
い
っ
た
経
験
や
自
信
が
あ
れ
ば
、

困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
。
そ
の
よ

う
な
姿
勢
で
い
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
が
、
私
が
教
職
に
就
い
た
原

点
で
し
た
。
こ
こ
で
私
が
諦
め
た
ら
、
生

徒
た
ち
の
チ
ャ
ン
ス
を
１
つ
潰
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
度
頑
張
ろ
う
と
、

心
に
決
め
ま
し
た
」（
石
田
先
生
）

　

そ
う
し
た
折
に
出
合
っ
た
の
が
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
。
専
門
書
を
読

み
、
研
修
会
に
参
加
す
る
中
で
、「
こ
の

方
法
な
ら
生
徒
が
学
び
始
め
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
石
田
先

生
は
、す
ぐ
に
実
践
し
た
。最
初
の
１
年
間

は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
が
、
生
徒
に

合
っ
た
教
材
や
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
が
徐
々
に
分
か
り
始

め
、２
年
目
に
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
中
心
の
授
業
に
全
面
的
に
移
行
し
た
。

　

今
回
、
実
践
例
と
し
て
石
田
先
生
が
取

り
上
げ
た
の
は
、
高
校
の
教
科
書
で
頻
出

の
『
山
月
記
』（
中
島
敦
著
）
だ
。
主
人

公
が
虎
に
な
る
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
設
定

な
が
ら
、
高
校
生
に
は
な
じ
み
の
薄
い
擬

古
文
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
難
読
漢
字

が
多
く
、
漢
詩
も
登
場
す
る
と
い
う
ハ
ー

ド
ル
の
高
い
教
材
だ
。
こ
の
教
材
を
３
年

生
に
指
導
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
っ
た

授
業
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
が
図
１
だ
。

　

授
業
展
開
の
特
徴
は
、
内
容
把
握
に
相

当
の
時
間
を
充
て
て
い
る
点
だ
。
１
時
間

目
は
、
作
品
を
通
読
し
て
か
ら
、
３
〜
４

人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
場
面
ご
と
に
見
出
し

を
付
け
た
カ
ー
ド
を
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
通

り
に
並
べ
る
。
グ
ル
ー
プ
で
の
考
え
が
ま

と
ま
る
と
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
で
あ
る

ス
モ
ー
ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
カ
ー
ド
を
物

語
の
プ
ロ
ッ
ト
順
に
黒
板
に
貼
り
、
学

級
全
体
で
共
有
す
る
。
ス
モ
ー
ル
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
は
「
右
前
に
座
っ
て
い
る
人
」
な

ど
と
、
活
動
ご
と
に
先
生
が
ラ
ン
ダ
ム
に

決
め
る
。
い
つ
当
た
る
か
分
か
ら
な
い
と

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

◎
創
立
36
周
年
を
迎
え
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
展
開
、
多
彩
で
魅

力
的
な
教
育
課
程
の
充
実
な
ど
、
学
ぶ
喜
び
を
実
感

で
き
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
地
域
の
保
育

所
と
の
交
流
学
習
は
特
徴
の
１
つ
。

◎
設
立　

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
現
浪
計
）

私
立
大
は
、
静
岡
理
工
科
大
、
愛
知
学
院
大
、
愛
知

工
業
大
、
中
部
大
、
名
古
屋
芸
術
大
、
四
日
市
大
、

大
阪
学
院
大
な
ど
に
延
べ
28
人
が
合
格
。
短
大
18
人
、

専
門
学
校
53
人
、
就
職
99
人
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.m
ie-c.ed.jp/hnkuw

a/

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

石
田
実
貴　
い
し
だ
・
み
き

教
職
歴
６
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

「
人
の
根
底
に
あ
る『
成
長
し
た
い
気
持

ち
』を
信
じ
、
生
徒
と
か
か
わ
り
続
け
る
」

三
重
県
立
桑
名
北
高
校　
石
田
実み

貴き

『
山
月
記
』を
題
材
に

「
生
き
る
こ
と
の
意
味
」を
考
え
る

1
国
語

実
践
事
例

高
校
時
代
の
頑
張
っ
た
経
験
が

「
生
き
る
力
」を
育
む

当
事
者
意
識
を
持
た
せ
て

主
体
性
を
引
き
出
す
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思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

い
う
当
事
者
意
識
を
持
た
せ
、
活
動
を
人

任
せ
に
し
な
い
た
め
の
工
夫
だ
。

　

２
時
間
目
に
は
、「
主
人
公
が
し
た
か
っ

た
仕
事
は
何
？
」「
主
人
公
は
旅
に
出
た

時
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
？
」
と
い
っ
た
、

物
語
の
内
容
を
把
握
す
る
た
め
の
一
問
一

答
形
式
の
プ
リ
ン
ト
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り

組
み
、
３
時
間
目
か
ら
は
、
段
落
ご
と
に

内
容
の
読
み
取
り
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
で
音
読
を
行
う
。『
山

月
記
』
に
は
難
読
漢
字
が
多
く
登
場
す
る
。

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
振
り
仮
名
以
外

に
も
、
生
徒
が
読
め
な
い
漢
字
が
あ
る
た

め
、
全
て
の
漢
字
に
読
み
仮
名
を
振
っ

た
プ
リ
ン
ト
を
教
室
の
各
所
に
貼
っ
て
お

く
。
グ
ル
ー
プ
内
で
誰
も
読
め
な
い
漢
字

が
あ
れ
ば
、
ス
モ
ー
ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が

そ
の
プ
リ
ン
ト
を
見
て
確
認
し
、
読
み
方

を
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
て
音
読
を
続
け

る
。
こ
れ
を
約
10
分
間
で
行
っ
た
後
、
学

級
全
体
で
の
音
読
と
し
て
、
生
徒
の
座
席

１
列
ご
と
に
１
文
ず
つ
音
読
し
て
い
く
。

　

続
い
て
、
石
田
先
生
が
段
落
ご
と
に
作

図 1 「国語」『山月記』授業デザインシート

授業
時数

自校の生徒の特性を踏まえた
本時の主な目標

（身に付けさせたい力・姿勢）

左記の力・姿勢の
「学力の３要素」へ

の分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

１
時
間
目

場面設定や話の流れを把握す
る力

技能
思考力・判断力
主体性

３～４人の班をつくる。『山月記』の場面ごとに見出しを
付けたカードを班に１セットずつ配布し、本文を読みな
がら班全員でカードを場面順に並べ替える。最後にどの
ような順番になったのかを学級全員で共有する。

仲間と協力して問題を解決す
る力

協働性
班全員でカードを場面順に並べ替える際は、メンバーで
協力して作業する。

２
時
間
目

内容を大まかに把握する力
知識・技能
思考力・判断力
主体性

「山月記Ｑ＆Ａ」のプリントに、本文を読みながら、まず
は個別に取り組んだ後、班で答えを共有。分からないと
ころは教え合い、班でプリントを完成させる。完成したら、
授業者に指名された各班のスモールティーチャ―（伝達
係）が、授業者に持って行き、採点してもらう。採点結
果は班で共有。

仲間と協力して問題を解決す
る力

協働性
班でプリントを完成させる際は、メンバーで協力して作
業する。

３
〜
８
時
間
目

音読する力
知識・技能
主体性・協働性

教科書の本文を場面ごとに拡大し、読み仮名を振った
ものを教室の前後左右に掲示しておく。班になり、読ん
でいく中で読み方が分からない漢字が出てきたら、ス
モールティーチャーが、掲示してある読み仮名を見に行
き、班のメンバーと共有する。

丁寧に本文を読み取る力
知識・技能
主体性・協働性

場面ごとに作成したワークシートに取り組むことで内容
を把握する。個人で取り組んで分からないところがあれ
ばメンバーに相談する。授業者が机間巡視をしながら、
各班１人のワークシートだけを採点する。採点された生
徒が必然的にスモールティーチャーになるので、その生
徒を中心に班で共有する。全体で確認しなければなら
ないことや、共有しておいた方が良いことは、適宜全体
に向けて授業者が説明する時もある。

５
時
間
目

（
漢
詩
の
部
分
）

本文中に出てくる漢詩を読み
取り、内容を把握する力

知識・技能
思考力・判断力・
表現力
主体性・多様性

●音読・暗唱／書き下し文を暗唱することから始めて、
白文を読めるまで練習する。
●現代語訳をする／班で協力して現代語訳をする。文法・
句法のレクチャーはしない。難しい語句の意味だけ配
布しておき、必要な時に利用する。
●共有／班で完成させた作品を読み、全員と共有する。

仲間と協力して問題を解決す
る力

協働性
班で現代語訳を完成させる際は、メンバーで協力して作
業する。

９
時
間
目

定期考査

知識・技能
思考力・判断力・
表現力
主体性・多様性

定期考査の中で『山月記』を読んだ感想を書く。

10
時
間
目

正解のない問いに仲間と協力
して取り組む力

知識・技能
思考力・判断力・
表現力
主体性・多様性・
協働性

「『山月記』から人生を考える」
定期考査時に生徒が書いた感想や、授業中に出てきた
生徒の疑問を基に、次の問いを投げ掛ける。
A「人間らしさ、人間の心とは何か」を考え、自分たちで
定義をし、「人間らしいのは李徴か袁慘か」について
の結論を出しましょう。

Ｂ「幸せとは何か」を考え、自分たちで定義し、「李徴と
袁慘はどちらが幸せな人生を歩いていると思うか」に
ついての結論を出しましょう。
C「なぜ『山月記』は 60 年以上も前から高校生に読み
継がれているのか（なぜ教科書に載せ、高校生に読ま
せようとしているのか）」を自由に考えて述べましょう。

＊石田実貴先生からの提供資料を基に編集部で作成

「
読
解
の
技
術
」
を

体
験
的
に
身
に
付
け
る

進学校の場合は、３時間
目から始めてもよいと思
います（石田先生）

進学校の場合は、内容把
握に掛ける時間を減ら
し、残りは大学入試を見
据えた小論文の作成や言
語活動に充ててもよいと
思います（石田先生）

『山月記』の内容把握を
しっかり行っておけば、
どのような学力層の生徒
でも、このテーマについ
て考えることは可能で
す。高校生にはぜひ取り
組んでほしい活動です
（石田先生）
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成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図

２
）
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組

み
、
内
容
を
深
く
読
み
込
ん
で

い
く
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
事

実
情
報
を
整
理
す
る
パ
ー
ト
、

登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
の

変
化
の
理
由
を
考
え
る
パ
ー

ト
、
そ
し
て
思
考
力
が
求
め
ら

れ
る
発
展
的
な
問
題
の
パ
ー

ト
で
構
成
さ
れ
、
発
展
問
題
の

前
ま
で
は
必
ず
取
り
組
む
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
。

　

授
業
中
、
石
田
先
生
が
内
容

を
解
説
す
る
こ
と
は
基
本
的

に
は
な
い
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
時
も
、
先
生

は
机
間
巡
視
は
行
う
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
説
明
し
な
い
。
生
徒
が
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
書
き
込
む
様
子
を
見
な
が
ら
、

例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
の
１
人
の
答
案
を
さ

り
げ
な
く
採
点
す
る
。
す
る
と
、
採
点
さ

れ
た
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
の
他
の
生
徒
に
教

え
る
と
い
う
よ
う
に
、
生
徒
同
士
で
問
題

を
解
決
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

学
級
全
体
で
理
解
が
浅
い
と
感
じ
た
部

分
に
つ
い
て
は
一
斉
指
導
を
行
う
が
、
そ

の
時
間
も
１
、２
分
程
度
。
登
場
人
物
の

性
格
や
心
情
、
行
動
の
意
味
な
ど
を
読
解

す
る
技
術
は
、
ワ
ー
ク
や
学
び
合
い
を
通

し
て
体
験
的
に
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
。

　

５
時
間
目
に
は
、
文
中
に
登
場
す
る
漢

詩
を
学
習
す
る
。
書
き
下
し
文
の
暗
唱
か

ら
始
め
、
次
に
返
り
点
を
打
っ
た
漢
文
、

最
後
に
白
文
を
読
ま
せ
る
の
が
目
標
だ
。

　

ま
ず
、
書
き
下
し
文
に
読
み
仮
名
を
振

ら
せ
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
何
度
も
音
読

を
し
、
学
級
全
体
で
列
ご
と
に
１
人
１
文

ず
つ
読
ん
で
い
く
。
生
徒
は
何
度
も
読
み

聞
き
す
る
中
で
自
然
と
文
章
が
頭
に
入
っ

て
い
く
の
で
、最
後
は
文
法
や
句
法
が
分
か

ら
な
く
て
も
、白
文
で
読
め
る
よ
う
に
な

る
。
先
生
は
文
法
や
句
法
の
解
説
を
し
な

い
が
、
書
き
下
し
文
が
頭
に
入
っ
て
い
る

の
で
、
返
り
点
が
苦
手
な
生
徒
も
自
然
と

レ
点
や
一
二
点
な
ど
の
意
味
が
分
か
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
。
最
後
は
、
語
句
の
意

味
を
調
べ
な
が
ら
現
代
語
訳
を
行
う
。
型

通
り
で
は
な
く
、「

よ
う

」
を
「
リ
ム
ジ
ン
」

と
訳
す
な
ど
、
自
分
が
分
か
り
や
す
い
言

葉
に
置
き
換
え
る
生
徒
も
い
る
。
意
味
が

分
か
ら
な
い
生
徒
に
と
っ
て
は
、
他
の
生

徒
の
現
代
語
訳
が
助
け
に
な
り
、
最
終
的

に
全
員
が
漢
詩
の
意
味
を
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
８
〜
９
時
間
を
掛
け
て

内
容
把
握
が
終
わ
る
と
、
定
期
考
査
を
行

う
。
問
題
は
基
本
的
な
知
識
・
理
解
を
問

う
も
の
が
中
心
だ
が
、
物
語
の
内
容
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
い
る
の
で
、
理
解
度

や
定
着
率
は
高
い
と
い
う
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
的
な
視
点
か
ら
作
品
を

更
に
深
掘
り
し
て
い
く
の
も
、
石
田
先
生

の
授
業
の
特
徴
だ
。
①
「
人
間
ら
し
さ
、

人
間
の
心
と
は
何
か
」
を
定
義
し
、「
人

間
ら
し
い
の
は
李り

徴ち
ょ
うか

袁え
ん

慘さ
ん

か
」
に
つ
い

て
結
論
を
出
す
、
②
「
幸
せ
と
は
何
か
」

を
定
義
し
、「
李
徴
と
袁
慘
は
ど
ち
ら
が

幸
せ
か
」
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
、
③
な

ぜ
『
山
月
記
』
は
60
年
以
上
も
前
か
ら
高

校
生
に
読
み
継
が
れ
て
い
る
の
か
を
自
由

に
考
え
て
述
べ
る
、
の
３
つ
の
テ
ー
マ
か

ら
グ
ル
ー
プ
で
１
つ
を
選
び
、
話
し
合
う
。

　

活
動
前
に
は
、『
山
月
記
』が
、説
話
の

『
人じ

ん

虎こ

伝で
ん

』を
原
典
に
し
て
い
る
こ
と
や
、

高
校
の
教
科
書
で
最
も
長
く
採
用
さ
れ
て

い
る
作
品
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
し
て
、個
々
で
20
分
程
考
え
て
か
ら
、グ

ル
ー
プ
で
30
分
程
話
し
合
い
、各
グ
ル
ー
プ

の
結
論
は
次
の
時
間
に
全
体
で
共
有
し
た
。

　
「
人
生
の
目
的
や
価
値
観
な
ど
は
、
人

に
教
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
人
生
の
主
人
公
は
自
分
自
身
で
す
。

様
々
な
価
値
観
が
あ
る
と
知
り
、
生
き
る

と
は
何
か
を
、
自
分
な
り
に
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
」（
石
田
先
生
）

　

あ
る
生
徒
は
「
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き

方
が
あ
っ
て
良
い
と
い
う
こ
と
。
自
分
を

大
切
に
す
る
な
ら
隣
の
人
も
大
切
に
す
べ

き
だ
し
、
地
球
の
裏
側
に
い
る
人
も
大

図２ 内容把握のワークシート

＊石田実貴先生からの提供資料をそのまま掲載

自
分
た
ち
の
言
葉
で

分
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で

作
品
に
ア
プ
ロ
ー
チ
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

切
。
み
ん
な
が
そ
う
い
う
こ
と
を
理
解
す

れ
ば
、
戦
争
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
語
っ
た
と
い
う
。

　

文
字
数
を
指
定
し
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
半
の
生
徒
が
２
０
０
〜

５
０
０
文
字
の
感
想
を
寄
せ
た
。「
様
々

な
読
み
方
が
出
来
る
か
ら
、
長
年
読
み
継

が
れ
て
き
た
の
だ
と
思
う
」「
登
場
人
物

の
心
情
を
く
み
取
る
だ
け
で
は
な
く
、
人

の
幸
せ
や
人
間
ら
し
さ
ま
で
考
え
さ
せ
ら

れ
る
作
品
」「
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、
１
人

で
読
む
だ
け
で
は
思
い
も
し
な
い
意
見
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。
自
分
自
身
も
考
え

る
の
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、
生

き
生
き
と
し
た
文
章
か
ら
は
、
作
品
へ
の

共
感
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
驚
き
、

考
え
る
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

授
業
は
内
容
把
握
に
時
間
を
掛
け
た

り
、プ
リ
ン
ト
を
多
用
し
た
り
と
、同
校
の

生
徒
の
学
力
に
応
じ
た
構
成
と
し
て
い
る

が
、
前
半
の
内
容
把
握
の
時
間
を
短
縮
し
、

最
後
に
大
学
入
試
ま
で
視
野
に
入
れ
た
小

論
文
の
作
成
な
ど
の
活
動
も
含
め
る
こ
と

で
、
進
学
校
の
生
徒
に
も
対
応
で
き
る
だ

ろ
う
と
、
石
田
先
生
は
考
え
る
。

　

教
材
の
準
備
は
、『
山
月
記
』
の
場
合
、

語
句
の
意
味
や
読
み
仮
名
な
ど
ま
で
プ
リ

ン
ト
に
し
て
い
た
が
、
題
材
に
よ
っ
て
は

内
容
把
握
の
た
め
の
ワ
ー
ク
に
絞
る
な
ど

簡
素
化
し
て
い
る
。
平
易
な
文
章
な
ら
ば

内
容
把
握
を
短
縮
し
、
最
後
の
言
語
活
動

に
多
く
の
時
間
を
充
て
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

今
で
こ
そ
、
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
授

業
を
進
め
、
教
材
を
準
備
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
石
田
先
生
自
身
、
実
践
当
初

は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
。「
こ
れ
で

い
け
る
」
と
い
う
確
信
を
得
た
の
は
、
赴

任
１
年
目
に
始
め
た
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
授
業
の
度
に
「
め
ん

ど
い
」「
う
ざ
い
」
を
連
発
す
る
生
徒
に
、

「
そ
の
言
葉
を
口
に
す
る
だ
け
で
は
、
暴

言
と
し
か
受
け
止
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
学
校
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
を
読
み
、

あ
な
た
の
思
い
を
４
０
０
字
の
小
論
文
に

す
れ
ば
、『
暴
言
』
も
『
主
張
』
に
変
わ
り
、

社
会
の
人
た
ち
が
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
は

ず
だ
よ
」
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
生
徒
は
意

外
に
す
ん
な
り
受
け
入
れ
、
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
に
取
り
組
み
始
め
た
の
だ
と
い
う
。

　
「
生
徒
は
や
ん
ち
ゃ
で
言
葉
遣
い
も
悪

い
で
す
が
、
そ
れ
は
力
の
出
し
方
が
分
か

ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に

気
付
き
、
自
信
が
湧
い
て
き
ま
し
た
」
と

石
田
先
生
は
振
り
返
る
。

　

石
田
先
生
は
一
斉
授
業
を
否
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
同
校
の
場
合
、
生
徒

を
授
業
に
集
中
さ
せ
、
学
習
内
容
を
理
解
・

定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
生
徒
に
頭
や
体
を

使
っ
て
活
動
さ
せ
る
時
間
が
多
く
必
要
な

だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　

石
田
先
生
が
疑
問
に
感
じ
て
い
る
の

は
、
生
徒
が
黙
っ
て
座
っ
て
い
れ
ば
授
業

は
成
立
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
生
徒
が
静
か
に
座
り
、
ノ
ー
ト
を
取
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
実
は
何
も
身
に
付
い

て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
よ
く
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
人
間
が
学
ぶ
姿
に
は
、

活
動
的
な
姿
も
あ
れ
ば
、
静
か
に
考
え
に

ふ
け
る
姿
も
あ
り
、
時
に
は
感
情
が
あ
ら

わ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。『
静

か
に
座
っ
て
い
る
授
業
』
だ
け
が
理
想
の

形
と
す
る
思
い
込
み
が
、
生
徒
の
能
力
を

開
花
さ
せ
る
機
会
を
奪
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
」（
石
田
先
生
）

　

同
校
で
も
、
協
働
的
な
学
習
を
行
っ
た

後
や
生
徒
同
士
で
感
想
を
共
有
し
た
直
後

な
ど
、
理
解
が
深
ま
り
、
意
欲
・
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
時
に
石
田
先
生
が
説
明
を

始
め
る
と
、
生
徒
は
集
中
し
て
先
生
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
。
た
だ
話
を
聞

い
て
い
る
だ
け
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
は
受
け
身
の
態
度
で
は
な
く
、

生
徒
た
ち
の
頭
の
中
は
活
性
化
し
て
い

て
、
能
動
的
に
学
ん
で
い
る
の
だ
。

　
「
よ
く
大
人
は
子
ど
も
に
、『
将
来
の
た

め
に
つ
ら
い
勉
強
に
耐
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
』
と
言
い
ま
す
。
確
か
に
そ
う
い
う

面
も
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
大
切
な
の
は
、

『
今
こ
こ
で
学
ん
で
い
る
幸
せ
』
を
感
じ

ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
教

師
が
言
葉
で
語
る
だ
け
で
は
、
生
徒
に
は

響
き
ま
せ
ん
。
友
人
同
士
で
学
び
を
深
め

合
う
中
で
、『
自
分
に
も
分
か
る
』『
成
長

し
て
い
る
』
と
感
じ
、
そ
れ
が
少
し
ず
つ

自
信
に
な
っ
て
将
来
へ
向
か
う
勇
気
が
湧

い
て
く
る
。
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
学
び
で

あ
り
、
教
室
と
い
う
場
で
し
か
出
来
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」（
石
田
先
生
）

「
静
か
に
座
っ
て
い
る
授
業
」だ
け
が

理
想
の
授
業
の
形
な
の
か
？

持
っ
て
い
る
力
の
出
し
方
が

分
か
ら
な
い
生
徒
た
ち
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三
重
県
に
あ
る
私
立
鈴
鹿
中
学
・
高
校

の
数
学
科
担
当
・
岩
佐
純
巨
先
生
が
、
授

業
に
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
始
め
た

の
は
約
10
年
前
。
授
業
中
の
生
徒
た
ち
の

集
中
力
が
続
か
な
い
と
感
じ
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
「
生
徒
の
間
で
は
、
私
の
授
業
を
受
け

れ
ば
成
績
が
上
が
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た

の
で
、
指
導
に
は
そ
れ
な
り
に
自
信
が
あ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
年
々
、
授
業
中
に

集
中
で
き
な
い
生
徒
が
増
加
し
、
授
業
中

の
教
室
の
空
気
も
以
前
と
は
違
っ
て
き
た

の
で
す
。
生
徒
個
人
の
責
任
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
の
教
育
環
境
の
変
化
も
影
響
し

て
い
る
と
思
い
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

と
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
時
に
、
佐
藤
学
教

授
（
東
京
大
名
誉
教
授
）
の
『
学
び
の
共

同
体
』
と
出
合
い
ま
し
た
」（
岩
佐
先
生
）

　

岩
佐
先
生
は
、
専
門
書
を
読
ん
だ
り
、

校
外
の
研
修
会
に
参
加
し
た
り
し
て
、
協

同
学
習
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
授
業
で

実
践
し
、
自
分
な
り
の
方
法
を
確
立
し
て

い
っ
た
。
現
在
の
授
業
の
進
め
方
は
、
①

前
時
の
復
習
（
グ
ル
ー
プ
学
習
及
び
先
生

の
説
明
）、
②
本
時
の
目
標
の
提
示
、
③

グ
ル
ー
プ
で
の
問
題
演
習
、
④
本
時
の
ま

と
め
・
個
人
の
振
り
返
り
が
基
本
だ
。
授

業
で
使
用
す
る
教
材
は
、
先
生
が
作
成
し

た
プ
リ
ン
ト
が
中
心
。
ま
た
、
生
徒
に
グ

ル
ー
プ
学
習
の
ル
ー
ル
（
図
１
）
と
そ
の

趣
旨
を
説
明
し
、
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

　

２
年
生
「
数
学
Ｂ
」
の
「
数
列
」
に
お

け
る
漸
化
式
に
つ
い
て
の
３
回
目
の
授
業

を
例
に
見
て
い
く
（
図
２
）。

　

前
時
の
復
習
で
は
、
前
時
に
取
り
組
ん

だ
問
題
と
そ
の
解
答
を
セ
ッ
ト
に
し
た
プ

リ
ン
ト
を
配
布
し
、
生
徒
に
前
時
の
学
習

内
容
を
思
い
出
さ
せ
る
。
４
人
１
組
の
グ

ル
ー
プ
に
は
な
る
が
、
ま
ず
は
１
人
で
考

え
る
の
が
基
本
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
出

て
き
た
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
質

問
す
る
。
そ
の
間
、
先
生
は
机
間
巡
視
を

し
、
生
徒
の
様
子
を
確
認
。
こ
の
日
は
全

体
的
に
生
徒
の
理
解
度
が
低
い
と
感
じ
た

た
め
、
本
時
の
目
標
と
の
関
連
を
示
し
な

が
ら
前
時
の
学
習
内
容
を
説
明
し
た
。

　
「
行
事
が
重
な
り
、前
時
か
ら
1
週
間
空

い
た
た
め
か
、一
度
取
り
組
ん
だ
問
題
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
か
ら
解
い
て
い
る
生
徒

が
目
立
ち
ま
し
た
。
解
き
直
さ
な
い
と
解

法
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
、解
法
が

身
に
付
い
て
い
な
い
証
拠
。
前
時
の
復
習

で
は
、問
題
を
見
て
解
法
を
ぱ
っ
と
思
い

描
け
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
と
、

生
徒
に
は
伝
え
て
い
ま
す
」（
岩
佐
先
生
）

　

先
生
が
説
明
す
る
一
斉
指
導
の
場
面
で

も
、
自
分
が
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
分
か
っ

て
い
る
か
ら
か
、
生
徒
の
表
情
か
ら
は
、

先
生
の
説
明
を
し
っ
か
り
聞
き
取
ろ
う
と

い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

本
時
の
課
題
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
本

三
重
県
・
私
立
鈴
鹿
中
学
・
高
校

◎
中
高
一
貫
６
年
制
の
私
立
校
。
高
校
２
年
生
ま
で
文

理
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
、
豊
か
な
教
養
と
実
社

会
で
応
用
で
き
る
真
の
学
力
の
育
成
を
目
指
す
。
全

校
体
制
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
普
及
に
努

め
る
な
ど
、
教
育
改
革
へ
の
対
応
も
進
め
る
。

◎
設
立　

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
２
０
人
（
６
年
制
）

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
、６
年
制
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
名
古

屋
大
、
三
重
大
、
大
阪
大
な
ど
に
64
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
早
稲
田
大
、
中
京
大
、
南
山
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
７
７
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

http://suzukakyoeigakuen.net/

鈴
鹿
中
学
・
高
校

岩
佐
純
巨　
い
わ
さ
・
じ
ゅ
ん
き
ょ

教
職
歴
24
年
。同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

「
教
師
と
し
て
の
専
門
性
を
深
め
、
生
徒

に
数
学
の
本
質
を
教
え
て
い
き
た
い
」

図１ グループ学習のルール

＊岩佐純巨先生からの提供資料を基に編集部で
作成

（１）３つの時間を使い分けること
①１人で考える時間
②学び合う時間
③先生の話を聞く時間

（２）教科学習以外の話をしないこと

（３）「きき合う」関係をつくること
（きく：聞く、聴く、訊く）

三
重
県
・
私
立
鈴
鹿
中
学
・
高
校　
岩
佐
純じ

ゅ
ん

巨き
ょ

グ
ル
ー
プ
で
の
問
題
演
習
を
中
心
に
据
え
、

活
用
で
き
る
知
識
を
獲
得
さ
せ
る

2
数
学

実
践
事
例

「
生
徒
を
集
中
さ
せ
る
」こ
と
を

出
発
点
に
授
業
を
見
直
す

生
徒
の
頭
の
中
が

動
き
出
す
よ
う
に
声
を
掛
け
る
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

時
の
目
標
を
黒
板
に
書
い
て
伝
え
る
。
こ

の
日
は
、
漸
化
式
の
基
本
パ
タ
ー
ン
の
１

つ
を
示
し
、
そ
れ
を
自
力
で
解
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
目
標
だ
と
強
調
し
た
。

　
「
到
達
目
標
が
見
え
て
い
れ
ば
、
生
徒

は
ど
こ
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
ば
よ
い
の
か

が
分
か
る
の
で
、
学
習
意
欲
も
高
ま
り
ま

す
。
生
徒
を
能
動
的
に
す
る
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
の
１
つ
で
す
」（
岩
佐
先
生
）

　

一
斉
指
導
を
行
う
の
は
、
最
初
・
中
間
・

ま
と
め
の
各
５
分
が
基
本
。
説
明
に
５
分

以
上
掛
か
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
５
分
ご

と
に
説
明
を
区
切
り
、
そ
の
内
容
に
関
す

る
ワ
ー
ク
を
し
て
理
解
さ
せ
て
か
ら
、
次

の
説
明
に
進
む
と
、
岩
佐
先
生
は
話
す
。

　
「
私
が
話
す
時
間
を
出
来
る
だ
け
短
く

し
、
生
徒
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
機
会
を

多
く
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
頭
の

中
で
考
え
た
内
容
を
話
し
た
り
書
い
た
り

す
る
こ
と
で
、
そ
の
考
え
が
数
学
的
に
正

し
い
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま
す
し
、
言
語

化
に
よ
っ
て
他
者
と
比
較
・
共
有
も
で
き
、

理
解
の
深
ま
り
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
」

　

グ
ル
ー
プ
学
習
の
間
、
先
生
は
机
間
指

導
を
し
、
生
徒
の
会
話
や
プ
リ
ン
ト
に
書

き
込
む
内
容
を
注
意
深
く
見
取
る
。
メ
ン

バ
ー
全
員
が
課
題
を
理
解
で
き
て
い
な
け

れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
う
き
っ
か

け
に
な
る
よ
う
な
ヒ
ン
ト
を
出
す
。
あ
と

少
し
で
解
け
そ
う
な
生
徒
が
い
れ
ば
、
そ

の
生
徒
の
理
解
が
あ
や
ふ
や
な
点
を
指
摘

し
て
そ
れ
を
解
消
さ
せ
、
理
解
に
つ
ま
ず

い
て
い
る
他
の
メ
ン
バ
ー
に
教
え
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。
生
徒
の
書
き
込
み
を
見
れ

ば
、
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
て
い
る
の
か
が

分
か
る
た
め
、
生
徒
の
思
考
が
動
く
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
な
声
掛
け
を
心
掛
け

る
。
た
だ
、
時
に
は
、
グ
ル
ー
プ
に
な
じ

め
ず
、
自
分
１
人
で
問
題
を
抱
え
込
ん
で

い
る
生
徒
に
付
き
っ
き
り
で
指
導
す
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
こ
の
授
業
形
態
で
は
、
生
徒
同
士
で

問
題
を
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

教
師
の
指
導
が
最
も
必
要
な
と
こ
ろ
に
集

中
的
に
手
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、
今
日
の
授
業
で
は
、
解

法
を
理
解
し
よ
う
と
せ
ず
、
集
中
で
き
て

い
な
か
っ
た
生
徒
が
い
た
た
め
、
今
日
は

こ
の
生
徒
に
徹
底
的
に
手
を
掛
け
よ
う
と

覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
授
業

は
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
ま
で
は
進
め
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
日
の
学
習
内
容
は
今

図２ 「数学Ｂ」「数列」漸化式（３）授業デザインシート

授業内容 時間 ねらい 生徒の動き 学力の３要素

１．前時の復習

5 分
漸化式の「基本３タイプ」、
置き換えて「基本３タイプ」
に持ち込む方法の練習

個人での取り組み
→グループ学習：
前時の理解度を
確認する

２．プリント演習
an+1− c = p(an− c)
の形に変形して解く

10 分
基本的な解き方を理解し、
全員が出来るようにする

個人での取り組み
→グループ学習：
全員が出来るよう
に協力する

知識、技能

３．種々の解法
１）bn= an− c とおく
an+1− c = p(an− c) の形に変形

15 分 種 の々解き方を検討する

個人での取り組み
→グループ学習：
３つの解法を比較
検討する

知識、技能、
多様性２）bn=an+1− an とおく

階差をとる

３）bn= ─ とおく
両辺を pn+1で割る

４．応用問題
１）an+1= pan+ qn+1

２）an+1= pan+ q1n + q2

15 分
上記の種々の解法を応用
する

個人での取り組み
→グループ学習：
解法を考える

知識、技能、
多様性

５．まとめと振り返り

5 分

本時の学習内容とその理
解度（何が分かり、何が
分からなかったか）を自分
の言葉で説明する

個人での取り組み：
「授業振り返り用
紙」の記入

プリントや定期考査では、大学入試問題を出題することもある。「難関大と言われている大学こそ、既有知識を組み合わせて活用しなけれ
ば解けない問題を入試で出題しています。生徒の学習段階や理解・定着度に応じて、既有知識だけで解ける問題を、大学名を伏せて出題し、
問題が解けた後に大学名を明かしています。大学入試問題だから自分には解けないという思い込みを捨て、今の自分でも解けるのだという
自信につなげています」（岩佐先生）
＊岩佐純巨先生からの提供資料を基に編集部で作成

本時の目標　漸化式　an+1=pan+q　の解き方を理解する
授業では、「学力の３要素」
の全てを身に付けさせる
ことを常に意識していま
す。そのため、ここでは
授業内容に則して、特に
身に付けさせたい要素を
挙げました（岩佐先生）

今回の授業では、３ー１）
までしか進めませんでした
が、残りは一度説明してい
ますから、次の授業では
10 分程度あれば終えられ
ると踏み、１）を全員に
理解させることに時間を
掛けました（岩佐先生）

プリントは、教科書から
本時の目標に応じた問題
を抜き出して再構成し、
１枚で１回の授業内容が
完結するように作成して
います（岩佐先生）
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後
の
学
習
内
容
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
も

の
で
し
た
か
ら
、
理
解
で
き
て
い
な
い
生

徒
を
見
捨
て
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
」（
岩
佐
先
生
）

　

指
導
計
画
通
り
に
終
わ
ら
な
く
て
も
、

進
度
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
は
な
い
。
岩

佐
先
生
は
、
年
度
初
め
に
、
分
野
ご
と
に

指
導
項
目
を
洗
い
出
し
、
時
間
配
分
を
決

め
て
、
年
間
の
指
導
計
画
を
立
て
て
い
る
。

各
分
野
の
終
わ
り
に
は
総
ま
と
め
的
な
問

題
演
習
の
時
間
を
２
時
間
確
保
し
て
い
る

た
め
、
そ
こ
で
の
調
整
も
可
能
だ
と
い
う
。

　
「
分
野
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
絶
対
に
外
せ

な
い
ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
て
い
ま
す
か

ら
、
生
徒
の
理
解
度
に
応
じ
て
指
導
内
容

を
足
し
た
り
引
い
た
り
し
て
、
進
度
を
保

つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
岩
佐
先
生
）

　

ま
た
、
本
時
の
目
標
よ
り
レ
ベ
ル
の
高

い
問
題
の
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
て
お
き
、

プ
リ
ン
ト
を
早
く
終
え
た
生
徒
に
渡
す
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
授
業
の
最
後
に
は
「
授
業
振

り
返
り
用
紙
」
を
配
布
し
、「
学
ん
だ
こ
と
」

「
疑
問
点
・
課
題
」
を
書
か
せ
る
。
ま
ず
、

１
学
期
は
、
授
業
内
容
の
理
解
が
深
ま
る

よ
う
に
、
自
分
で
工
夫
し
て
書
く
練
習
を

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
２
学
期
か
ら
は
、
記

入
し
た
用
紙
を
提
出
さ
せ
、
先
生
が
コ
メ

ン
ト
を
書
い
て
返
却
し
、
意
味
の
あ
る
振

り
返
り
を
行
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　
「
現
状
で
は
、
生
徒
は
授
業
で
扱
っ
た

式
な
ど
を
書
い
て
『
〜
を
学
ん
だ
』
と
し

か
書
け
て
い
ま
せ
ん
。
生
徒
が
自
分
の
言

葉
で
学
習
内
容
を
要
約
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
知
識
の
再
構
成
も
で
き
、
次
の
学

習
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
徒

が
き
ち
ん
と
振
り
返
る
こ
と
で
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
に
お
け

る
評
価
法
に
も
活
用
で
き
ま
す
」（
岩
佐

先
生
）

　

岩
佐
先
生
は
こ
れ
ま
で
の
実
践
を
通
じ

て
、
数
学
に
は
グ
ル
ー
プ
学
習
が
適
し
て

い
る
と
話
す
。　

　
「
既
有
知
識
を
活
用
し
な
が
ら
問
題
を

解
き
、
新
た
な
知
識
を
獲
得
す
る
。
そ
の

よ
う
に
し
て
、
既
有
知
識
の
レ
ベ
ル
が
ま

た
上
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
学
び
だ

と
思
う
の
で
す
。
数
学
は
、
既
有
知
識

が
少
な
く
て
も
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
れ
ば
初
見
の
問
題
で
も
自
力
で
解

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
教

師
が
全
て
の
定
理
や
公
式
を
教
え
な
く
て

も
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
を
生
徒
同
士

で
補
完
し
合
い
な
が
ら
問
題
を
解
い
て
い

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
頭

の
中
を
動
か
し
て
考
え
る
分
、
一
斉
授
業

よ
り
も
学
習
内
容
が
定
着
し
や
す
い
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

グ
ル
ー
プ
で
教
え
合
う
の
は
、
教
師
か

ら
教
え
ら
れ
る
の
と
は
違
う
と
、
岩
佐
先

生
は
話
す
。「
教
え
て
」と
質
問
し
た
時
点

で
、
そ
の
生
徒
に
は
問
題
意
識
が
あ
り
、

解
決
す
る
た
め
に
能
動
的
に「
聞
く
」姿
勢

が
あ
る
。
一
方
、
教
師
が
説
明
す
る
時
は
、

生
徒
は
教
師
か
ら
は
教
わ
る
も
の
と
い
う

意
識
が
染
み
付
い
て
い
る
た
め
、
受
け
身

な
態
度
で
聞
い
て
し
ま
い
や
す
い
と
い
う
。

　
「
生
徒
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
り
、
友
だ

ち
の
解
答
を
丸
写
し
し
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
。
解
答
に
行
き
詰
ま
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
の
プ
リ
ン
ト
を
の
ぞ
い
て
思

い
出
す
、
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
質

問
す
る
。
生
徒
個
々
で
既
有
知
識
の
内
容

や
量
は
違
う
た
め
、
同
じ
問
題
で
も
生
徒

に
よ
っ
て
解
き
方
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
生
徒
た
ち
は
そ
の
多
様
性
に
触
れ

る
こ
と
で
、考
え
方
を
広
げ
て
い
き
、同
時

に
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
い
き
ま
す
」（
岩
佐
先
生
）

　

岩
佐
先
生
が
、
今
、
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
の
は
、
生
徒
が
「
勉
強
は
教
わ
る
も

の
」
と
し
か
捉
え
て
い
な
い
こ
と
だ
。
今

年
度
担
当
し
て
い
る
２
年
生
で
は
、
学
年

団
で
そ
の
課
題
を
共
有
し
、
主
体
的
な
学

習
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
、
多

く
の
教
師
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

岩
佐
先
生
は
初
め
て
受
け
持
つ
学
年

だ
っ
た
た
め
、
４
月
に
は
グ
ル
ー
プ
学
習

に
臨
む
上
で
の
意
識
と
態
勢
づ
く
り
を

行
っ
た
。
先
生
の
話
と
生
徒
の
活
動
の
割

合
は
半
々
。
先
生
が
あ
る
程
度
話
し
た
ら
、

グ
ル
ー
プ
に
し
て
問
題
を
解
き
、
先
生
が

話
し
た
内
容
を
消
化
さ
せ
る
。
そ
れ
を
何

度
も
繰
り
返
す
と
共
に
、
グ
ル
ー
プ
学
習

の
ル
ー
ル
を
何
度
も
説
明
す
る
。
生
徒
は
、

自
分
で
考
え
て
分
か
る
楽
し
さ
、
グ
ル
ー

プ
で
学
ぶ
良
さ
を
体
験
す
る
に
連
れ
、
教

科
学
習
以
外
の
話
は
せ
ず
、
授
業
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
生
徒
は
能
動
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
授
業

中
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
学
習
に

お
い
て
も
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
も
学
年
全
体
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
岩
佐
先
生
）

既
有
知
識
を
活
用
し
て

新
た
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
学
び

自
分
の
言
葉
で
学
習
内
容
を

要
約
で
き
る
振
り
返
り
を
目
指
す
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

群
馬
県
立
中
央
中
等
教
育
学
校
の
松
井

孝
夫
先
生
が
授
業
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
始
め
た
の
は
、
前
任

校
の
群
馬
県
立
尾お

瀬ぜ

高
校
で
体
験
的
な
学

習
に
重
点
を
置
く
「
自
然
環
境
科
」
の
授

業
を
担
当
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

授
業
は
、
環
境
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を
用

い
て
活
動
す
る
も
の
の
、
評
価
は
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
で
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

あ
る
時
、
生
徒
か
ら
「
授
業
で
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
て
も
、
結
局
は
テ
ス
ト
で
は

知
識
を
覚
え
て
い
な
い
と
駄
目
な
ん
で
す

よ
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
一
言
で
意
識

が
変
わ
っ
た
と
、
松
井
先
生
は
語
る
。

　
「
生
徒
は
、
体
験
に
基
づ
い
た
実
践
的

な
学
び
を
求
め
て
い
た
の
で
す
。
ま
し
て

や
、
生
物
学
の
分
野
は
日
進
月
歩
で
、
覚

え
た
知
識
が
将
来
そ
の
ま
ま
使
え
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
知
識
の
習
得
以
上
に
『
学

ぶ
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
』
が
大
切
だ
と

考
え
、
体
験
活
動
を
中
心
と
し
た
授
業
の

再
構
築
に
乗
り
出
し
ま
し
た
」

　

テ
キ
ス
ト
は
あ
く
ま
で
素
材
で
あ
り
、

そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に
科
学
的
な
思

考
を
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
か
が
重

要

│
。
そ
の
方
針
は
、
現
任
校
で
も
変

わ
ら
な
い
。
そ
ん
な
松
井
先
生
が
最
も
重

視
す
る
の
は
、
図
で
理
解
さ
せ
る
指
導
だ
。

「
生
物
基
礎
」
の
「
生
物
の
多
様
性
と
生

態
系
」
を
例
に
見
て
い
く
（
P. 

19
図
）。

　

教
科
書
の
第
１
節
に
は
「
様
々
な
植
生
」

と
し
て
、
植
生
の
成
り
立
ち
や
森
林
・
草

原
の
構
造
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
森
林
の

階
層
構
造
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
授
業
は

週
２
時
間
な
の
で
、「
植
生
と
は
」
と
い

う
説
明
か
ら
行
う
と
時
間
が
足
り
な
い
。

そ
こ
で
、
本
文
の
内
容
を
構
造
化
し
た
図

に
着
目
し
、「
図
を
使
っ
て
森
林
の
階
層

構
造
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と

を
目
標
と
し
て
授
業
を
構
成
し
て
い
る
。

　
「
何
も
見
ず
に
図
を
描
き
、
他
者
に
説

明
す
る
た
め
に
は
、
深
い
内
容
理
解
が
必

要
で
す
。
す
な
わ
ち
、
作
図
を
通
し
て
、

事
象
に
対
す
る
理
解
度
を
自
分
自
身
で
確

認
で
き
る
の
で
す
」（
松
井
先
生
）

　

何
も
見
ず
に
図
を
描
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
植
生
や
森
林
の
定
義
な
ど
の

背
景
知
識
も
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
生

徒
に
は
作
図
の
準
備
と
し
て
、
教
科
書
・

資
料
集
・
問
題
集
の
「
読
み
比
べ
」
を
さ

せ
る
。
教
科
書
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
覚
え

れ
ば
よ
い
と
考
え
る
生
徒
は
多
い
が
、
同

じ
用
語
で
も
教
科
書
や
資
料
集
に
よ
っ
て

解
説
の
仕
方
や
文
章
量
に
違
い
が
あ
り
、

ど
れ
か
１
つ
を
読
む
だ
け
で
は
理
解
が
偏

る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
教
科
書
で
は

１
０
０
文
字
で
説
明
さ
れ
て
い
る
用
語
で

も
、
試
験
で
は
50
文
字
で
説
明
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
種
々
の
資
料
か
ら
共

通
点
を
抽
出
し
、
事
象
を
真
に
理
解
さ
せ

る
こ
と
が
、
読
み
比
べ
の
狙
い
だ
。

　

読
み
比
べ
で
は
、
用
語
の
意
味
を
学
級

全
体
で
定
義
す
る
こ
と
も
あ
る
。
白
い

紙
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
「
ホ
ワ
イ

群
馬
県
立
中
央
中
等
教
育
学
校

◎
群
馬
県
立
中
央
高
校
を
前
身
と
し
、
２
０
０
４
年

に
６
年
制
の
中
高
一
貫
校
と
し
て
設
立
。「W

orld 
C
itizen

（
地
球
市
民
と
し
て
の
日
本
人
）」
を
目
指
す

生
徒
像
に
掲
げ
、
国
際
社
会
へ
積
極
的
に
参
加
で
き

る
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、群
馬
大
、東
京
大
、

一
橋
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
九
州
大
、
高
崎
経

済
大
な
ど
に
89
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
１
２
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.nc.chuo-ss.gsn.ed.jp

群
馬
県
立
中
央
中
等
教
育
学
校

松
井
孝
夫　
ま
つ
い
・
た
か
お

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

「
生
徒
同
士
が
知
的
に
刺
激
し
合
い
、
高

め
合
え
る
よ
う
な
授
業
を
つ
く
り
た
い
」

群
馬
県
立
中
央
中
等
教
育
学
校　
松
井
孝
夫

知
識
の
習
得
よ
り
も

思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
授
業

3
生
物

実
践
事
例

知
識
の
習
得
以
上
に

学
ぶ
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
シ
ー
ト
で

グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
共
有
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ト
ボ
ー
ド
シ
ー
ト
」
に
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
た
結
論
を
書
き
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と

そ
れ
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、「
こ
の
表
現

は
必
要
な
い
」「
こ
の
言
葉
を
入
れ
た
方

が
良
い
」
な
ど
と
相
談
し
て
、
１
つ
の
定

義
に
ま
と
め
て
い
く
。
松
井
先
生
は
こ
の

方
法
を
入
試
対
策
の
指
導
で
も
用
い
て
い

る
。
問
題
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
シ
ー
ト
を

使
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
解
き
、

他
の
グ
ル
ー
プ
の
解
答
と
比
較
し
て
、
有

効
な
解
法
や
間
違
い
や
す
い
箇
所
を
共
有

し
て
い
く
の
だ
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
生
徒
が
考
え
る
活

動
は
「
個
人
↓
グ
ル
ー
プ
↓
学
級
全
体
」

と
い
う
流
れ
で
行
い
、
最
後
に
再
び
「
個

人
」
で
考
え
さ
せ
る
。
生
徒
た
ち
が
思
考

し
て
い
る
間
は
、
松
井
先
生
は
基
本
的
に

答
え
は
言
わ
な
い
。「
教
師
が
答
え
を
言
っ

て
し
ま
う
と
、
広
が
り
始
め
た
思
考
が
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
れ
が
答

え
な
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
を
持
続
さ
せ

る
こ
と
が
、
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ

る
の
で
す
」
と
、
松
井
先
生
は
指
摘
す
る
。

　

図
の
説
明
も
同
じ
方
法
を
用
い
る
こ
と

が
多
い
。
教
科
書
や
資
料
集
を
見
な
が
ら

基
礎
知
識
を
確
認
し
、
ま
ず
個
人
で
図
を

描
い
た
上
で
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
説
明

し
合
い
、
最
後
は
学
級
全
体
で
共
有
す
る
。

　

作
図
で
難
し
い
の
は
、「
ど
こ
か
ら
書

き
始
め
る
か
」
だ
と
い
う
。
例
え
ば
、「
炭

素
の
循
環
」
の
よ
う
な
地
球
規
模
の
模
式

図
は
、
全
体
像
を
把
握
し
て
い
な
い
と
、

と
っ
か
か
り
が
分
か
ら
な
い
。
炭
素
の
性

質
、
生
物
圏
・
大
気
圏
・
水
圏
な
ど
の
地

球
の
構
造
、
光
合
成
や
発
酵
・
腐
敗
な
ど

の
原
理
を
総
合
的
に
理
解
し
て
お
け
ば
、

連
鎖
的
に
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
出
来

る
。「
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、『
ど
こ
か
ら

描
き
始
め
る
か
』
を
切
り
口
に
す
る
の
も

効
果
的
で
す
」
と
、
松
井
先
生
は
言
う
。

　

松
井
先
生
の
授
業
は
、
知
識
の
習
得
よ

り
も
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す
る
点

も
大
き
な
特
徴
だ
。
入
試
で
よ
く
出
題
さ

れ
る
問
題
の
１
つ
に
、
最
新
の
研
究
・
実

験
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
を
示
し
、
そ
れ
ら

か
ら
分
か
る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
が
苦
手
な
生
徒

が
少
な
く
な
い
と
、
松
井
先
生
は
言
う
。

　
「
問
題
で
与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
分
か

る
こ
と
だ
け
を
書
く
べ
き
な
の
に
、生
徒
は

そ
の
情
報
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
こ
と

ま
で
書
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
問
題
で
は
、科
学
的
な
思
考
力
や
判
断

力
が
問
わ
れ
る
の
で
す
が
、『
テ
ス
ト
で
は

覚
え
た
知
識
を
書
い
た
方
が
良
い
』と
い
う

思
い
込
み
か
ら
、与
え
ら
れ
た
情
報
だ
け

で
は
言
い
切
る
こ
と
の
出
来
な
い『
答
え
』

ま
で
想
像
し
て
書
い
て
し
ま
う
の
で
す
」

　

６
年
生
（
高
校
３
年
生
）
の
学
校
設
定

科
目
「
生
物
探
究
」
の
授
業
で
は
、
単
細

胞
緑
藻
の
カ
サ
ノ
リ
を
使
っ
て
、
核
と
細

胞
質
の
働
き
を
調
べ
た
実
験
結
果
か
ら
分

か
る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。
ま
ず
15
分

間
、
個
人
で
考
え
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記

入
し
、
20
分
間
、
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
た

（
写
真
）。
そ
の
後
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
シ
ー

ト
に
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
書
い
て
黒
板
に

貼
り
出
し
、
最
後
に
生
徒
個
々
が
自
分
の

考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。
思

考
力
・
判
断
力
を
鍛
え
る
学
習
と
位
置
付

け
て
い
る
た
め
、
松
井
先
生
は
あ
え
て
授

業
時
間
内
に
答
え
を
示
す
こ
と
は
し
な

い
。
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
状
態
で
授
業
を
終
え

る
こ
と
で
、
授
業
後
も
友
人
同
士
で
話
し

合
っ
た
り
、
自
ら
調
べ
て
み
た
り
と
い
っ

た
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
も
狙
い
だ
。

　
「
思
考
の
練
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

生
物
の
学
習
は
も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
初
見
の
問
題
で
も
、
動
揺
せ
ず

に
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
解
く
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」（
松
井
先
生
）

　

松
井
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
授
業
ス
タ

イ
ル
で
は
生
徒
を
見
取
る
力
も
重
要
だ
と

強
調
す
る
。

　
「
机
間
巡
視
で
は
、
生
徒
の
発
言
内
容

や
読
ん
で
い
る
資
料
の
内
容
な
ど
、
注
意

深
く
観
察
し
ま
す
。
生
徒
の
表
情
か
ら
状

況
を
読
み
取
っ
て
、
生
徒
に
声
を
掛
け
る
、

あ
る
い
は
思
考
を
中
断
さ
せ
な
い
よ
う
に

見
守
る
な
ど
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ

た
か
か
わ
り
方
を
し
て
い
ま
す
」

　

知
識
量
よ
り
も
思
考
力
を
重
視
す
る
松

井
先
生
の
授
業
は
、
生
徒
の
意
識
を
変
え

写真　「生物探究」の授業の様子。ホワイトボードシートの授業は、
同じ理科担当の松井透先生と共同で開発している。「良き理解者、
相談者の存在があるから、私も挑戦できます」（松井孝夫先生）

初
見
問
題
を
楽
し
み
な
が
ら

解
け
る
力
を
身
に
付
け
る

生
徒
の
状
況
を
的
確
に

判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
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思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

つ
つ
あ
る
。
知
識
・
理
解
を
問
う
テ
ス
ト

よ
り
も
、
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
の
Ｂ
問
題
の
よ
う
な
思
考

力
・
判
断
力
を
問
う
問
題
の
方
が
得
意
だ

と
い
う
生
徒
や
、
初
見
の
問
題
を
楽
し
み

な
が
ら
解
く
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
、
松

井
先
生
は
手
応
え
を
語
る
。
図
を
描
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
、
大
学
入
試
で
も
有
効

だ
っ
た
と
話
す
卒
業
生
も
多
い
と
い
う
。

　

課
題
は
、
思
考
力
や
主
体
性
を
含
め
た

学
力
の
伸
び
を
客
観
的
に
測
る
方
法
が
確

立
で
き
て
い
な
い
点
だ
。
生
徒
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
授
業
で
学
ん
で
い
て
も
、
ど
れ

だ
け
深
く
考
え
て
い
る
の
か
、
生
徒
が

自
ら
の
成
長
を
実
感
で
き
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
観
点
で
の
評
価
方
法
を
確
立
す
る

こ
と
が
急
務
だ
と
い
う
。

　
「
進
学
実
績
を
更
に
伸
ば
し
な
が
ら
、

社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
思
考
力
や
主
体

性
も
高
め
る
た
め
、
学
校
内
外
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
て
情
報
交
換
に
努
め
、
私

自
身
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
深
化
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
松
井
先
生
）

　

学
校
全
体
で
の
高
次
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
挑
戦
は
続
く
。

図 「生物基礎」「生物の多様性と生態系」授業デザインシート

授業
時数

自校の生徒の特性を踏まえた
本時の主な目標

（身に付けさせたい力・姿勢）

左記の力・姿勢の
「学力の３要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

１
時
間
目

資料を読み比べて、基本的な
事柄を整理・理解する力

知識
協働性

●教科書、資料集、問題集の図や記述を比較しながら、
「様々な植生」について理解し、ノート等に整理する。
●ペアになって、互いのノートを確認し合う。

２
時
間
目

資料（図や文章など）に示され
た事柄から読み取れることを基
に議論し、考察する力

思考力・判断力・
表現力
主体性・多様性・
協働性

●教科書の「森林の階層構造」の図を理解する。
●教科書、資料集、問題集の図や記述を比較しなが
ら、理解を深める。
●森林植生が階層構造になる理由について、グルー
プでディスカッションする（明るさなどの環境条件を
考慮しているか注目する）。
●グループの見解をホワイトボードシートに記入して、
掲示し、他のグループの見解と比較する。
●個人で再度考え、自分の見解を記述する。

３
時
間
目

資料（図や文章など）に示され
た事柄について、多面的に考察
し、説明できる力

思考力・判断力・
表現力　
主体性・多様性・
協働性

●ペアやグループで、遷移のモデル的過程の模式図
や写真のカードを使って、遷移順に並べながら、説
明する。
●遷移のモデル的過程を模式的に図示し、説明し合う。
●遷移のモデル的過程の植生調査結果の表（年代を
伏せて）を用いて、遷移の順に並べて、説明し合う。

４
時
間
目

資料を読み比べて、基本的な
事柄を整理・理解する力

知識
協働性

●教科書、資料集、問題集の図や記述を比較しなが
ら、「遷移のしくみ」について理解し、ノート等に整
理する。
●ペアになって、互いのノートを確認し合う。

５
〜
７
時
間
目

●調査・測定を行い、データを
収集し、表やグラフに整理し、
表現する力
●得られたデータから分かるこ
とを見いだす力
●考えを発表し、論文にまとめ
る力

知識・技能
思考力・判断力・
表現力
主体性・多様性・
協働性

●教科書に例示されている「植生と環境とのかかわり」
に関する探究活動を参考に、調査計画を立てる。
●グループごとに調査計画を確認してから、協力して
調査を行う。
●得られたデータを表などに整理する。
●データから見えてくることについて、グループ内で意
見交換し、グループの考察をまとめる。
●発表後、各自で論文にまとめる。

８
〜
９
時
間
目

資料（図や文章など）に示され
た事柄について、多面的に考察
し、説明できる力

思考力・判断力・
表現力

●降水量が十分にある地域での「気温とバイオームの
関係」を森林構造の模式図を使って理解し、説明する。
●気温が高い地域での「降水量とバイオームの関係」
を同様に理解し、説明する。
●気候（気温・降水量）とバイオームの図を、作図し
ながら説明する。

１０
〜
１１
時
間
目

資料を読み比べて、基本的な
事柄を整理・理解する力

知識
協働性

●教科書、資料集、問題集の図や記述を比較しなが
ら、「生態系」に関する用語の意味を理解し、生態
系を１つのまとまりとして捉え、ノート等に整理する。
●ペアになって、互いのノートを確認し合う。

１２
〜
１４
時
間
目

●資料を読み比べて、基本的な
事柄を整理・理解する力
●相手に分かりやすく説明する
力

知識・技能
思考力・判断力・
表現力
主体性・多様性・
協働性

炭素循環、エネルギー循環、窒素循環などについて、
ペアになって、作図しながら説明し合う。この時、教
科書以外の資料（資料集や問題集）の図も参考にし
ながら、理解を深める。特に、図のどこから書き始
めるか、その流れを重視して考え、説明する。

※この後、「資料を読み比べて、基本的な事柄を整理・理解する」（２コマ）、「インターネットや文献の検索結果（事例）を基に、議論する」（２
コマ）、「教科書に例示されている探究活動から、任意のものを個人で選び、探究活動を行う（研究計画の段階などで意見交換を行う）」（４コマ）
を実施。なお、授業時数は目安であり、指導内容は主な学習活動のみ掲載。

＊松井孝夫先生からの提供資料を基に編集部で作成

学校やその周辺に、雑木
林や雑草の生えている空
き地などがあれば、実際
の森林や雑草の群落を観
察することから始めると
よいと思います。また、
学習の最終段階で行うの
もよいかもしれません（松
井先生）

生徒の教科学習に対する
意欲を最優先に高めるこ
とが必要な学校であれば、
探究活動から学習をス
タートするなど、まずは
生徒の興味・関心を引き
出す授業構成も考えられ
ます（松井先生）
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長
野
県
屋
代
高
校
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
導

入
の
動
き
は
、
２
０
１
３
年
度
、
進
路
指

導
部
（
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
係
）
の
あ

る
発
信
に
端
を
発
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ

れ
は「
生
徒
気
質
に
合
っ
た
授
業
改
善
」だ
。

　

そ
の
当
時
、
校
内
で
は
「
入
学
生
の
質

的
変
化
と
そ
の
対
応
」
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
北
島
匡ま
さ

晃あ
き

教
頭
は
「
そ
の

頃
既
に
、
生
徒
た
ち
の
学
力
、
そ
し
て
学

び
に
対
す
る
意
欲
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い

う
共
通
認
識
が
教
師
の
間
に
あ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
「
授
業
で
『
こ
こ
は
重
要
だ
か
ら
覚
え
て

お
く
よ
う
に
』
と
繰
り
返
し
て
も
覚
え
ら

れ
な
い
。
頭
の
中
に
入
っ
て
こ
な
い
と
い

う
以
前
に
、
頑
張
っ
て
覚
え
よ
う
と
せ
ず
、

す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
…
…
そ
ん
な
生
徒

が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
と
皆
が
感
じ
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
プ
リ
ン
ト
の
内
容

を
工
夫
す
る
な
ど
、
授
業
改
善
を
重
ね
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
学
び
に
対
す
る

意
欲
を
高
め
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
生
徒
に
『
勉
強
し
た
い
！
』

と
心
か
ら
思
わ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」（
北
島
教
頭
）

　

生
徒
の
入
学
段
階
か
ら
の
気
質
変
容
、

そ
し
て
学
力
の
多
層
化
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス

タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の
結
果
か
ら
も
明

ら
か
だ
っ
た
。
当
時
の
進
路
指
導
部
か
ら

も
「
学
習
意
欲
と
学
力
に
こ
れ
だ
け
幅
が

生
ま
れ
た
生
徒
集
団
に
、
今
ま
で
と
同
じ

授
業
観
で
向
き
合
い
続
け
て
も
、
地
域
か

ら
求
め
ら
れ
る
『
進
学
校
と
し
て
の
責
任
』

を
果
た
す
こ
と
は
難
し
い
」
と
、
非
常
事

態
宣
言
に
も
似
た
発
信
が
盛
ん
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
で
は
、
ど

う
す
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て

答
え
が
見
い
だ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。
当

時
、
教
師
が
打
て
た
策
は
、
授
業
進
度
や

課
題
の
量
の
調
整
を
検
討
す
る
よ
う
な
対

処
療
法
的
な
手
段
で
あ
っ
た
。

長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

◎
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
、
県
内
の
公
立
高
校
と

し
て
初
め
て
理
数
科
を
設
置
。
２
０
０
３
（
平
成
15
）

年
に
は
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指

定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
理
数
教
育
を
先
導
。「
質
実

剛
健
」「
文
武
両
道
」
を
校
是
と
し
、
部
活
動
も
盛
ん
。

◎
設
立　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
７
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、

新
潟
大
、
信
州
大
な
ど
に
１
２
５
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
青
山
学
院
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
法
政
大
、

明
治
大
、
早
稲
田
大
、
神
奈
川
大
、
立
命
館
大
な
ど

に
延
べ
２
５
２
人
が
合
格
。

◎U
RL　

http://w
w
w
.nagano-c.ed.jp/yashiro/

変
容
す
る
生
徒
に
対
応
し
、

進
学
校
の
責
任
を
果
た
し
た
い

長
野
県
屋や

代し
ろ

高
校
・
附
属
中
学
校

生
徒
を
学
び
に
向
か
わ
せ
る
た
め
、

私
た
ち
は
「
Ａ
Ｌ
」
を
選
ん
だ

２
０
１
３
年
度
よ
り
、
各
教
師
が
自
発
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
を
進
め
て
い
る
長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校
。

新
し
い
授
業
形
態
を
教
師
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
そ
し
て
な
ぜ
、
そ
の
導
入
を
選
択
し
た
の
か
。

「
授
業
改
善
」
と
い
う
全
て
の
教
師
が
抱
く
思
い
を
原
動
力
に
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
、
し
か
し
確
実
に
新
し
い
道
を
歩
い
て
き
た
同
校
の
２
年
間
を
追
う
。

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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13
年
度
の
夏
、
進
路
指
導
部
の
宇
都
宮

仁じ
ん

先
生
は
、
校
外
で
開
催
さ
れ
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
そ
こ
で
初

め
て
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
。

　
「『
生
徒
自
身
の
能
動
的
な
学
習
』
で
あ

る
Ａ
Ｌ
に
初
め
て
接
し
て
、『
こ
れ
な
ら
、

幅
広
い
学
力
層
が
存
在
す
る
本
校
の
生
徒

に
も
対
応
で
き
る
！
』
と
確
信
し
ま
し
た
。

主
体
性
や
協
働
性
を
高
め
る
Ａ
Ｌ
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
い
う
側
面
か
ら
見
て
も
魅
力

的
で
し
た
し
、
既
に
様
々
な
進
路
行
事
を

行
っ
て
い
る
中
、
こ
れ
以
上
新
た
な
行
事

を
増
や
す
こ
と
な
く
、
高
校
教
育
の
本
丸

で
あ
る
授
業
の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
で
、

変
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
と

い
う
考
え
方
が
、
と
て
も
合
理
的
に
思
え

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｌ
を
根
付
か
せ

る
こ
と
で
、
学
年
や
教
科
の
枠
を
超
え
た

共
通
の
指
導
の
軸
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
ま
し
た
」（
宇
都
宮
先
生
）

　

勉
強
会
の
報
告
を
聞
い
た
当
時
の
校
長

は
宇
都
宮
先
生
の
考
え
に
賛
同
し
、「
早
急

に
校
内
で
共
有
し
て
ほ
し
い
」
と
指
示
し

た
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｌ
と
の
出
合
い
か
ら
３

か
月
後
の
13
年
11
月
、
授
業
改
善
に
関
す

る
研
修
会
で
、
宇
都
宮
先
生
が
講
師
に
な

り
、
自
身
が
校
外
の
勉
強
会
で
見
聞
き
し

て
き
た
こ
と
を
同
僚
に
説
明
し
た
（
図
１
）。

　
「
勉
強
会
の
後
、
自
分
で
Ａ
Ｌ
を
研
究
す

る
う
ち
に
、
こ
れ
ま
で
自
分
た
ち
が
授
業

で
や
っ
て
き
た
こ
と
と
全
く
の
別
物
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
Ａ
Ｌ
に
お
け
る
様
々
な

指
導
手
法
を
学
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、

従
来
の
指
導
内
容
に
、
生
徒
が
話
し
合
っ

た
り
、
発
表
し
た
り
す
る
場
面
を
入
れ
る

だ
け
で
も
授
業
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
校
内
研
修
会
で
も
先

生
方
に
『
こ
う
い
っ
た
活
動
を
少
し
授
業

に
加
え
て
み
る
だ
け
で
す
』
と
自
信
を
持
っ

て
説
明
し
ま
し
た
」（
宇
都
宮
先
生
）

　

新
し
い
授
業
設
計
の
考
え
方
を
伝
え
る

な
ら
、
専
門
知
識
を
備
え
た
外
部
講
師
を

招
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
声
も
一
部
に

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た

の
は
、
ま
ず
は
同
僚
だ
け
の
研
修
会
で
、

授
業
改
善
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

た
か
っ
た
か
ら
だ
と
宇
都
宮
先
生
は
話
す
。

　
「
本
校
の
事
情
を
十
分
に
把
握
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
外
部
の
人
に
、
聞
い
た
こ

長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

伊
藤
雄
基　
い
と
う
・
ゆ
う
き

教
職
歴
24
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

「
楽
し
く
な
け
れ
ば
学
校
じ
ゃ
な
い
。
楽

し
く
な
け
れ
ば
授
業
じ
ゃ
な
い
」

長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

駒
井
健
吾　
こ
ま
い
・
け
ん
ご

教
職
歴
５
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

「
外
の
世
界
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
生
徒

と
共
有
し
な
が
ら
学
ん
で
い
く
」

長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

近
藤
信
昭　
こ
ん
ど
う
・
の
ぶ
あ
き

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
主
任
。「
基
本
を
大
切
に
し
、
自
分

の
頭
で
考
え
、自
分
の
言
葉
で
表
現
さ
せ
る
」

長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

宇
都
宮　
仁　
う
つ
の
み
や
・
じ
ん

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
係
主
任
教
諭
。「
そ
の
気
に
さ

せ
、
努
力
の
方
法
を
示
し
、
諦
め
さ
せ
な
い
」

長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校　

教
頭

北
島
匡
晃　
き
た
じ
ま
・
ま
さ
あ
き

教
職
歴
32
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

「
粘
り
強
く
、
柔
軟
に
」

図 1 校内研修会で初めてＡＬを同僚教師に紹介した文書

＊宇都宮先生が作成した文書を編集部が一部改編。

Ａ
Ｌ
は
授
業
改
善
の
ひ
と
工
夫

「
こ
れ
な
ら
出
来
る
！
」
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と
も
な
い
教
科
指
導
法
を
勧
め
ら
れ
れ
ば
、

自
分
が
培
っ
て
き
た
指
導
法
を
否
定
さ
れ

た
よ
う
に
受
け
止
め
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
校
内
で
定

期
的
に
実
施
し
て
き
た
授
業
改
善
の
研
修

会
の
中
で
紹
介
し
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
」（
宇
都
宮
先
生
）

　

実
際
、
宇
都
宮
先
生
の
説
明
を
聞
い
た

同
校
の
教
師
た
ち
が
抱
い
た
Ａ
Ｌ
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
は
、「
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
」「
こ
れ
ま
で
の
授
業
に
ひ
と
工

夫
加
え
る
だ
け
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た

と
、
近
藤
信
昭
先
生
は
振
り
返
る
。

　
「
Ａ
Ｌ
と
い
う
言
葉
を
知
る
前
、
つ
ま
り

一
斉
授
業
が
基
本
だ
っ
た
頃
か
ら
、
私
も

『
た
だ
聞
く
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
頭
で
考

え
る
こ
と
が
大
事
だ
』
と
い
う
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
し
た
し
、
生
徒
が
生
き
生
き

と
し
て
い
る
授
業
を
し
た
い
と
常
々
思
っ

て
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
と
の
出
合
い
に
よ
っ

て
、
そ
の
願
い
が
実
現
す
る
可
能
性
が
高

ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
」（
近
藤
先
生
）

　

宇
都
宮
先
生
が
Ａ
Ｌ
の
可
能
性
と
、
更

な
る
授
業
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
語
る

中
で
、
他
の
教
師
か
ら
は
同
校
の
体
育
科

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
体
育
科
で

は
既
に
授
業
改
善
の
一
環
と
し
て
、
体
育

指
導
の
様
子
を
動
画
に
記
録
し
、
授
業
後
、

そ
れ
を
体
育
科
内
で
共
有
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
た
の
だ
。

　
「
体
育
科
で
は
、
教
師
同
士
が
昼
ご
飯
を

食
べ
な
が
ら
、
指
導
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
を
見
て
意
見
交
換
し
て
い
る
と
聞
い

て
、
私
は
『
な
ん
だ
、
授
業
改
善
の
大
き

な
一
歩
は
、
既
に
校
内
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
じ
ゃ
な
い
か
』
と
感
動
し
ま
し
た
。
全

て
の
教
科
で
教
師
同
士
が
学
び
合
え
ば
、

Ａ
Ｌ
の
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
も
き
っ
と
可
能

だ
と
思
い
ま
し
た
」（
北
島
教
頭
）

　

校
内
研
修
会
が
終
わ
る
頃
に
は
、
何
人

か
の
教
師
か
ら
は
「
今
度
、
私
も
や
っ
て

み
よ
う
か
な
」
と
い
う
言
葉
が
聞
こ
え
て

き
た
。
そ
し
て
、
何
日
も
し
な
い
う
ち
に
、

授
業
中
、
ガ
タ
ガ
タ
と
机
を
動
か
す
音
が

校
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

翌
14
年
度
に
は
、
Ａ
Ｌ
に
造ぞ
う

詣け
い

の
深
い

他
校
の
教
師
を
講
師
に
招
き
、
実
践
的
ノ

ウ
ハ
ウ
を
交
え
な
が
ら
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
の

講
演
を
し
て
も
ら
っ
た
。
５
分
程
度
の
Ａ

Ｌ
先
進
校
の
授
業
ビ
デ
オ
も
紹
介
し
た
が
、

教
師
の
反
応
は
、「
こ
れ
な
ら
自
分
に
も
出

来
そ
う
だ
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
既
に
教
師
の
中
に
は
個
人
レ

ベ
ル
で
Ａ
Ｌ
に
挑
戦
す
る
者
も
い
た
が
、

14
年
度
９
月
か
ら
は
、
宇
都
宮
先
生
が
属

す
る
３
年
生
の
国
語
科
で
、
Ａ
Ｌ
を
導
入

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
素
材
文
の
み
を
載
せ
た
京
都
大
の
現
代

文
の
入
試
問
題
を
配
布
し
、
生
徒
が
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
設
問
を
作
成
す
る
と
い
う
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で

つ
く
っ
た
入
試
問
題
の
解
答
を
、
過
去
問

題
集
の
解
答
例
や
私
の
解
答
例
と
比
較
し
、

ど
れ
が
一
番
良
い
解
答
か
を
皆
で
話
し
合

う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
、
入
試
直
前
ま
で

繰
り
返
し
ま
し
た
」（
宇
都
宮
先
生
）

　

同
校
は
、
14
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
の
国

語
で
下
位
層
が
減
少
し
、
上
位
層
が
拡
大

す
る
好
成
績
を
収
め
た
。「
そ
の
結
果
が
Ａ

Ｌ
の
成
果
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
」
と

断
っ
た
上
で
、
宇
都
宮
先
生
は
続
け
る
。

　
「
生
徒
が
考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す

る
機
会
が
増
え
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、

伸
び
る
た
め
の
土
壌
に
は
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」（
宇
都
宮
先
生
）　

　

Ａ
Ｌ
と
の
出
合
い
か
ら
３
年
目
の
15
年

度
は
、
更
に
各
教
師
が
Ａ
Ｌ
の
実
践
を
重

ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
つ
て
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
い
た
生
徒
像
が
、
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
英
語
科
の
駒
井

健
吾
先
生
も
感
じ
る
と
い
う
。

　
「
確
か
に
、
最
近
の
生
徒
は
知
識
を
統

合
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
能
力
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
与
え
っ

ぱ
な
し
で
授
業
を
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

教
わ
っ
た
知
識
を
Ａ
Ｌ
で
活
用
さ
せ
る
こ

と
で
、
本
物
の
知
識
と
し
て
定
着
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
」（
駒
井
先
生
）

　

Ａ
Ｌ
導
入
に
よ
る
高
校
の
授
業
の
変
化

は
、
同
校
附
属
の
中
学
校
の
教
師
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。
国
語
科
の
伊
藤
雄
基

先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
私
は
、
高
校
の
Ａ
Ｌ
の
授
業
を
見
る
こ

と
で
、『
中
学
校
で
も
も
っ
と
意
図
的
に
、

課
題
を
持
っ
て
話
し
合
わ
せ
よ
う
』
と
い
っ

た
意
識
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、

感
想
を
話
し
合
う
程
度
の
活
動
は
授
業
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
の
授
業
を
参

考
に
、『
教
科
書
の
文
章
を
読
ん
だ
後
に
、

テ
ス
ト
問
題
と
解
答
を
班
ご
と
に
つ
く
る
』

と
い
っ
た
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
活
動

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
学
校
の
Ａ

Ｌ
が
確
実
に
変
わ
り
ま
し
た
」（
伊
藤
先
生
）

　

同
校
が
Ａ
Ｌ
導
入
に
よ
る
授
業
改
善
に

取
り
組
む
中
で
、
解
決
す
べ
き
新
た
な
課

個
々
の
工
夫
か
ら
始
ま
り

教
科
ぐ
る
み
の
活
動
へ
広
が
る

Ａ
Ｌ
は
教
師
が
意
図
的
に

使
い
こ
な
す
ツ
ー
ル
で
あ
る
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

題
も
見
え
て
き
た
。

　
「
人
と
か
か
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

苦
手
な
生
徒
を
ど
の
よ
う
に
巻
き
込
み
な

が
ら
、
授
業
を
つ
く
る
か
は
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
ま
だ
答
え
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
生
徒
に
対
し
て
は
、
発
表
が

出
来
な
い
分
、
提
出
物
に
書
い
た
内
容
を

し
っ
か
り
と
評
価
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
心
掛
け
る
な
ど
、
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
」（
宇
都
宮
先
生
）

　
「
Ａ
Ｌ
に
懐
疑
的
な
教
師
の
中
に
は
、
生

徒
が
授
業
と
は
関
係
の
な
い
話
を
し
た
り
、

ざ
わ
つ
い
た
り
し
て
混
乱
す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
本

校
の
生
徒
を
見
る
限
り
そ
れ
は
杞き

憂ゆ
う

で
し

た
。
む
し
ろ
、
教
師
が
発
問
の
レ
ベ
ル
を

間
違
え
る
と
、
生
徒
が
途
端
に
話
さ
な
く

な
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
す
。
理
解
の

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
慎
重
に
発
問
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
駒
井
先
生
）

　
「
Ａ
Ｌ
導
入
で
授
業
進
度
は
遅
れ
な
か
っ

た
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
生
徒
の
発
言

を
生
か
し
な
が
ら
授
業
を
深
め
る
と
、
面

白
く
な
り
過
ぎ
て
、
予
定
通
り
に
進
ま
な

い
こ
と
も
あ
る
」
と
近
藤
先
生
は
笑
う
。

　
「
授
業
を
更
に
面
白
い
も
の
に
し
な
が

ら
、
進
度
を
維
持
す
る
手
法
を
も
っ
と
勉

強
し
た
い
で
す
」（
近
藤
先
生
）

　
「
授
業
中
に
寝
る
生
徒
は
確
実
に
い
な
く

な
り
ま
し
た
し
、
静
か
に
授
業
は
聞
い
て

い
る
け
れ
ど
も
テ
ス
ト
で
は
点
が
取
れ
な

い
生
徒
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
他
の
生

徒
に
説
明
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
辞
書

を
引
く
姿
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
ら
れ

ま
す
。
従
来
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
後
戻
り

す
る
必
然
性
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
伊
藤
先
生
）

　

同
校
で
は
今
年
度
、
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
の

理
解
を
更
に
学
校
全
体
で
深
め
る
た
め
、

高
校
の
教
師
全
員
が
附
属
中
学
校
の
授
業

を
見
学
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
の
課
題
を
皆
で
認
識
し
た
上
で
、

授
業
改
善
策
の
選
択
肢
と
し
て
Ａ
Ｌ
が
提

示
さ
れ
た
か
ら
、
そ
し
て
、
入
試
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
自
ら
考
え
、
自
ら
学
ぶ
人

材
を
育
て
た
い
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
観

を
土
台
に
し
た
か
ら
、
Ａ
Ｌ
が
先
生
方
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
生

徒
を
育
て
る
手
法
の
１
つ
と
し
て
、
Ａ
Ｌ

を
手
に
し
た
わ
け
で
す
」（
北
島
教
頭
）

　

目
的
を
明
確
に
し
、
能
動
的
に
授
業
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
同
校
教
師
の
挑
戦
は
、
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

宇都宮先生の3年生の現代文の授業。生徒の話
し合いに耳を澄ませることで、「今、生徒は何が
分かっていて、何が分かっていないのか」をリ
アルタイムに把握し、生徒の理解度に応じて柔
軟に授業を構成していく。生徒は、同級生の説
明に一生懸命に耳を傾け、「分からない」「違う」
などと率直に語る。「教師が一方的に教える授業
では、『実は聞いていなかった生徒』は必ず出て
くる。そういった生徒を見逃したくなかったか
ら、私はＡＬを選択しました」（宇都宮先生）
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本
学
で
は
、
数
年
前
か
ら
教
育
の
実
質

化
を
目
指
し
、
国
際
部
門
と
高
等
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
協
力
し
て
、
学
習
者

を
中
心
と
し
た
教
育
の
普
及
に
努
め
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
申
請
に

向
け
た
準
備
や
全
学
的
な
国
際
化
を
推
進

す
る
中
で
、
教
育
の
実
質
化
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
学
生
は
、例
え
ば
、低
学
年
時
に
履

修
す
る
教
養
教
育
科
目
を
出
来
る
だ
け
早

い
段
階
で
た
く
さ
ん
履
修
し
、
規
定
の
単

位
を
修
得
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。
優
秀
な
学
生
で
も
、
多
く
の
科
目

を
履
修
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
予
習
・
復
習

や
宿
題
と
い
っ
た
最
低
限
の
学
習
し
か
出

来
ず
、
自
身
の
興
味
や
関
心
を
伸
ば
す
学

習
が
出
来
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
現
状
も
受
け
、
学
習
内
容
を

知
識
と
し
て
定
着
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

知
識
を
実
際
に
活
用
で
き
る
能
力
に
ま
で

引
き
上
げ
る
た
め
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
研
究
と
普
及
を
推
進
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
現
代
社
会
の
課
題

に
は
、
様
々
な
利
害
関
係
か
ら
１
つ
の
答

え
を
容
易
に
は
出
せ
な
い
も
の
、
特
定
分

野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
解
決
困

難
な
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
答
え
に

至
る
ま
で
の
過
程
を
し
っ
か
り
学
び
、
更

に
そ
の
先
に
学
ぶ
べ
き
内
容
が
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
学
で

は
、
自
分
で
問
題
に
直
面
し
、
学
問
知
識

や
論
理
的
思
考
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
た

上
で
、
学
生
が
自
ら
学
び
た
い
と
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
使
え
る
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
こ
そ
が
「
教
育
の
実
質
化
」

で
あ
り
、
答
え
の
無
い
新
し
い
問
題
に
も

真
正
面
か
ら
取
り
組
め
る
人
材
を
育
成
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

欧
米
の
い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の

大
学
は
、
そ
う
し
た
教
育
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
知
識
の
詰
め

込
み
で
は
な
く
、
多
様
な
考
え
を
受
け
入

れ
な
が
ら
柔
軟
に
考
え
る
基
盤
形
成
を
行

う
こ
と
が
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を
育

て
る
た
め
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
本
学
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
目
指

す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に

そ
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
学
生
が
パ
ッ
シ

ブ（
受
動
的
）な
講
義
で
は
な
く
、主
体
的
・

意
欲
的
に
取
り
組
め
る
活
動
を
教
育
課
程

や
授
業
に
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
課
題
認
識
は
、
本
学
と
同

様
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
に
採
択
さ
れ
た
多
く
の
大
学

が
共
有
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｇ
U
に
は
多
様

な
人
材
の
育
成
と
評
価
を
行
う
方
針
が
課

せ
ら
れ
、
産
業
界
の
強
い
要
請
も
あ
り
、

世
界
と
肩
を
並
べ
て
競
い
合
え
る
人
材
の

育
成
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

　

本
学
で
も
数
年
前
か
ら
、
教
員
の
意
識

啓
発
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
２
０
１
４
年
に
は
ア
メ

リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
大
学
か
ら
講
師
を
招
き
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ

た
模
擬
講
義
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
で

教
育
の
実
質
化
と

大
学
の
国
際
化
を
推
進

中
部
地
区
で
唯
一
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
（
Ｓ
Ｇ

Ｕ
）
ト
ッ
プ
型
」
に
採
択
さ
れ
た
名
古
屋
大
は
、
国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、数
年
前
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
普
及
活
動
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
取
り
組
み
は
、
大
学
教
育
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
生
徒
を
送
り
出
す
高
校
に
は
ど
の
よ
う
な
心
構
え
が
必
要
な
の
か
。
総
長
補
佐

 （
国
際
化
推
進
担
当
）
の
土
井
康
裕
准
教
授
に
聞
い
た
。

答
え
の
無
い
問
い
に
真
正
面
か
ら

挑
戦
す
る
若
者
を
育
て
る

海
外
の
識
者
を
招
い
て

全
学
的
な
研
修
を
実
施

大
学
の
取
り
組
み
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特
集　

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
│
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
か
ら
も
講
師
を
招
い

て
、
教
員
対
象
の
講
演
を
10
日
間
行
い
、

更
に
、
本
学
の
授
業
に
対
す
る
意
見
を
聞

く
、
学
部
系
統
別
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
愛
知
教
育
大
や
三
重
大
と
開

催
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
活
動
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
情
報
を
、
地
域
の
大
学
に
波
及
さ
せ
る

取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
改
革
の
第
２
段
階
と
し
て
、
学

内
で
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
準
備
段
階
で
す
が
、

出
来
れ
ば
15
年
度
中
に
、
若
手
教
員
を
中

心
と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
何

が
出
来
る
の
か
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
ず
は
多
く
の
若
手
教
員
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
先
生
方
が
何
を
知
り
た
い
の

か
、
彼
ら
の
意
欲
や
悩
み
を
引
き
出
し
な

が
ら
情
報
提
供
を
行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
教
員
が
各
自
の
授
業
を
見

直
し
、
海
外
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
も
意
見

を
も
ら
い
な
が
ら
、
授
業
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
後
の
課
題
に
な
り

ま
す
。
次
年
度
ま
で
に
は
、
学
生
が
ど
れ

だ
け
学
習
意
欲
や
学
力
を
上
げ
た
の
か
を

測
る
指
標
も
開
発
し
、
具
体
的
な
成
果
を

内
外
に
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
対
す
る

本
学
内
の
受
け
止
め
方
は
、
様
々
で
す
。

中
に
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
教
育
を

否
定
さ
れ
る
と
感
じ
る
教
員
が
い
る
の
も

確
か
で
す
。
そ
う
し
た
先
生
方
に
、
こ
れ

ま
で
の
教
育
に
は
何
が
足
り
な
か
っ
た
の

か
、
な
ぜ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

必
要
な
の
か
を
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

教
員
の
中
に
は
、「
そ
の
よ
う
な
方
法

を
取
り
入
れ
な
く
て
も
、
学
生
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
十
分
上
げ
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
方
も
い
ま
す
。
全
て
の
授
業
に
、

必
ず
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
も
う
一
段
高
い
レ

ベ
ル
の
教
育
を
行
う
た
め
に
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
論
を
通
し
て
授

業
設
計
を
見
直
し
、
学
生
の
力
を
更
に
引

き
出
せ
る
よ
う
な
学
習
環
境
を
用
意
す
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

少
人
数
ク
ラ
ス
な
ら
、
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学
生
が
主
役
に

な
れ
る
時
間
を
つ
く
る
。
大
教
室
で
の
講

義
で
あ
れ
ば
、
学
生
の
集
中
力
が
途
切
れ

な
い
よ
う
に
、
15
分
に
１
度
は
考
え
さ
せ

る
質
問
を
す
る
な
ど
、
授
業
設
計
を
少
し

変
え
る
だ
け
で
、
学
生
が
生
き
生
き
と
授

業
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

海
外
の
状
況
を
見
る
と
、
英
語
が
公
用

語
の
１
つ
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英
語

が
準
公
用
語
の
マ
レ
ー
シ
ア
は
も
ち
ろ

ん
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
英
語
が
公
用

語
で
は
な
い
国
で
も
、
上
位
の
公
立
高
校

で
は
、
英
語
で
物
理
や
化
学
の
授
業
を
行

う
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国

で
は
、
生
徒
の
英
語
力
を
授
業
で
徹
底
的

に
鍛
え
上
げ
、
英
語
の
外
部
検
定
試
験
の

ス
コ
ア
を
高
校
卒
業
資
格
に
設
定
す
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
国
の
生
徒
の

中
に
は
、
将
来
、
日
本
を
含
め
た
海
外
の

ト
ッ
プ
大
学
に
進
学
し
て
研
究
者
に
な
り

た
い
、
母
国
で
一
流
の
技
術
者
と
し
て
働

き
た
い
と
い
う
希
望
を
抱
く
若
者
が
大
勢

い
ま
す
。
日
本
の
高
校
生
に
そ
う
し
た
海

外
の
若
者
の
様
子
を
伝
え
、
国
内
だ
け
で

競
い
合
う
時
代
は
終
わ
り
、
優
秀
な
海
外

の
学
生
と
競
争
す
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
の
先
生
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
大
学
入
試
を
大
切
に
し
て
指
導
し
て

い
た
だ
く
一
方
、
海
外
の
中
等
教
育
の
潮

流
や
、
国
内
の
大
学
教
育
に
も
目
を
向
け

て
い
た
だ
き
、
生
徒
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
な

の
か
を
考
え
な
が
ら
、
生
徒
が
主
体
的
に

学
べ
る
環
境
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
高
校
教
育
で
身
に
付
け
た

力
を
更
に
伸
ば
し
て
い
け
る
大
学
教
育
を

目
指
し
て
、
我
々
大
学
側
も
改
革
を
推
し

進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

名
古
屋
大　
総
長
補
佐
（
国
際
化
推
進
担
当
）

土
井
康
裕　
ど
い
・
や
す
ひ
ろ

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大

経
済
学
部
の
学
部
・
修
士
一

貫
教
育
で
あ
るD

iplom

課

程
（
修
士
相
当
）
修
了
後
、

名
古
屋
大
大
学
院
経
済
学
研

究
科
で
博
士
号
を
取
得
。　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

大
学
教
育
を
変
え
る
第
一
歩
に

国
内
だ
け
で
競
う
時
代
は

終
わ
り
つ
つ
あ
る
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埼
玉
県
立
川
越
工
業
高
校
電
気
科
の
課
題
研
究
の
１
つ

で
あ
る
電
車
班
の
最
大
の
目
標
は
、
10
月
の
文
化
祭
で
自

作
の
電
車
を
披
露
す
る
こ
と
だ
。
し
か
も
、
展
示
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
お
客
さ
ん
を
乗
せ
て
実
際
に
走
行
す
る
。

授
業
を
通
し
て
電
気
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け

た
彼
ら
だ
が
、
人
が
乗
れ
る
電
車
を
作
り
、
動
か
す
の
は

初
め
て
。
し
か
も
図
面
が
用
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

く
、
部
品
の
大
半
は
市
販
の
鉄
材
を
加
工
し
た
手
作
り
だ
。

も
の
づ
く
り
が
好
き
な
生
徒
た
ち
だ
が
、
４
月
に
電
車
班

と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
、
何
か
ら
作
業
を

始
め
て
よ
い
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
ず
は
担
当
の
君き
み

島し
ま

栄さ
か
え

先
生
か
ら
前
年
度
の
活
動
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
先
輩
の
作
っ
た
電
車
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
し
て
、
今
年
１
年
で
ど
ん

な
と
こ
ろ
を
改
良
し
た
い
の
か
を
全
員
で
考
え
る
。
課
題

研
究
で
あ
る
以
上
、た
だ
作
っ
て
動
か
す
だ
け
で
な
く
、「
先

輩
が
作
っ
た
も
の
を
改
良
す
る
」
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

　

と
は
い
え
、
作
業
は
決
し
て
順
調
に
は
進
ま
な
い
。

　
「
何
日
も
掛
け
て
作
っ
た
の
に
、
途
中
で
間
違
い
に
気
が

付
い
た
ら
、
ま
た
何
日
も
掛
け
て
解
体
し
、
や
り
直
し
で

す
。『
出
来
た
！
』
と
喜
ん
だ
直
後
、
動
く
は
ず
の
も
の
が

動
か
な
い
時
の
絶
望
感
の
大
き
さ
と
い
っ
た
ら
…
…
。や
っ

と
原
因
を
突
き
止
め
て
も
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は

一
体
ど
の
工
程
ま
で
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考

え
て
い
る
う
ち
に
、
血
の
気
が
引
い
て
い
く
の
が
自
分
で

も
分
か
る
ん
で
す
」（
槻つ

木き

澤ざ
わ

さ
ん
）

　
「
そ
れ
で
も
、
自
分
た
ち
が
や
っ
と
作
っ
た
小
さ
な
部
品

が
、
他
の
班
の
作
っ
た
部
品
と
組
み
合
わ
さ
り
、
動
い
て

く
れ
た
時
は
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
」（
木
村
さ
ん
）

　
　

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
小
さ
な
成
功
を
積
み
重
ね

　

課
題
研
究
が
始
ま
っ
た
４
月
当
初
は
、
あ
る
程

度
私
か
ら
説
明
は
し
ま
す
が
、役
割
分
担
が
決
ま
っ

た
後
は
ほ
と
ん
ど
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
す
。
試
運
転
の

日
ま
で
に
ど
う
す
れ
ば
製
作
が
間
に
合
う
の
か
、

生
徒
自
身
が
考
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
か
ら

答
え
を
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
失
敗
し
て
、
挫
折

感
を
味
わ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
る
経
験
が

大
切
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
課
題
研
究
の
醍
醐
味

だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
が
か
か
わ
り
過
ぎ
る
と
生

徒
の
研
究
も
面
白
く
な
く
な
り
ま
す
し
、
こ
ち
ら

が
黙
っ
て
見
て
い
る
と
、「
頭
が
柔
ら
か
い
な
」「
私

に
は
思
い
付
か
な
い
！
」
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
生
徒
は
、
枠
に
は
め
た
ら

伸
び
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、私
が
掛
け
る
言
葉
は
「
す

ご
い
！
」
と
「
間
に
合
わ
せ
ろ
！
」
だ
け
で
す
。

何
日
間
も
掛
け
て
作
り

何
日
間
も
掛
け
て
や
り
直
す

勉
強
の
仕
方
、
考
え
方
が

大
き
く
変
わ
っ
た

失
敗
か
ら
這
い
上
が
る
経
験
が

課
題
研
究
の
醍だ

い

醐ご

味み

Vo l .04

埼
玉
県
立
川
越
工
業
高
校

電
気
科　
課
題
研
究　
電
車
班

も
の
づ
く
り
の
喜
び
と

苦
し
さ
を
味
わ
い
、

学
び
の
意
味
を
知
る

社
会
で
生
き
抜
く
た
め
に

自
分
で
考
え
、

や
り
抜
く
経
験
を
積
ま
せ
る

埼
玉
県
立
川
越
工
業
高
校　

君
島　
栄 　

き
み
し
ま
・
さ
か
え

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

電
気
科
。
電
車
班
担
当
。
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る
う
ち
に
、
生
徒
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
タ
フ
に
な
っ
て
い
く
。

　
「
今
ま
で
、
１
つ
の
物
事
に
対
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
集
中
し
、

長
期
間
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

も
や
れ
る
ん
だ
と
自
信
に
な
り
ま
し
た
」（
井
口
さ
ん
）

　
「
作
業
中
に
、『
こ
ん
な
部
品
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
！
』

と
ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る
ん
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
部

品
は
売
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
じ
ゃ
あ
自
分
た
ち
で
作
ろ

う
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
作
り
方
が
分
か
ら
な

い
か
ら
、
だ
っ
た
ら
皆
で
勉
強
し
て
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
分
か
ら
な
い
時
は
、
諦
め
る
前
に
勉
強
し
よ
う

と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
た
ん
で
す
」（
槻
木
澤
さ
ん
）

　

課
題
研
究
を
通
し
て
授
業
の
受
け
方
も
変
わ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
は
、
教
科
書
の
図
や
文
章
を
覚
え
る
こ
と
が
勉
強

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
は
、
図
を
頭
の
中
で
描
き
直
し

た
り
、
文
章
を
説
明
し
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
て
は

じ
め
て
分
か
っ
た
と
言
え
る
の
だ
と
生
徒
た
ち
は
話
す
。

　
「
も
の
の
考
え
方
が
柔
軟
に
な
っ
て
、
人
の
意
見
を
聞
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
電
車
作
り
も
、
自
分
１

人
の
考
え
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
自
分
と
は
違
う

角
度
か
ら
見
て
く
れ
る
仲
間
が
必
要
で
す
。
み
ん
な
の
意

見
と
自
分
の
意
見
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
」（
久
保
田
さ
ん
）

　

文
化
祭
で
の
運
行
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
る

た
め
、
土
日
も
登
校
し
、
作
業
す
る
生
徒
た
ち
。「
大
変

で
は
な
い
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
「
電
車
製
作
に
誇
り

を
感
じ
て
い
る
か
ら
、
苦
に
な
ら
な
い
」
と
笑
う
彼
ら
は
、

普
通
の
高
校
生
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
、
紛
れ
も
な
く

も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。

　

電
車
班
で
は
、
土
日
に
作
業
す
る
こ
と
を
「
休

日
出
勤
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、「
や
る
し
か
な
い
」

と
い
う
感
覚
を
高
校
時
代
に
知
る
こ
と
は
と
て
も

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
４
月
か

ら
は
社
会
人
で
す
。
時
に
北
風
も
吹
き
付
け
る
社

会
に
、
い
き
な
り
高
校
生
を
送
り
出
し
た
ら
風
邪

を
引
い
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
課
題
研

究
で
は
半
分
高
校
生
、
半
分
社
会
人
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
が
３
年
間
掛
け
て
一
番
学
ぶ
の
は
、

実
は
電
気
の
知
識
で
は
な
く
、
我
慢
な
の
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
我
慢
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
ら
、

上
司
に
怒
ら
れ
て
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
れ

ま
す
し
、
お
の
ず
と
知
識
も
身
に
付
く
は
ず
で
す
。

電車班の作る「川工電鉄」に使われている部品の８割は、生徒たちの手
作り。完成品がイメージできるような精

せい

緻
ち

な図面に従って工作するとい
うより、作りながら考えてまた作り直すという、まさに試行錯誤の連続。

埼
玉
県
立
川
越
工
業
高
校

◎
１
年
次
か
ら
専
門
科
目
の
授
業
を
重
視
し
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎

か
ら
応
用
技
術
ま
で
を
体
系
的
に
学
ぶ
。
約
1
万
９
０
０
０
人
の
卒

業
生
が
産
業
各
界
で
幅
広
く
活
躍
し
て
お
り
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
開
発
者
な
ど
、
著
名
な
技
術
者
も
送
り
出
し
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

◎
形
態　

全
日
制
（
デ
ザ
イ
ン
科
、
化
学
科
、
建
築
科
、
機
械
科
、

電
気
科
）・
定
時
制
（
普
通
科
、
工
業
技
術
科
）
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
全
日
制
・
現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、
岩
手
大
、
芝
浦
工
業
大
、
東
京
電
機
大
な
ど
に
34
人
が
合

格
。
短
大
、専
門
学
校
進
学
59
人
、就
職
は
、Ｊ
Ｘ
日
鋼
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

本
田
技
研
工
業
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
西
武
鉄
道
、
関
電
工
な
ど
に
１
７
４
人
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.kaw

agoe-th.spec.ed.jp/

生
徒
が
最
も
学
ん
だ
の
は

「
電
気
」
で
は
な
く
「
我
慢
」

久
保
田
亮
一　
く
ぼ
た
・
り
ょ
う
い
ち

３
年
生
。
車
体
や
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
製
作
を
担
当
す
る

「
車
体
班
」
班
長
。

井
口
彰
彦　
い
ぐ
ち
・
あ
き
ひ
こ

３
年
生
。
電
車
班
全
体
副
リ
ー
ダ
ー
。
レ
ー
ル
の
製
作

を
担
当
す
る
「
軌
道
班
」
班
長
。

木
村
招
太
郞　
き
む
ら
・
し
ょ
う
た
ろ
う

３
年
生
。
ブ
レ
ー
キ
や
電
気
の
配
線
な
ど
の
製
作
を
担

当
す
る
「
電
装
お
面
班
」
班
長
。

槻
木
澤
拓
海　
つ
き
ざ
わ
・
た
く
み

３
年
生
。
電
車
班
全
体
リ
ー
ダ
ー
。
モ
ー
タ
ー
や
ギ
ア
、

動
力
部
の
製
作
を
担
当
す
る
「
台
車
班
」
班
長
。
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新課程入試に対応するための

進路希望を
明確化させる指導

大学入試に向けた切り替え時期に当たる２年生２学期以降は、

進路希望の方向性を明確にすることで学習意欲を高める好機となる。

新課程入試に対応すべく、各校はどのような進路指導を行ってきたのか。

面談、進路学習、学び合う集団づくりなど、

進路希望を明確化させるための２年生後半以降の指導を中心にひも解いていく。

指導最前線
新 課 程

　

岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校
は
、
例
年
３

桁
の
国
公
立
大
合
格
者
を
出
す
進
学
校

だ
。
現
行
課
程
に
対
し
て
は
、
学
力
差

の
拡
大
を
懸
念
し
、
対
策
を
立
て
て
い

た（
本
誌
２
０
１
２
年
12
月
号
「
新
課
程

の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
テ
ッ
プ
」
で
紹
介
）。

　

結
果
的
に
、
15
年
度
入
試
の
合
格
実

績
は
例
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た

が
、
生
徒
の
進
路
選
択
の
過
程
に
は
課

題
が
見
ら
れ
た
。
保
護
者
の
意
見
で
看

護
学
部
を
志
望
す
る
生
徒
、
理
系
に
適

性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
学
部

を
第
１
志
望
に
挙
げ
る
生
徒
な
ど
、
３

年
次
で
志
望
学
部
を
確
定
す
べ
き
段
階

に
な
っ
て
も
、
自
分
の
希
望
や
適
性
と

志
望
学
部
と
が
食
い
違
う
生
徒
が
お
り
、

中
に
は
浪
人
中
に
文
転
す
る
生
徒
も
い

た
と
い
う
。

　

生
徒
の
強
い
理
系
・
資
格
志
向
が
目

立
つ
と
、
進
路
指
導
主
事
の
小お

田だ

島し
ま

淑よ
し

人と

先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
理
系
の
学
部
は
就
職
に
有
利
、
と
に

か
く
仕
事
に
つ
な
が
る
資
格
を
取
っ
た

方
が
よ
い
と
い
う
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ

で
、
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
生
徒
自
身
が
将
来
像
を
描

け
て
い
な
い
た
め
、
保
護
者
の
意
向
に

左
右
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」

　

小
田
島
先
生
が
「
現
在
進
行
形
の
課

題
」
と
語
る
生
徒
の
進
路
選
択
に
対
し

て
、
同
校
で
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

進
路
選
択
で
の
大
き
な
節
目
と
し
て

同
校
が
意
識
し
て
い
る
の
が
、
１
年
生
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岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

節
目
の
面
談
と
志
望
理
由
書
の
作
成
で

「
学
び
た
い
学
問
」を
追
究
さ
せ
る

学
校
事
例
１

生
徒
の
理
系
・
資
格
志
向
が

志
望
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
生
む

進
研
模
試
直
前
の
面
談
で

進
路
希
望
を
焦
点
化



３
学
期
の
文
理
選
択
、
及
び
２
年
生
２

学
期
に
取
り
組
む
志
望
理
由
書
の
作
成

だ
。
文
理
選
択
に
向
け
て
は
、
１
年
生

の
早
い
段
階
か
ら
入
試
関
連
の
資
料
を

基
に
説
明
会
を
行
っ
た
り
、
学
年
集
会

で
呼
び
掛
け
た
り
し
て
、
安
易
な
選
択

を
し
な
い
よ
う
に
啓
発
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
進
路
希
望
を
明
確
化
さ
せ

る
た
め
に
、
１
〜
２
年
生
を
通
じ
て
重

視
し
て
い
る
の
が
個
人
面
談
だ
。
現
１

年
生
で
は
、
前
３
年
生
で
の
進
路
指
導

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
進
路
希
望
調
査

を
例
年
よ
り
多
く
、
年
４
回
実
施
。
二

者
面
談
・
三
者
面
談
で
生
徒
や
保
護
者

の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
、
進
学
先
へ

の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
３
学
期
で

の
文
理
選
択
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

　

２
年
生
で
は
、
年
３
回
の
進
研
模
試

の
直
前
に
行
う
面
談
を
軸
に
、
志
望
の

焦
点
化
を
図
っ
て
い
る
。
最
も
重
視
す

る
の
は
、
初
め
て
志
望
校
を
記
入
す
る

７
月
模
試
だ
。
２
学
年
主
任
の
髙
橋
直

文
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
面
談
前
に
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
『
２
年
生
７

月
模
試
の
目
標
突
破
に
向
け
た
戦
略

シ
ー
ト
』
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
志
望

校
や
進
研
模
試
の
目
標
点
を
記
入
さ
せ

ま
す
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
と
志
望
校
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

好
き
な
学
問
や
将
来
希
望
す
る
職
業
な

ど
か
ら
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
」

　

10
月
に
な
る
と
志
望
理
由
書
の
作
成

に
着
手
す
る
。
生
徒
が
書
い
た
原
案
を

担
任
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生
徒
は
そ
れ
を

基
に
修
正
す
る
。
修
正
と
チ
ェ
ッ
ク
を

何
度
か
繰
り
返
し
、
11
月
に
は
完
成
さ

せ
る
。
た
だ
、
そ
の
時
点
で
も
、
明
確

に
志
望
理
由
を
述
べ
ら
れ
る
生
徒
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
う
。

　
「
そ
の
職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
た

『
き
っ
か
け
』
を
、
志
望
理
由
と
勘
違
い

し
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

『
幼
い
頃
、
病
院
で
看
護
師
に
優
し
く
し

て
も
ら
っ
た
か
ら
』
と
い
う
の
は
あ
く

ま
で
も
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

志
望
す
る
職
業
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に

社
会
に
貢
献
し
た
い
の
か
、
自
己
実
現

を
図
り
た
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
本
当
の
志
望

理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
」（
小
田
島
先
生
）

　

一
般
的
な
志
望
校
選
択
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
、
就
き
た
い
職
業
か
ら
逆
算
し

て
志
望
校
を
考
え
さ
せ
る
学
校
は
少
な

く
な
い
。
同
校
の
進
路
学
習
も
、
以
前

は
職
業
研
究
↓
大
学
・
学
部
研
究
と
い

う
流
れ
だ
っ
た
が
、
今
は
大
学
で
「
学

び
た
い
学
問
」
を
重
視
し
た
進
路
指
導

に
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、14
年
度
、

１
年
生
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、
当
時

の
副
校
長
が
生
徒
に
呼
び
掛
け
た
言
葉

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
「
君
た
ち
が
社
会
に
出
る
の
は
７
年

後
、
大
学
院
を
入
れ
れ
ば
９
年
後
と
な

る
。
今
は
好
調
な
業
界
や
職
種
も
、
そ

の
頃
に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
。
進
路
選
択
で
迷
っ
て
い
る
生
徒

は
、
不
透
明
な
未
来
を
心
配
す
る
よ
り

も
、
大
学
で
の
４
年
間
で
本
当
に
学
び

た
い
と
思
う
学
問
に
没
頭
し
な
さ
い
」

　

髙
橋
先
生
は
こ
の
言
葉
を
契
機
に
、

自
身
の
進
路
指
導
が
変
わ
っ
た
と
話
す
。

　
「
副
校
長
の
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
、
最

後
の
最
後
に
自
分
の
気
持
ち
に
従
っ
て

進
路
目
標
や
文
理
選
択
を
変
え
た
と
い

う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
そ
れ

ま
で
は
職
業
重
視
か
学
問
重
視
か
で
迷

い
、『
心
理
学
を
学
び
た
い
』
と
い
う
生

徒
に
『
そ
れ
で
生
活
が
成
り
立
つ
の
か
』

な
ど
と
揺
さ
ぶ
り
を
掛
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
今
は
生
徒
の
本
当
に
学
び

た
い
と
い
う
志
が
確
認
で
き
れ
ば
、
生

徒
の
背
中
を
押
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

進
路
学
習
の
内
容
も
、
大
学
模
擬
講

義
重
視
の
方
針
に
切
り
替
え
た
。
15
年

度
の
１
学
年
で
は
、社
会
人
講
師
に
よ
る

講
演
に
加
え
、
大
学
模
擬
講
義
も
実
施
。

更
に
、２
学
年
で
は
、２
回
行
う
大
学
模

擬
講
義
の
う
ち
、
10
月
分
を
１
・
２
学
年

合
同
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
２
年
生
が

活
発
に
質
問
す
る
姿
に
、
１
年
生
が
刺

激
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
１
学

年
主
任
の
村
上
浩ひ

ろ

紀き

先
生
は
こ
う
話
す
。

岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

村
上
浩
紀

む
ら
か
み
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
１
学
年
主
任
。
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岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

小
田
島
淑
人

お
だ
し
ま
・
よ
し
と

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７

年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

◎
「
師
弟
和
熟
」
を
教
育
理
念
と
し
、
勉
学
に
励
み
心

身
を
鍛
え
る
「
青
春
道
場
」
を
目
指
す
。
◎
全
日
制
／

普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
４
０
人
◎
２
０
１
５
年

度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
北
海

道
教
育
大
、
岩
手
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
岩
手
県
立

大
な
ど
に
１
２
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
学
習
院
大
、

東
京
理
科
大
、
立
教
大
な
ど
に
延
べ
２
０
３
人
が
合
格
。

岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

髙
橋
直
文

た
か
は
し
・
な
お
ふ
み

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年

目
。
２
学
年
主
任
。

「
学
び
た
い
学
問
」
に

こ
だ
わ
る
進
路
指
導
に
転
換



　

鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校
は
、
南
さ

つ
ま
市
に
あ
る
地
域
を
代
表
す
る
進
学

校
だ
。
１
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
有
し
、

地
域
の
成
績
上
位
層
が
憧
れ
る
高
校
の

１
つ
だ
が
、
急
速
な
少
子
化
の
影
響
で
、

こ
こ
数
年
、
学
級
減
が
続
い
て
い
る
。

学
力
も
徐
々
に
低
下
し
、
進
路
意
識
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
。

進
路
指
導
部
主
任
の
渡
辺
豊
隆
先
生
は
、

こ
う
説
明
す
る
。

　
「
か
つ
て
は
、
大
半
の
生
徒
が
『
加
世

田
高
校
に
入
っ
た
か
ら
に
は
、
国
公
立

大
を
目
指
し
た
い
』
と
い
う
意
欲
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
現
行
課
程
に

な
っ
て
か
ら
、
入
学
段
階
で
の
国
公
立

大
志
望
者
が
減
少
し
始
め
、
現
２
年
生

で
は
50
％
に
ま
で
低
下
し
ま
し
た
。
学

力
の
み
な
ら
ず
、
進
学
意
欲
の
喚
起
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

自
分
の
学
力
を
客
観
的
に
見
ら
れ
ず
、

実
力
が
あ
り
な
が
ら
も
志
望
校
を
低
め

に
設
定
す
る
傾
向
も
あ
る
と
い
う
。
生

徒
が
年
々
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、「
地

元
で
難
関
大
を
目
指
し
、
志
望
を
実
現

で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
い
う
目

標
の
下
、
学
力
・
意
欲
の
向
上
を
図
ろ

う
と
、
教
師
は
奮
闘
し
て
い
る
。

　

同
校
が
受
験
生
へ
の
切
り
替
え
時
期

と
し
て
意
識
し
て
い
る
の
は
、
２
年
生

２
学
期
だ
。
12
月
の
修
学
旅
行
を
節
目

に
し
て
意
識
を
高
め
て
い
き
、
教
師
の

異
動
な
ど
で
指
導
が
手
薄
に
な
る
春
休

み
に
し
っ
か
り
と
学
習
に
取
り
組
ま
せ

る
。
そ
の
上
で
、
３
年
生
１
学
期
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
後
に
放
課
後
学
習
の

開
始
、
入
試
に
向
け
た
標
語
づ
く
り
な

ど
の
諸
施
策
を
通
し
て
、
最
終
的
な
切

り
替
え
を
図
る
の
が
例
年
の
流
れ
だ
。

　

２
年
生
前
半
は
、
グ
ル
ー
プ
で
大
学
・

学
部
研
究
を
行
っ
て
発
表
し
た
り
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
表
現
サ
ポ
ー
ト
」
を
使
っ

て
志
望
理
由
を
書
い
た
り
と
、
志
望
へ

の
意
識
を
徐
々
に
深
め
て
い
く
。
14
年

度
の
２
年
生
に
は
、
10
月
に
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を

使
っ
た
ク
イ
ズ
形
式
で
の
進
路
学
習
を

行
っ
た
。
３
年
生
の
進
学
講
演
会
の
資

　
「
私
自
身
、
数
学
が
好
き
で
、
高
校
生

の
頃
は
就
職
の
こ
と
な
ど
考
え
ず
に
大

学
の
数
学
科
に
進
み
ま
し
た
。
大
学
と

は
、
本
来
そ
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
大
学
の
４
年
間
が
充
実
し

て
い
れ
ば
人
間
的
に
大
き
く
な
れ
ま
す

し
、
た
と
え
職
業
に
直
結
し
な
い
学
問

で
も
、
一
生
懸
命
に
学
ん
で
き
た
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
社
会
も
認
め
て
く

れ
る
は
ず
。
好
き
な
学
問
を
と
こ
と
ん

追
究
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
間
に
成
長

す
る
こ
と
で
、
お
の
ず
と
未
来
は
拓ひ

ら

け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

今
後
の
課
題
は
、
引
き
続
き
理
系
・

資
格
志
向
の
生
徒
と
の
対
話
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
担

任
力
」
の
向
上
が
不
可
欠
だ
と
、
小
田

島
先
生
は
語
る
。

　
「
こ
こ
数
年
、
30
代
前
半
で
採
用
さ
れ

る
教
師
が
増
え
、
年
齢
相
応
の
経
験
を

積
ん
で
お
ら
ず
、
指
導
力
が
十
分
に
は

付
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

面
談
に
説
得
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
も

必
要
な
の
は
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
で

す
。
１
対
１
の
対
話
を
大
切
に
、
生
徒

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
け
る

よ
う
、
教
師
の
指
導
力
向
上
を
促
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校
教
頭

田
嶋
吾
富

た
じ
ま
・
あ
と
む

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年

目
。

◎
創
立
１
０
３
年
目
。
２
０
１
４
年
度
、
鹿
児
島
県
の

進
学
指
導
重
点
校
の
指
定
を
受
け
る
。
◎
全
日
制
／
普

通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
３
０
人
◎
２
０
１
５
年
度

入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
外

国
語
大
、
九
州
大
、
熊
本
大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市

立
大
な
ど
59
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
国
際
基
督
教
大
、

西
南
学
院
大
、
福
岡
大
な
ど
延
べ
１
３
０
人
が
合
格
。

鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校

當　
武
三

あ
た
り
・
た
け
ぞ
う

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９

年
目
。
３
学
年
主
任
。

鹿
児
島
県
立
加か

世せ

田だ

高
校

２
年
生
の
修
学
旅
行
か
ら
春
休
み
ま
で

意
識
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
進
路
指
導

急
速
な
少
子
化
に
よ
り

学
力
・
進
路
意
識
に
変
化

学
校
事
例
2

「
志
望
大
学
別
ゾ
ー
ン
集
会
」で

学
び
合
う
集
団
を
つ
く
る

鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校

渡
辺
豊
隆

わ
た
な
べ
・
と
よ
た
か

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８

年
目
。
進
路
指
導
部
主
任
。
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料
を
基
に
「
何
割
の
大
学
生
が
転
部
を

希
望
し
て
い
る
か
」「
大
学
進
学
に
か
か

わ
る
費
用
は
」
な
ど
、
進
路
選
択
に
か

か
わ
る
問
題
を
選
択
形
式
で
出
題
し
、

入
試
や
進
路
選
択
の
実
態
把
握
を
促
す
。

　

一
方
、
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る

集
団
づ
く
り
を
通
し
て
、
学
習
意
欲
を

高
め
る
の
も
こ
の
時
期
だ
。
２
年
生
９

月
に
は
「
志
望
大
学
別
ゾ
ー
ン
集
会
」

を
実
施
。
生
徒
数
が
少
な
く
、
志
望
大

で
グ
ル
ー
プ
分
け
が
出
来
な
い
た
め
、

「
理
系
で
個
別
学
力
試
験
に
国
語
が
課
さ

れ
る
大
学
」「
個
別
学
力
試
験
で
数
学
Ⅰ

Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
が
課
さ
れ
る
大
学
」
な
ど
、

入
試
の
特
徴
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。
年
度
に

よ
っ
て
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
）
の
ゾ
ー
ン

別
の
集
会
も
開
い
て
い
る
。

　

例
年
、
修
学
旅
行
は
、
東
京
の
大
学

見
学
や
卒
業
生
と
の
懇
談
会
な
ど
を
行

い
、
生
徒
の
意
識
を
大
学
へ
向
け
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
場
に
も
し
て
い

る
。
大
学
で
の
学
び
を
実
際
に
体
感
さ

せ
、
大
学
生
活
や
学
問
へ
の
理
解
を
深

め
、
憧
れ
を
喚
起
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

14
年
度
は
東
京
大
・
早
稲
田
大
の
学

生
と
の
ゼ
ミ
体
験
・
懇
談
会
を
実
施
し

た
。
両
校
の
学
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
な
り
、「
新
し
い
携
帯
電
話
の
ス
タ
イ

ル
を
提
案
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ゼ
ミ
形
式
の

課
題
研
究
を
行
っ
た
。
３
学
年
主
任
の

當あ
た
り

武
三
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
生
徒
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
く
、『
す

ぐ
に
で
も
大
学
に
行
き
た
い
』
と
い
う

生
徒
が
い
た
ほ
ど
で
す
。
ゼ
ミ
を
主
導

し
た
大
学
生
の
姿
、
彼
ら
が
語
る
学
生

生
活
の
様
子
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
担
任
か
ら
も

授
業
態
度
が
見
違
え
る
よ
う
に
変
わ
っ

た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
、
進
路
意
識

の
向
上
が
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

　

修
学
旅
行
で
高
ま
っ
た
意
欲
を
３
年

生
ま
で
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
、
こ

の
時
期
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

同
校
で
は
、
１
・
２
年
生
の
各
学
年
で
、

２
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
の
期
間
を
「
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
40
日
作
戦
」
と
し
て
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

田た

嶋じ
ま

吾あ

富と
む

教
頭
は
、
取
り
組
み
の
背
景

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
毎
年
、
３
学
期
か
ら
春
休
み
の
時
期

は
、
教
師
の
入
れ
替
え
で
慌
た
だ
し
く
、

高
校
入
試
の
た
め
の
休
日
も
あ
る
た
め
、

生
徒
へ
の
学
習
指
導
が
手
薄
に
な
り
が

ち
で
す
。し
か
し
、２
年
生
に
と
っ
て
は

受
験
に
向
け
た
大
切
な
時
期
で
す
。
ス

ム
ー
ズ
に
３
年
生
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
、
こ
の
期
間
を
有
意
義
に
過
ご
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

取
り
組
み
の
目
標
は
、「
１
年
間
の
積

み
残
し
を
し
な
い
」
こ
と
だ
。
学
年
末

考
査
と
進
研
模
試
の
復
習
、
春
休
み
の

課
題
な
ど
を
実
施
す
る
。
こ
れ
ま
で
、

他
の
時
期
の
模
試
と
同
様
、
１
月
の
進

研
模
試
も
個
票
を
そ
の
ま
ま
生
徒
に
渡

し
て
い
た
。
現
在
は
、
担
任
が
２
週
間

程
掛
け
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
票
を

く
ま
な
く
確
認
し
、
学
習
方
法
や
結
果

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
書
き
加
え
た
り
、

大
事
な
と
こ
ろ
に
マ
ー
カ
ー
を
引
い
た

り
し
て
、
３
月
上
旬
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
渡
し

て
い
る
。
教
師
が
生
徒
の
状
況
を
詳
し

く
把
握
す
る
の
と
同
時
に
、
手
作
り
感

の
あ
る
個
票
を
返
す
こ
と
で
、
生
徒
の

意
欲
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

課
題
の
出
し
方
も
工
夫
す
る
。
以
前

は
、
高
校
入
試
期
間
と
春
休
み
を
別
々

に
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
出
し
て

い
た
が
、
こ
の
期
間
を
一
続
き
と
し
て

捉
え
直
し
、
２
月
末
に
５
教
科
一
括
で

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
た
。

　
「
高
い
志
望
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

主
体
的
に
学
ぶ
力
を
身
に
付
け
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
課
題
提
出
ま
で
の

期
間
を
長
く
設
定
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
管
理
し
な
が
ら
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
『
段
取
り
力
』
を
身
に
付
け
て

ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」（
渡
辺
先
生
）

　

今
後
も
、
引
き
続
き
学
力
層
の
拡
大

へ
の
対
応
が
課
題
だ
と
、當
先
生
は
話
す
。

　
「
成
績
上
位
層
の
生
徒
の
減
少
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
度
数
分
布
の
広
が
り
が

近
年
の
課
題
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
力

層
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
き
め
細
か
い

指
導
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
現
在
、

進
路
指
導
部
を
中
心
に
、
上
位
層
の
生

徒
に
向
け
た
添
削
指
導
や
、
下
位
層
の

生
徒
へ
の
基
礎
学
力
対
策
な
ど
の
取
り

組
み
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
本
校
に
期

待
し
て
入
学
し
て
き
た
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
志
望
を
実
現
さ
せ
た
い
、
そ
の
思

い
を
胸
に
、
地
道
な
取
り
組
み
を
続
け

る
こ
と
が
、
少
子
化
の
中
で
本
校
が
生

き
残
る
道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊　ベネッセのテストにおける共通の評価指標。
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大
学
生
主
導
の
ゼ
ミ
を
実
施
し

大
学
へ
の
憧
れ
を
喚
起

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
40
日
作
戦
」で

３
学
期
〜
春
休
み
を
乗
り
切
る
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進学実績向上

生徒指導と学び直しで
「荒れ」の状態を克服し
国公立大合格者を出す

◎下北半島の産業・経済の振興・発
展と共に、地元出身の技術者の育成
を目的として創立。校訓「自立」の下、
「新しい時代を主体的に切り拓く若
人」を育むことを目指す。文武両道
を志し、部活動にも盛んに取り組む。

国公立大は、弘前大、山形大、長岡科
学技術大、青森公立大などに６人が合格。
私立大は、青森大、八戸工業大、日本
工業大、東海大などに延べ９人が合格。
専門学校進学１３人。就職は、東北電力、
トヨタ自動車、東日本旅客鉄道、本田技
研工業などに１２１人。公務員11人。

設立

形態

生徒数

2015年度進路実績（現浪計）

1964（昭和39）年

全日制／機械科・電子機械科・電気科・
電子科・設備･エネルギー科／共学

１学年約175人

住所
　

電話

Web Site

〒035-0082
青森県むつ市文京町22-7

0175-24-2164

13
指導変革の

成果実践背景

◎生徒の問題行動か
らは、学校・教師へ
の釈然としない思い
が垣間見えた。不本
意入学者や意欲の低
い生徒もいた

変革のステップ

◎生徒との信頼関係
の構築に向け、生徒
の思いに寄り添い、将
来への目標を持たせ
る指導を重視。生徒が
落ち着いた段階で、学
び直しを実施

◎基礎学力や学習意
欲が向上し、国公立
大合格者を出す。以
降、進学志望の生徒
が増加し、毎年国公
立大合格者が出るよ
うに

http://www.mutsu-th.asn.ed.jp/

青森県立

むつ工業高校

　

約
10
年
間
の
変
革
を
経
て
、
毎
年
国
公
立
大
の
合
格

者
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
青
森
県
立
む
つ
工
業
高
校
。

し
か
し
、
か
つ
て
は
、
生
徒
の
問
題
行
動
が
多
く
、
授

業
に
集
中
で
き
な
い
生
徒
も
い
た
。設
備
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
科
主
任
の
畑
中
次つ

ぐ

夫お

先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
教
師
の
言
葉
を
聞
こ
う
と
し
な
い
生
徒
の
姿
か

ら
は
、
高
校
以
前
の
経
験
か
ら
く
る
、
学
校
に
対
す

る
釈
然
と
し
な
い
思
い
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し

た
」

　

２
０
０
６
年
４
月
、
赴
任
２
年
目
の
畑
中
先
生
は
、

設
備
シ
ス
テ
ム
科
（
現
、
設
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
）
の

学
科
主
任
兼
３
年
生
担
任
と
な
り
、
校
内
に
落
ち
着
き

を
取
り
戻
す
べ
く
変
革
に
着
手
し
た
。
ま
ず
は
、
生
徒

の
心
の
内
を
知
る
た
め
に
、
生
徒
た
ち
に
「
学
校
や
学

科
に
不
平
・
不
満
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
私
た
ち

に
言
っ
て
ほ
し
い
」と
何
度
も
語
り
掛
け
た
。
す
る
と
、

１
人
の
生
徒
が
「
進
路
の
こ
と
を
相
談
で
き
な
い
」
と

つ
ぶ
や
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
校
で
は
そ
れ
ま
で
も
進

路
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
生
徒
と
教
師
と
の

間
に
信
頼
関
係
が
十
分
に
出
来
て
お
ら
ず
、
相
談
す
る

気
に
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
教
師
た
ち
は
、
生
徒
の
不
平
・
不
満
に
耳
を
傾
け
、

改
善
で
き
る
こ
と
は
改
善
し
、
出
来
な
い
こ
と
は
き
ち

ん
と
理
由
を
説
明
し
て
、
生
徒
と
の
関
係
構
築
に
努
め

始
め
た
。

生
徒
の
思
い
に
寄
り
添
い

教
師
と
生
徒
の
信
頼
関
係
を
構
築
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い
わ
ゆ
る
不
本
意
入
学
者
が
い
た
こ
と
も
、
学
校
の

求
心
力
を
低
め
て
い
る
要
因
だ
っ
た
。

　
「
過
去
に
勉
強
な
ど
で
挫
折
し
た
経
験
か
ら
、
自

己
否
定
を
す
る
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
生
徒
も
、
心
の
中
で
は
『
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
』
と
い
う
焦
燥
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
生
徒
に
『
君
た
ち
は
こ
の
ま
ま
一
生
さ
ぼ
る

つ
も
り
な
の
か
。
ど
こ
か
で
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
れ
な
ら
今
変
わ
ろ
う
。
高
校
で
頑
張
ろ
う
』

と
、
繰
り
返
し
呼
び
掛
け
ま
し
た
」（
畑
中
先
生
）

　

生
徒
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
具
体
化
で
き
る
よ
う

に
、進
路
や
将
来
に
つ
い
て
も
語
り
掛
け
た
。
例
え
ば
、

高
校
卒
業
後
は
、
仕
事
を
し
て
生
計
を
立
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、
な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に
は
努

力
が
必
要
な
こ
と
、
憧
れ
の
企
業
に
就
職
し
た
先
輩
が

頑
張
っ
て
い
た
様
子
な
ど
を
、
毎
日
、
帰
り
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
話
す
。
更
に
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
の
作

文
を
書
か
せ
、
正
面
か
ら
自
己
に
向
き
合
わ
せ
た
。
そ

れ
に
は
、
自
分
の
将
来
に
目
を
向
か
せ
、
前
向
き
な
気

持
ち
を
芽
生
え
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
１
時
間
目
か
ら
落
ち
着
い
て
授
業
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
始
業
前
に
百
ま
す
計
算
を
実
施
。
少
し
で

も
解
け
る
タ
イ
ム
を
早
く
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、

本
気
で
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
学
習
に

前
向
き
に
な
れ
な
か
っ
た
生
徒
も
、
真
面
目
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
の
は
、
３
年
生
５
月
の
ク

ラ
ス
対
抗
漢
字
コ
ン
ク
ー
ル
だ
っ
た
。
１
年
生
の
頃
か

ら
常
に
最
下
位
辺
り
だ
っ
た
ク
ラ
ス
が
、
突
然
、
校
内

１
位
に
輝
い
た
の
だ
。
以
前
か
ら
学
級
の
半
分
の
生
徒

は
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
他
の
半
分
の
生
徒

が
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
し
か
し
、
生

徒
に
漢
字
の
大
切
さ
や
学
習
の
意
味
を
十
分
に
話
し
た

上
で
、コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た
学
習
を
さ
せ
た
こ
と
で
、

消
極
的
だ
っ
た
生
徒
が
や
る
気
に
な
り
、
目
標
を
持
っ

て
頑
張
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
指
導
を
通
し
て
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
卒
業
式
に
は
、
多
く
の
生
徒
が
晴
れ
や
か
な
表

情
を
し
て
い
た
と
い
う
。
志
望
通
り
の
進
路
に
進
む
生

徒
も
、
そ
う
で
な
か
っ
た
生
徒
も
、
力
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
後
も
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
土
台
と
す
る
丁

寧
な
指
導
を
徹
底
し
、
生
徒
の
「
荒
れ
」
の
状
態
は
急

速
に
収
ま
っ
て
い
っ
た
。
入
学
時
に
服
装
や
授
業
態
度

な
ど
は
厳
し
く
指
導
し
て
い
る
が
、
上
級
生
が
良
い
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
以
前
と
比
べ
て
教
師
の
負

担
は
軽
減
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
学
び
に
向
か
う
姿
勢
が
整
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
10
年
度
に
は
基
礎
学
力
の
定
着
と
強
化
に
向
け
、

学
び
直
し
に
着
手
。
国
数
英
の
担
当
教
師
で
「
基
礎
学

力
向
上
委
員
会
」
を
組
織
し
、
全
学
年
で
朝
学
習
の
時

間
に
、ベ
ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
１
）
を
始
め
た
。

同
委
員
長
の
渡
辺
充
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
の
多
く
は
、
中
学
校
ま
で
の
学
習
内
容
が

定
着
し
て
お
ら
ず
、
授
業
で
つ
ま
ず
く
生
徒
や
、
採

用
試
験
の
面
接
は
合
格
点
で
も
、
筆
記
試
験
で
合
格

点
に
届
か
な
い
と
い
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
基
礎
学

力
の
定
着
は
本
校
の
大
き
な
課
題
で
し
た
」

　

朝
学
習
の
時
間
に
１
日
１
ペ
ー
ジ
、
決
め
ら
れ
た
教

青
森
県
立
む
つ
工
業
高
校

畑
中
次
夫　
は
た
な
か
・
つ
ぐ
お

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
設
備
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
科
主
任
。「
生
徒
を
成
長
さ
せ
、
成
長
す
る
姿

を
見
て
喜
び
を
感
じ
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

青
森
県
立
む
つ
工
業
高
校

田
村
博
文　
た
む
ら
・
ひ
ろ
ふ
み

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
5
年
目
。
電
子
機
械

科
主
任
。「
個
々
の
生
徒
の
性
格
、
能
力
に
沿
っ
た
社
会

人
の
育
成
に
努
め
る
」

青
森
県
立
む
つ
工
業
高
校

渡
辺　
充　
わ
た
な
べ
・
み
つ
る

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
6
年
目
。
基
礎
学
力

向
上
委
員
会
委
員
長
。「
教
育
に
信
念
と
謙
虚
さ
を
持
ち
、

生
徒
と
共
に
成
長
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

＊１　ベネッセの教材の１つ。学習力を身に付ける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
生
徒
が

晴
れ
や
か
な
表
情
で
卒
業

青
森
県
立
む
つ
工
業
高
校

木
村
浩
行　
き
む
ら
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。
教
務
主
任
。

「
生
徒
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
可
能
性
を
伸

ば
す
」

全
学
科
に
学
び
直
し
を
導
入
し

課
題
だ
っ
た
基
礎
学
力
不
足
を
克
服
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青森県立　むつ工業高校青森指導変革の

科
に
取
り
組
ま
せ
、
や
り
っ
放
し
に
な
ら
な
い
よ
う
、

学
年
単
位
で
単
元
ご
と
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ス
ト
を
作

成
し
、
年
12
回
の
ク
ラ
ス
対
抗
「
マ
ナ
ト
レ
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
て
い
る（
図
）。こ
の
テ
ス
ト
で
合
格
点

に
達
し
な
か
っ
た
生
徒
は
、放
課
後
に
補
習
を
受
け
る
。

　

学
び
直
し
が
定
着
す
る
に
つ
れ
て
学
力
は
着
実
に
高

ま
り
、
生
徒
の
学
び
へ
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
２
）
も
、

生
徒
の
学
力
や
意
識
の
向
上
に
活
用
。
学
級
ご
と
に
分

析
し
、
課
題
の
洗
い
出
し
と
対
策
、
生
徒
個
々
の
デ
ー

タ
を
踏
ま
え
た
個
別
指
導
や
補
習
を
行
う
。
同
校
で
行

う
模
試
は
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
み
で
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊

３
）
は
生
徒
が
自
身
の
実
力
を
客
観
的
に
把
握
す
る
貴

重
な
材
料
と
な
る
。
ま
た
、
定
期
考
査
は
科
に
よ
っ
て

内
容
が
異
な
る
た
め
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
結
果
を

各
科
の
学
力
の
推
移
を
比
較
す
る
指
標
と
し
て
い
る
。

　

就
職
志
望
者
に
も
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
結
果
に

基
づ
い
た
指
導
を
重
視
し
て
い
る
。
以
前
は
、
伝
統
校

の
強
み
も
あ
り
、
就
職
面
で
の
苦
労
は
な
か
っ
た
が
、

近
年
は
不
況
な
ど
の
影
響
か
ら
苦
戦
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、生
徒
の
学
力
向
上
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

卒
業
生
の
就
職
先
と
高
校
時
代
の
評
定
平
均
や
Ｇ
Ｔ
Ｚ

を
リ
ス
ト
化
。
そ
れ
を
生
徒
に
見
せ
な
が
ら
、「
頑
張

れ
ば
希
望
す
る
企
業
に
入
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど

と
声
を
掛
け
て
い
る
。具
体
的
な
数
値
を
示
す
こ
と
で
、

生
徒
が
目
標
を
立
て
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
普
段
か
ら
授
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
を

受
け
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
学
び
直
し
を
行
う
こ

と
で
、
自
分
の
つ
ま
ず
き
に
気
付
き
、
克
服
し
よ
う

と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
マ
ナ

ト
レ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
全
員
が
満
点
を
取
る
ク
ラ

ス
ま
で
出
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
全
体
で
競
い
合
う

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
更
に
、
就
職
の
筆
記

試
験
の
結
果
が
原
因
で
不
採
用
に
な
る
生
徒
も
減

り
、
基
礎
学
力
の
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
」（
渡
辺
先
生
）

　

同
校
の
変
革
が
更
に
進
展
し
た
契
機
は
、
ほ
と
ん
ど

実
績
の
な
か
っ
た
国
公
立
大
合
格
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。

同
校
で
は
、
慣
例
的
に
成
績
上
位
者
は
一
部
上
場
企
業

に
就
職
し
て
お
り
、
進
学
指
導
に
は
相
対
的
に
注
力
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
10
年
度
に
は
、
当
時
の
石

田
一
成
校
長
が
、
生
徒
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す

こ
と
を
目
指
し
、「
国
公
立
大
合
格
」を
目
標
に
掲
げ
た
。

教
師
の
誰
も
が
「
無
理
だ
」
と
感
じ
て
い
た
中
で
、
石

田
校
長
が
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
大
学
進
学
の
意
義
や
国

公
立
大
の
魅
力
を
生
徒
に
伝
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

学
力
が
高
く
、
進
学
意
欲
も
あ
っ
た
３
人
が
受
験
を
決

意
し
た
。
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
指
導
し
た
結
果
、
3

人
と
も
推
薦
入
試
に
よ
り
、
国
公
立
大
に
合
格
し
た
。

続
く
11
年
度
も
、
２
人
が
国
公
立
大
に
合
格
。
そ
う
し

た
実
績
が
積
み
重
な
る
に
つ
れ
、
教
師
の
意
識
は
「
無

理
に
決
ま
っ
て
い
る
」
か
ら
「
挑
戦
す
れ
ば
出
来
る
」

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
教
務
主
任
の
木
村
浩
行
先
生

は
こ
う
語
る
。

　
「
教
師
は
生
徒
に
対
し
て
先
入
観
を
持
っ
て
指
導

し
て
い
た
と
反
省
し
ま
し
た
。
生
徒
自
身
も
高
校
入

学
以
前
の
成
功
体
験
の
乏
し
さ
か
ら
、
自
分
が
大
学

に
合
格
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、
低
学
年
次
か
ら
目
標
を
持
た
せ
、
３
年
間
し
っ

か
り
指
導
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
の
可
能
性
を
大

き
く
広
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

入
学
時
に
国
公
立
大
を
目
指
す
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
た
め
、
教
師
が
生
徒
に
大
学
進
学
の
意
義
を
説
い

て
い
た
が
、ほ
ぼ
毎
年
合
格
者
が
出
る
よ
う
に
な
る
と
、

次
第
に
生
徒
か
ら
国
公
立
大
へ
の
進
学
志
望
を
口
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
校
内
の
指
導
体
制

＊２　GTZ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、
コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。

＊３　ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの15 段階があり、
基礎力診断テストでは、そのうち「Ａ２」～「Ｄ３」で評価される。

誰
も
が
無
理
だ
と
感
じ
て
い
た

国
公
立
大
合
格
へ
の
挑
戦

「マナトレコンクール」はクラス対抗のため、競争心を持って取り組む生徒が多
く、平均点は高い水準で推移している。 　　　　＊学校資料をそのまま掲載

「マナトレコンクール」　国語の問題図
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の
強
化
に
努
め
て
お
り
、
現
在
は
進
学
志
望
者
に
対
し

て
、
各
教
科
の
教
師
が
分
担
し
て
小
論
文
や
面
接
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
志
望
動
機
作
成
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　

電
子
機
械
科
の
あ
る
生
徒
は
、
部
活
動
で
ロ
ボ
ッ
ト

製
作
に
没
頭
し
、「
青
森
県
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技

大
会
」
で
優
勝
し
た
。
全
国
大
会
で
は
上
位
に
進
め
な

か
っ
た
が
、
そ
の
悔
し
さ
か
ら
「
大
学
で
ロ
ボ
ッ
ト
に

つ
い
て
学
び
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
、
当
初
の

就
職
志
望
か
ら
大
学
志
望
に
変
更
。
本
人
の
熱
意
と
教

師
の
指
導
が
実
り
、
弘
前
大
に
合
格
し
た
。
電
子
機
械

科
主
任
の
田
村
博
文
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
学
力
的
に
は
国
公
立
大
合
格
は
厳
し
い
状
況
で

し
た
が
、教
師
た
ち
が
全
力
で
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

励
ま
し
続
け
ま
し
た
。
面
接
で
は
自
作
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
持
参
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
必
死
に
熱
意
を

伝
え
た
こ
と
が
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
思
い
ま

す
」

　

15
年
度
入
試
で
は
10
人
が
国
公
立
大
を
受
験
し
、
過

去
最
高
の
６
人
が
合
格
し
た
。
そ
う
し
た
成
績
上
位
層

の
進
学
意
欲
の
高
ま
り
か
ら
刺
激
を
受
け
、
中
・
下
位

層
の
生
徒
も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
努
力
す
る
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
目
標
と
す
る
資
格
を
取
得
し
て
も
満
足
せ
ず
に
、

更
に
上
位
の
資
格
を
目
指
す
生
徒
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
学
級
内
で
教
え
合
う
姿
も
よ
く
見

ら
れ
、
み
ん
な
で
学
び
に
向
か
う
雰
囲
気
が
出
て
き

て
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

生
徒
の
姿
や
校
内
の
雰
囲
気
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
で
、
地
域
住
民
か
ら
の
評
価
も
一
変
し
た
。

　

以
前
は
、
地
域
か
ら
荒
れ
て
い
る
高
校
と
思
わ
れ
て

い
た
が
、
今
で
は
生
徒
の
礼
儀
正
し
さ
や
進
学
実
績
、

就
職
率
の
高
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
、『
生
徒
を
し
っ
か

り
と
育
て
て
い
る
学
校
』
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
校
の
入
学
者
は
、
周
囲
か
ら
『
良
い
高
校
に
入

っ
た
ね
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
な
ど
、
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
る
高
校
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
生
徒
が
母
校
の
中
学
校
を
訪
問
し
、
中
学
校

の
教
師
か
ら
高
校
へ
の
要
望
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
「
生
徒
が
し
っ
か
り
と
育
っ
て
い
て
あ

り
が
た
い｣

「
以
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
驚
い
た
」

と
い
っ
た
、
同
校
の
教
育
活
動
を
高
く
評
価
す
る
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
10
年
間
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
良
い
学
校
に

変
化
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど

り
着
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
道
な
努
力
が
実
っ
て

上
昇
気
流
に
乗
り
始
め
、
よ
う
や
く
進
学
指
導
の
入

り
口
に
立
っ
た
と
い
う
認
識
で
す
。
今
後
は
、
指
導

を
組
織
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
課
題
で
す
。主
体
的
に
学
ぶ
生
徒
の
育
成
に
努
め
、

進
学
・
就
職
の
両
面
で
、
よ
り
多
く
の
生
徒
の
志
望

を
実
現
で
き
る
よ
う
、
高
み
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
畑
中
先
生
）

か
つ
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
拭
い
去
り

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
高
校
へ

若手教師が語る、指導変革への　　　　

教師が熱意を持てば
生徒は必ず応えてくれる
基礎学力向上委員会委員長　渡辺　充

　基礎学力が定着していないと、進学でも就職でも志
望を実現することが難しくなります。基礎学力向上委
員会の委員長として、「マナトレ」や「基礎力診断テ
スト」などを活用し、いかに生徒の基礎学力を高める
かを考え続けてきました。結果として、生徒の学力や
学習意欲が徐々に向上し、毎年のように国公立大合格
者が出る高校になったことに大きな喜びを感じてい
ます。
　本校の生徒にとって進学や就職、また資格取得は大
きな目標ではありますが、それが最終的な到達点では
ありません。本校では、工業高校として、一流の技術
者を育てるための指導を大切にしていきたいと思っ
ています。優れた技術者となるためには、自分の専
門とは異なる分野への興味や幅広い視野を持ったり、
努力を続けたりすることが素養として欠かせません。
そこで、担当教科の数学の授業でも、生徒に自分が
目指す目標とは一見関係がないように思えても、しっ
かり学ぶことが技術者としての成長につながるとい
うことを、何度も繰り返し話しています。
　これまでの実践を通し、教師の熱意には生徒は必ず
応えてくれることを実感しました。「渡辺先生がいる
から頑張れる」と、最後まで諦めずに学習した生徒も
います。これからも生徒とのコミュニケーションを大
切にし、生徒が自ら育っていく姿を感じていきたいと
思います。

の情熱
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進学実績向上

基礎・基本の定着と
上位層への意識喚起で
全生徒の力を伸ばす

◎勤労青年たちが教師を招いて開校
した夜間中学講習会が前身。校訓は
「好学・自治・協力・質実・奉仕」。
２００４年に現在地に移転、０７年に中
学校を併設した。１５年度、新潟県魅
力ある私立高等学校づくり支援事業
「国際人材の育成」の指定を受ける。

国公立大は、北海道大、東北大、筑
波大、東京大、東京工業大、新潟大、
名古屋大、京都大、新潟県立大などに
165人が合格。私立大は、慶應義塾大、
東京理科大、明治大、早稲田大、同
志社大、立命館大、関西学院大などに
延べ 650人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現浪計）

1921（大正10）年

全日制／普通科／共学

１学年約420人

住所
　

電話

Web Site

〒950-0116
新潟県新潟市江南区北山1037

025-257-2131

14
指導変革の

成果実践背景

◎自由な校風を重ん
じて、学習面も生徒
の自主性に任せてい
た。その結果、成績
上位層の生徒を伸ば
し切れなかった

変革のステップ

◎宿題と連動した朝
テスト、家庭学習時間
調査で、家庭学習習
慣と基礎の定着を図
る。グローバル教育な
どにより、進路意識を
喚起

◎東京大・京都大を
始めとする難関国公
立大の志望者・合格
者が増加。生徒が更
に上の目標を目指す
ように

http://www.niigata-meikun.ed.jp/

新潟県・私立

新潟明訓中学・高校

　

新
潟
市
内
に
あ
る
私
立
新
潟
明
訓
中
学
・
高
校
は
、

こ
こ
十
数
年
で
急
速
に
進
学
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

２
０
０
４
年
に
現
在
地
に
移
転
後
、
国
公
立
大
合
格
者

は
そ
れ
ま
で
の
70
人
前
後
か
ら
１
６
０
人
を
超
え
る
ま

で
に
な
り
、
医
学
部
医
学
科
合
格
者
も
輩
出
。
中
高
一

貫
ク
ラ
ス
１
期
生
卒
業
時
の
13
年
に
は
、東
京
大
３
人
、

京
都
大
１
人
の
現
役
合
格
者
が
出
た
。
そ
の
背
景
に
は

「
生
徒
の
力
を
伸
ば
し
切
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
教
師
の
思
い
に
端
を
発
し
た
学
校
改
革
が
あ
っ

た
。
進
路
指
導
部
長
の
坂
田
義
史
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
生
徒
の
ほ
ぼ
全
員
が
大
学
進
学
を
希
望
し
、
う

ち
８
〜
９
割
が
国
公
立
大
志
望
者
で
す
。
し
か
し
、

改
革
以
前
の
国
公
立
大
合
格
者
数
は
、
１
学
年
の
２

割
程
で
し
た
。
当
時
の
本
校
は
自
由
な
校
風
が
特
徴

で
、
生
徒
の
学
校
へ
の
満
足
度
が
高
い
半
面
、
学
習

面
に
つ
い
て
は
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
過
ぎ
る
傾
向

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
し

切
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
」

　

移
転
前
は
伝
統
あ
る
私
立
高
校
と
し
て
、
県
内
で
も

成
績
上
位
層
の
生
徒
が
入
学
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

郊
外
に
移
転
後
は
、
市
の
中
心
部
へ
通
学
を
希
望
す
る

層
が
受
験
を
回
避
す
る
よ
う
に
な
り
、
08
年
に
公
立
高

校
が
全
県
一
区
と
な
っ
て
か
ら
は
、
更
に
入
学
者
の
学

力
層
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
生
徒
の
気
質
も
変
わ
っ
た

と
、進
路
指
導
副
部
長
の
寺
澤
琢た

く

磨ま

先
生
は
指
摘
す
る
。

生
徒
の
学
力
・
気
質
の
変
化
に
応
じ

指
導
の
転
換
を
決
意
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「
以
前
の
生
徒
に
は
、
難
問
に
も
自
ら
食
ら
い
付

く
力
強
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
08
年
以
降
は
、
素
直

で
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
一
方
、
受
け
身
の
姿
勢
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
上
を
目
指
そ
う
と
す

る
欲
が
な
く
、自
ら
学
習
し
よ
う
と
し
な
い
た
め
か
、

基
礎
・
基
本
が
な
か
な
か
身
に
付
か
ず
、
難
問
を
解

く
楽
し
さ
も
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
」

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
潜
在
能
力
の
あ
る
生

徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
上
を
目
指
す
気
概
を
持
た

せ
ら
れ
る
よ
う
、
教
師
が
手
を
掛
け
る
指
導
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
た
。

　

最
も
大
き
な
課
題
は
、
家
庭
学
習
時
間
の
不
足
だ
っ

た
。
当
時
、
生
徒
の
１
日
の
平
均
家
庭
学
習
時
間
は
、

１
年
生
で
１
時
間
弱
、
３
年
生
で
も
１
・
５
時
間
程
度

で
あ
り
、
学
習
量
の
不
足
が
入
試
結
果
に
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

そ
こ
で
実
施
し
た
の
が
、
１
・
２
年
生
対
象
の
朝
テ

ス
ト
だ
。
こ
れ
は
、
毎
朝
Ｓ
Ｈ
Ｒ
前
の
15
分
間
に
行
う

小
テ
ス
ト
で
、
国
数
英
は
週
に
１
回
ず
つ
、
世
界
史
・

日
本
史
・
地
理
・
物
理
・
化
学
・
生
物
は
曜
日
に
よ
っ

て
選
択
さ
せ
る
と
い
う
形
式
だ
。
問
題
は
、
前
週
の
授

業
で
学
ん
だ
内
容
を
中
心
に
出
題
。
宿
題
に
き
ち
ん
と

取
り
組
め
ば
得
点
で
き
る
テ
ス
ト
内
容
に
し
て
、
生
徒

に
家
庭
学
習
を
促
す
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。
得
点
は
各

教
科
の
成
績
評
定
に
加
味
し
、
得
点
が
７
割
未
満
だ
っ

た
場
合
は
、
放
課
後
の
講
習
や
課
題
の
再
提
出
な
ど
を

義
務
付
け
た
。
そ
う
し
た
仕
組
み
を
構
築
し
、
基
礎
・

基
本
の
定
着
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

更
に
、
寺
澤
先
生
は
担
当
教
科
の
数
学
で
、
課
題
を

提
出
し
て
い
な
い
生
徒
、
朝
テ
ス
ト
で
得
点
が
７
割
未

満
だ
っ
た
生
徒
を
対
象
に
、
週
１
回
、
放
課
後
に
質
問

会
を
開
い
て
い
る
。

　
「
効
果
的
な
学
習
方
法
の
１
つ
は
、
教
師
に
質
問

し
、
出
来
る
だ
け
早
く
つ
ま
ず
き
を
解
決
す
る
こ
と

で
す
。
教
師
に
気
軽
に
質
問
で
き
る
場
を
設
け
、
日

頃
、
課
題
を
解
け
ず
に
困
っ
て
い
る
生
徒
に
こ
そ
、

前
向
き
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
寺
澤
先
生
）

　

家
庭
学
習
時
間
調
査
も
始
め
た
。
毎
朝
、
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で

前
日
に
家
で
学
習
し
た
教
科
と
そ
の
学
習
時
間
を
書
か

せ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
月
ご
と
に
集
計
。
家

庭
学
習
時
間
と
成
績
の
相
関
を
分
析
し
、
担
任
が
面
談

な
ど
で
学
習
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
際
に
活
用
す
る
。

　
「
担
任
が
最
も
注
意
し
て
い
る
の
は
、
学
習
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
果
が
表
れ
て
い
な
い
生

徒
で
す
。
課
題
の
提
出
状
況
や
家
庭
学
習
時
間
な
ど

を
総
合
的
に
見
て
、
学
習
方
法
に
問
題
が
な
い
か
を

探
り
ま
す
。
つ
ま
ず
き
が
見
つ
か
れ
ば
、
該
当
教
科

の
担
当
教
師
に
相
談
に
行
く
よ
う
に
促
し
、
学
習
方

法
の
改
善
に
結
び
付
け
て
い
ま
す
」（
坂
田
先
生
）

　

面
談
週
間
は
年
３
回
あ
る
が
、
大
半
の
担
任
は
必
要

に
応
じ
て
、
昼
休
み
や
放
課
後
に
随
時
面
談
を
行
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
学
年
団
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
も

同
校
の
強
み
だ
。
生
徒
か
ら
の
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
見
る
と
、「
先
生
は
私
た
ち
の
意
見
を
よ
く

聞
い
て
く
れ
る
」「
先
生
は
学
習
面
で
自
分
が
努
力
し

た
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
」
な
ど
の
項
目
が
い
ず
れ
も

90
％
以
上
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
教
師
が
積
極

的
に
生
徒
に
か
か
わ
っ
て
い
る
表
れ
だ
。
教
師
と
生
徒

と
の
距
離
の
近
さ
が
信
頼
関
係
を
生
み
、
生
徒
が
教
師

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校

寺
澤
琢
磨　
て
ら
さ
わ
・
た
く
ま

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
進
路
指
導

副
部
長
。「
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
ず
に
、
生
徒
の
笑
顔
と
頑

張
り
を
引
き
出
し
た
い
」

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校

坂
田
義
史　
さ
か
た
・
よ
し
ふ
み

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「
礼
儀
と
け
じ
め
を
し
っ
か
り
し
、
あ
り
が
と
う
・

ご
め
ん
な
さ
い
を
素
直
に
言
え
る
人
に
育
て
た
い
」

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校

柴
岡
友
洋　
し
ば
お
か
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
４
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。総
務
副
部
長
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
係
長
。「
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
よ

う
、
私
自
身
も
常
に
学
び
続
け
る
」

朝
テ
ス
ト
を
宿
題
と
連
動
さ
せ

家
庭
学
習
習
慣
と
基
礎
の
定
着
を
促
す

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校
校
長

大
滝
祐
幸　
お
お
た
き
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
42
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「
生
徒
は
学

ぶ
目
的
と
目
標
を
求
め
て
い
る
。
倫
理
性
の
高
い
目
的

と
目
標
を
手
に
し
た
生
徒
は
自
分
の
力
で
歩
き
始
め
る
」

家
庭
学
習
時
間
な
ど
の
客
観
デ
ー
タ
を

面
談
に
生
か
し
、
き
め
細
か
く
指
導
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の
言
葉
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
る
姿
勢
が
定
着
し
て
き

て
い
る
こ
と
が
、
好
循
環
を
生
ん
で
い
る
。

　

国
公
立
大
合
格
者
が
毎
年
３
桁
を
超
え
る
よ
う
に
な

る
と
、
次
の
課
題
に
挙
が
っ
た
の
は
難
関
国
公
立
大
へ

の
合
格
だ
。
当
時
、
旧
帝
大
へ
の
進
学
実
績
は
東
北
大

の
み
で
、
東
京
大
・
京
都
大
の
志
望
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
か
つ
て
は
、
東
京
大
や
京
都
大
の
合
格
実
績
が

な
か
っ
た
た
め
、
合
格
を
狙
え
る
力
が
あ
る
生
徒
で

も
、
東
京
大
や
京
都
大
を
現
実
的
な
目
標
と
し
て
据

え
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
い
目
標

や
志
を
育
み
、
更
に
上
を
目
指
す
意
欲
を
喚
起
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
坂
田
先
生
）

　

成
績
上
位
層
の
生
徒
を
中
学
校
段
階
で
確
保
す
る
た

め
に
、
07
年
度
に
中
学
校
を
併
設
し
た
。
中
学
校
低
学

年
時
か
ら
難
関
大
を
目
標
に
す
る
意
義
を
伝
え
る
こ
と

で
、
よ
り
高
み
を
目
指
す
雰
囲
気
を
校
内
に
醸
成
し
て

い
っ
た
。

　

難
関
大
を
目
指
す
生
徒
の
集
団
づ
く
り
も
進
め
た
。

寺
澤
先
生
が
担
当
し
た
学
年
で
は
、
高
校
２
年
生
か
ら

放
課
後
に
数
学
の
特
別
講
習
「
錬
成
会
」
を
実
施
し
、

授
業
で
は
な
か
な
か
扱
え
な
い
難
易
度
の
高
い
問
題

や
、
授
業
で
は
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
分
野
の
問
題
を

中
心
に
演
習
に
取
り
組
ま
せ
た
。
こ
れ
は
、
中
入
生
・

高
入
生
の
ク
ラ
ス
別
で
実
施
。各
40
人
程
が
参
加
し
た
。

　
「
朝
テ
ス
ト
や
課
題
で
生
徒
全
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト

は
充
実
し
て
い
る
半
面
、
上
位
層
の
生
徒
へ
の
指
導

が
手
薄
だ
っ
た
の
が
当
時
の
課
題
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
が
先
決
で
す
が
、
そ
れ
が

出
来
て
い
る
生
徒
に
は
、
難
問
が
解
け
る
喜
び
や
問

題
を
解
く
楽
し
さ
を
経
験
さ
せ
、
意
欲
が
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
た
」（
寺
澤
先
生
）

　

現
在
、
同
校
が
力
を
入
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

に
も
、
生
徒
が
志
を
持
っ
た
進
路
選
択
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
12
年
度
か
ら
同
校

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
改
革
を
主
導
し
て
い
る
大
滝
祐ひ

ろ

幸ゆ
き

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
の
方
針
は
、
大
学
進
学
後
も
力
を
発
揮
で

き
る
生
徒
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
世
界
に
目
を
向
け

て
自
分
の
将
来
を
思
い
描
く
過
程
で
、
自
分
が
な
ぜ

学
ぶ
の
か
、
な
ぜ
大
学
に
行
く
の
か
を
考
え
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
内
発
的
な
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
こ

と
で
、
更
に
上
を
目
指
せ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的

に
進
学
実
績
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

高
校
１
年
生
の
春
休
み
に
は
、
ア
メ
リ
カ
研
修
を
実

施
。
11
日
間
、
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
語
学
研

修
や
大
学
訪
問
、
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
。
定

員
は
40
人
で
、
希
望
者
の
中
か
ら
成
績
、
英
語
力
、
志

望
動
機
な
ど
を
総
合
し
て
選
抜
す
る
。

　

研
修
で
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
留
学
生
対
象
の

英
語
学
校
で
行
う
語
学
研
修
だ
。
各
自
の
英
語
力
に
応

じ
た
ク
ラ
ス
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
、
中
東
な
ど
、

英
語
が
母
国
語
で
は
な
い
留
学
生
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
る
。下
の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
は
日
常
会
話
か
ら
学
び
、

上
の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
で
は
英
語
で
討
論
も
行
う
。

　

生
徒
が
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
の
は
、
諸

外
国
の
留
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ

だ
。
総
務
副
部
長
の
柴
岡
友
洋
先
生
は
こ
う
言
う
。

　
「
他
国
の
留
学
生
は
、
英
語
力
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
く
て
も
積
極
的
に
発
言
し
ま
す
。本
校
の
生
徒
は
、

筆
記
試
験
で
高
得
点
を
取
れ
て
も
、
彼
ら
の
積
極
性

に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
議
論
に
付
い
て

い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
最
終
日
に
近
付

く
に
つ
れ
、
会
話
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
で
果
敢
に
討

論
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
。
11
日
間
で
、
彼
ら
の
表
情
や
考
え
方
が

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
」

　

学
校
に
い
な
が
ら
海
外
研
修
と
同
様
の
経
験
が
出
来

る
よ
う
に
行
う
の
が
、「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
だ
。
７
月
下
旬
に
中
学
３
年
生
は
３
日
間
、
高

校
１
・
２
年
生
は
５
日
間
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
の
学
生
や
東
京
大
の
外
国
人
留
学
生
を
招
き
、

交
流
活
動
を
す
る
。
中
学
３
年
生
は
全
員
、
高
校
１
・

「
い
な
が
ら
留
学
」
で

な
ぜ
、学
ぶ
の
か
を
考
え
さ
せ
る

上
位
層
の
生
徒
へ
の
指
導
を
手
厚
く
し

難
関
大
を
目
指
す
生
徒
を
育
て
る

海
外
研
修
で

諸
外
国
の
留
学
生
と
英
語
で
討
論

38October  2015



今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１０月号指導変革の軌跡「石川県・私立北陸学院中学・高校」など
　　http: //berd.benesse.jp 　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

２
年
生
は
選
抜
制
で
定
員
は
１
３
０
人
。
15
年
度
は
外

国
人
留
学
生
26
人
が
同
校
を
訪
れ
、
同
校
の
生
徒
５
、

６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
外
国
人
留
学
生
が
１
人
ず
つ
入

り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
（
図
）。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
自
由
に

話
し
合
い
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
学
校
環
境
」

「
高
齢
化
社
会
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
課
題
や
解

決
策
を
考
え
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ポ
ス
タ
ー
や
寸
劇
な

ど
の
方
法
で
成
果
を
発
表
し
た
。
議
論
の
進
行
は
外
国

人
留
学
生
が
行
う
が
、
大
学
教
員
な
ど
３
人
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
が
議
論
を
整
理
し
、
進
行
を
助
け
る
。
生

徒
同
士
は
日
本
語
で
話
し
て
も
よ
い
が
、
外
国
人
留
学

生
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は
全
て
英
語
で
話
す
。

　
「
外
国
人
留
学
生
は
、
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の

か
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
ど
う
生
か
し
て
い
き
た

い
の
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
留
学

生
の
前
向
き
な
姿
勢
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
で
、

生
徒
は
自
分
が
将
来
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
語
力
の

不
足
を
痛
感
し
、
英
語
を
し
っ
か
り
学
ば
な
け
れ
ば

と
再
認
識
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
受
験
勉
強
や
大
学

の
先
を
見
据
え
、
真
の
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
付
け
る
、

と
て
も
効
果
的
な
取
り
組
み
で
す
」（
柴
岡
先
生
）

　

15
年
度
入
試
で
は
高
入
生
が
初
め
て
東
京
大
に
合
格

し
た
。
そ
れ
も
「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
」
に
こ
だ
わ
り
続

け
た
結
果
だ
と
、
教
師
は
感
じ
て
い
る
。
15
年
度
の
3

年
生
は
、
１
学
期
時
点
で
10
人
以
上
が
東
京
大
志
望
を

表
明
し
た
。
そ
れ
も
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　
「『
東
京
大
に
行
き
た
い
』
と
い
う
言
葉
が
、
生
徒

の
口
か
ら
自
然
と
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
何
よ
り

の
変
化
で
す
。
こ
の
流
れ
を
大
切
に
し
、
今
後
は
毎

年
２
桁
の
東
京
大
合
格
者
を
出
し
続
け
る
と
共
に
、

あ
ら
ゆ
る
学
力
層
の
生
徒
の
志
望
実
現
を
後
押
し
す

る
こ
と
が
、
本
校
の
更
な
る
躍
進
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
我
々
教
師
が
し
っ
か
り
目
線
を
合
わ

せ
、
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」（
坂
田
先
生
）

＊学校資料を基に編集部で作成

2015年度「エンパワーメントプログラム」（高校生用）図

若手教師が語る、指導変革への　　　　

教育はチームプレイ
周りの先生との協力関係を築く

総務副部長　柴岡友洋

　大学卒業後、外食チェーンの正社員として４年間働
きました。店長として後輩社員やアルバイトに仕事を
教えていく中で、人を育てる楽しさや素晴らしさを知
り、人の成長を支える仕事を一生の仕事にしたいと考
えるようになりました。そして、社会人枠で大学に入
り直し、高校の公民科、中学校の社会科、小学校の教
員免許を取得して、念願の教師になりました。
　本校に赴任してからは、試行錯誤の連続です。最も
強く感じている課題は、志望校をなかなか決められな
い生徒が多いこと。生徒に直接話を聞かなければ分か
りませんから、始業前や昼休み、放課後などに面談を繰
り返し行っています。また、学習方法が分からないと
いう生徒も少なくありません。そのような生徒への指
導で私が心掛けているのは、生徒が各教科でどのよう
な指導を受けているのかを把握することです。先生方
がそれぞれの授業でどのような点を大事にしているの
か、国公立大の個別学力試験対策の補習を生徒はどの
ように受けているのかなど、他教科の先生方と密にコ
ミュニケーションを取って情報交換に努めています。
　４年間勤務して感じるのは、教育はチームプレイ
だということです。周りの先生方と協力関係を築き、
生徒がより成長できる環境を整えていくことが重要
だと感じています。今後、学年の枠を超えて、実践例
を共有したり、話し合う場をつくったりして、先輩方
から更に多くのことを学んでいきたいと思います。

の情熱

9:00-9:50 10:00-10:50 11:00-11:50 13:00-13:50 14:00-14:50

１
日
目

オープニングセ
レモニー

自己紹介 英語コミュニケーショ
ン力を高める活動（１）

スモールグループ・ディス
カッション（１）テーマ：
Positive thinking

２
日
目
スモールグループ・ディスカッショ
ン（２）テーマ：My identity

英語コミュニケーショ
ン力を高める活動（２）

プロジェクト（１）　学校環
境により優しくなろう

３
日
目
スモールグループ・ディスカッショ
ン（３）テーマ：Leadership

英語コミュニケーショ
ン力を高める活動（３）

プロジェクト（２）　高齢化
社会について考える

４
日
目

スモールグループ・ディ
スカッション（４）テーマ：
Globalization 

留学生のモデル・プレゼンテー
ション（夢とその実現のため
に努力していること）

プロジェクト（３）　世界で
起こっている問題の解決策
を考えて、具体的に行動を
起こしてみよう

５
日
目

スモールグループ・ディ
スカッション（５）テーマ： 
自分の将来の目標

プレゼンテーションの準備 プレゼンテーション、クロージ
ングセレモニー
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愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校
で
は
、
生

徒
の
４
〜
５
割
程
度
が
進
学
す
る
が
、

そ
の
ほ
ぼ
全
員
が
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
を

利
用
す
る
。
面
接
に
関
連
す
る
ツ
ー
ル

は
上
の
２
点
の
他
に
、
生
徒
が
自
分

の
高
校
生
活
や
性
格
に
つ
い
て
整
理
す

る
「
面
接
指
導
準
備
シ
ー
ト
」
が
あ
る
。

し
か
し
、
模
擬
面
接
で

面
接
官
役
の
教
師
が
手

に
し
、
指
導
に
使
う
の

の
は
上
の
２
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
普

段
は
生
徒
が
保
管
し
、

模
擬
面
接
の
度
に
生
徒

が
持
参
す
る
こ
と
に
な

る
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

狙
い
と
機
能

志
望
を
深
め
、
進
路
を
語
り
合
う

雰
囲
気
を
ク
ラ
ス
に
醸
成
す
る

愛知県立東海商業高校・新美廣勝先生
推薦・ＡＯ入試受験者用「面接指導個票」と「指導の記録」

面接指導個票　
　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　

① 試験日

　月　　　　　日（　　　）

② 試験の種類（○で囲みなさい）

a. 指定校（グループ）推薦　b. 公募推薦　c. AO・自己推薦　d.その他

④ 面接方式

面接時間　　　　分程度　　【a. 個人面接　b. 集団面接】

⑤ 過去の質問

③ 受験校
学校名 学部名 学科名 専攻（コース）名

指導の記録　※最初と最後は担任に面接してもらうこと

日時 指導者 評価・コメント

第
１
回

担任 マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
２
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
３
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
４
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
５
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
６
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
７
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
８
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

第
９
回

マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

最　

後

担任 マナー（　）　意欲（　）　目的意識（　）　論理性（　）
表現力（　）　知識・関心（　）　独自性（　）

指導後、評価できるポイントに○、改善の余地があるところに△を記入した上で、コ
メントの記入をお願いします

３
年
生
・
２
学
期
後
半

面
接
対
策
指
導
ツ
ー
ル

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
共
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
受
験
者
を
対
象
に
し
た
「
面
接
対
策
指
導
ツ
ー
ル
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
３
学
年
担
任
。

生
徒
会
部
。
商
業
科
。「
自
分
へ
の
自
信
と
、
母
校
へ
の
誇

り
を
持
っ
た
、
社
会
に
愛
さ
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
３
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
。
数
学
科
。「
正
し
い
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、

選
ん
だ
道
を
正
し
い
も
の
に
出
来
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

愛
知
県
立

東
海
商
業
高
校　

新
美
廣
勝　

に
い
み
・
ひ
ろ
か
つ

群
馬
県
立

太
田
高
校　

新
井
高
広　

あ
ら
い
・
た
か
ひ
ろ

改良！指導ツール

②

④

③

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

　）論理性（　）
自性（　）

面接指導個票は、生徒が事前に
進路指導室の資料などを使って、
面接方式や過去の主な質問を調
べ、記入しておくもの。面接官
役の教師はここに書かれた内容
を参考に模擬面接を実施する。

指導の記録は、面接官を務めた教師が、
マナー、意欲、表現力などの項目につい
て○・△の２段階で評価し、コメントを
記入する。担任は、最初と最後の面接を
担当する。それ以外の回で、面接官をど
の教師に頼むかは、生徒が自由に決める
ことが出来る。

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
主
幹
教
諭
。

渉
外
広
報
部
長
。英
語
科
。「
伯
楽
に
は
な
れ
な
い
が
、ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
係
と
な
っ
て
、
個
々
の
良
さ
を
照
ら
し
た
い
」

宮
崎
県
立

延の
べ

岡お
か

星せ
い

雲う
ん

高
校　

栁
井
健
二　

や
な
い
・
け
ん
じ
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新
美　

本
校
で
は
、
模
擬

面
接
を
10
回
程
度
受
け
る

生
徒
も
い
ま
す
。
確
か
に
、

面
接
の
前
に
は
練
習
は
必
要
で
す
が
、
そ

の
回
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
今
回
の
練
習
で

は
何
が
テ
ー
マ
な
の
か
、
教
師
と
生
徒
で

確
認
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

栁
井　

生
徒
の
中
に
は
、

面
接
官
の
質
問
に
流
ち
ょ

う
に
答
え
る
こ
と
を
重
視

し
過
ぎ
て
い
る
者
が
い
ま
す
。
実
は
、
私

自
身
も
若
い
頃
、「
面
接
は
、
生
徒
に
志

望
理
由
を
暗
記
さ
せ
て
臨
め
ば
よ
い
」
と

考
え
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
対
策
で
は
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

の
面
接
試
験
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
志
望

先
に
対
す
る
生
徒
の
熱
意
を
高
め
、
自
分

の
言
葉
で
思
い
を
語
れ
る
よ
う
に
す
る
指

導
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
美　

志
望
先
へ
の
思
い
よ
り
も
、
志
望

先
に
関
す
る
情
報
・
知
識
を
披
露
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
生
徒
も

い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
を
調
べ
る
こ
と
は

面
接
に
臨
む
上
で
の
大
前
提
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
受
験
生
と
し
て
魅
力
的
に
見
え

る
か
と
い
え
ば
疑
問
で
す
。

新
井　

特
に
学
問
分
野
な

ど
の
知
識
の
量
を
ひ
け
ら

か
す
と
、
面
接
官
か
ら
質

問
攻
め
に
遭
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
、
生
徒
は
途
中
か
ら
「
こ
れ

は
圧
迫
面
接
で
は
な
い
か
」
と
不
安
に
な

り
、
志
望
先
へ
の
思
い
を
十
分
に
伝
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
面
接
で
は
、高
校
で
の
経
験
を
基
に
、

大
学
生
活
へ
の
熱
意
を
語
る
こ
と
を
大
切

に
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

栁
井　

そ
の
た
め
に
は
、
修
学
旅
行
の
班

長
や
行
事
リ
ー
ダ
ー
な
ど
見
落
と
し
が
ち

な
日
常
の
体
験
か
ら
、
生
徒
の
魅
力
を
一

緒
に
掘
り
起
こ
す
よ
う
な
面
接
指
導
が
必

要
で
す
。生
徒
が「
自
分
の
こ
こ
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
を
個
票
に

書
き
、
そ
れ
を
意
識
し
た
上
で
、
模
擬
面

接
に
臨
ん
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

新
井　

生
徒
自
身
が
考
え
る
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
が
事
前
に
分
か
れ
ば
、
そ
の
生
徒

の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
教
師
が
模
擬
面

接
を
担
当
し
て
も
、
生
徒
の
志
望
を
掘
り

下
げ
、
志
望
へ
の
思
い
を
確
か
め
る
質
問

を
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
出
来
ま
す
ね
。

新
美　

一
方
で
、
既
に
関
係
性
の
出
来
た
、

自
分
が
心
を
許
せ
る
教
師
に
し
か
面
接
官

役
を
頼
ま
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
本
当

は
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
教
師
、

も
っ
と
い
え
ば
、
相
性
が
合
わ
な
い
よ
う

な
タ
イ
プ
の
教
師
に
面
接
官
役
を
頼
み
、

相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

に
気
付
か
せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

新
井　

複
数
の
教
師
が
面
接
官
役
を
務
め

る
の
で
す
か
ら
、
生
徒
、
教
師
双
方
が
そ

の
都
度
、
課
題
を
確
認
し
た
上
で
模
擬
面

接
に
臨
み
た
い
で
す
ね
。
面
接
が
終
わ
る

度
に
生
徒
が
感
想
や
決
意
を
書
き
込
み
、

教
師
の
評
価
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
保
管
で

き
る
ツ
ー
ル
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

課題と解決策

志
望
先
へ
の
熱
意
を
高
め
、
思
い
を
語
る
言
葉
を
豊
か
に
す

る
面
接
対
策
の
目
的
を
生
徒
と
教
師
で
共
有
す
る

自
身
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
生
徒
自
身
が
把
握
し

た
上
で
、
面
接
指
導
に
臨
ま
せ
る

た
く
さ
ん
の
教
師
が
面
接
官
役
を
務
め
る
か
ら
こ
そ
、

各
面
接
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
次
の
面
接
に
引

き
継
げ
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要

検討会で明らかになった課題を踏まえ
「面接指導個票」「指導の記録」を改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

「
聞
か
れ
た
こ
と
に
答
え
る
」
か
ら

「
自
分
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
る
」へ

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

◎
全
日
制 

／
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
情
報
科
（
１
年

次
は
両
科
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
２
年
次
よ
り
分

か
れ
る
）
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年

制
大
進
学
30
人
、
短
大
進
学
11
人
、
専
門
学
校
進
学

65
人
、
就
職
１
６
９
人
。

群
馬
県
立
太
田
高
校

◎
全
日
制 

／ 

普
通
科
／ 

男
子
校
／
１
学
年
約

２
８
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
北
大
、
群
馬
大
な
ど
に

１
６
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京

理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
６
９
人
が
合
格
。

宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学

／
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
九
州
大
、
九
州
工
大
、
熊
本
大
な
ど
に

33
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
法
政
大
、
関
西
大
、
福

岡
大
な
ど
に
延
べ
１
４
７
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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面
接
指
導
個
票
に
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ

入
試
に
関
す
る
客
観
情
報
だ
け
で
な

く
、
入
試
に
臨
む
生
徒
自
身
の
思
い
を

書
き
込
み
、
面
接
で
志
望
先
に
１
番
伝

え
た
い
こ
と
（
自
分
の
こ
だ
わ
り
や
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど
）
を
意
識
さ
せ

た
上
で
模
擬
面
接
に
取
り
組
む
よ
う
に

配
慮
し
た
。
な
お
、「
君
が
面
接
で
１

番
伝
え
た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
回

答
を
暗
記
し
て
面
接
に
臨
む
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
文
章
化
は
さ
せ
ず
に
、
あ

え
て
キ
ー
ワ
ー
ド
レ
ベ
ル
で
の
記
述

に
と
ど
め
る
こ
と
を
推
奨
す
る
声
が
上

が
っ
た
。

　

指
導
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
教
師
の

コ
メ
ン
ト
欄
（
良
か
っ
た
と
こ
ろ
・
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
）
と
、
生
徒
が
次
回

の
模
擬
面
接
に
向
け
て
の
課
題
を
整
理

す
る
欄
を
設
け
た
。
次
の
面
接
担
当
の

教
師
は
指
導
の
記
録
を
見
て
、
前
回
の

課
題
と
な
っ
た
点
が
ど
う
変
わ
っ
た
か

も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
指
導
の
連
続

性
を
高
め
る
狙
い
だ
。

改
訂
後
の
狙
い
と
機
能

志
望
を
深
く
掘
り
下
げ
、

評
価
の
連
続
性
を
高
め
る

推薦・ＡＯ入試受験者用「面接指導個票」と「指導の記録」改訂版

面接指導個票　
　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　

① 試験日

　月　　　日（　　）

② 試験の種類（○で囲みなさい）

a. 指定校推薦　　　　b. 公募推薦　
c. AO・自己推薦　　d.その他（　　　　　　　　　）

⑤ 過去の質問

⑦ 君が面接で１番伝えたいこと

⑥ アドミッション・ポリシー

⑧ アドミッション・ポリシーと君の目標
や高校生活で力を入れたことを比べて
みて、一致しているところ

③ 受験校
学校名 学部名 学科名 専攻（コース）名

④ 面接方式

面接時間　　　　分程度

【a. 個人面接　b. 集団面接】

特に、⑦⑧の項目について
面接官は根掘り葉掘り聞きます

指導の記録　※最初と最後は担任に面接してもらうこと　
　　　　　　　※授業を受けたことがない先生に積極的に面接をお願いしよう

日時 指導者 評価（○・△） 面接官コメント 次回面接への決意

第
１
回

担任 マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
２
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
３
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
４
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

第
５
回

マナー（　）表現力（　）
意欲（　）知識・関心（　）
目的意識（　）独自性（　）
論理性（　）

〈良かったところ〉

〈改善できるところ〉

指導後、評価できるポイントに○、改善の余地があるところに△を記入した上で、コメントの記
入をお願いします

指導 記録 初 後 任 接

指導の記録には「授業を受けたことがな
い先生に積極的に面接をお願いしよう」
と明記。その上で、教師用のコメント欄
には、「良かったところ」「改善できると
ころ」の２項目を設けた。これにより、
指導に連続性を持たせたいと考えた。ま
た、改善点を自覚させ１回ごとの面接に
意義が見いだせるよう、生徒に「次回面
接への決意」を書かせることにした。

①

⑤

③

面接指導個票には、「アドミッション・
ポリシー」「君が面接で１番伝えたい
こと」「アドミッション・ポリシーと
君の目標や高校生活で力を入れたこと
を比べてみて、一致しているところ」
の３項目を加えた。面接官に聞かれた
ことに答えられるようになるだけでな
く、アドミッション・ポリシーを踏ま
え、志望先への自分の思いをアピール
できる力を養うことを目指す。

個票には「君が面接で１番伝えたいこと」「ア
ドミッション・ポリシーと君の目標や高校生活
で力を入れたことを比べてみて、一致している
ところ」が面接で特に問われることを明記。こ
れは、面接官役の教師に「アドミッション・ポリ
シーを念頭に、志望先への自分の思いをアピー
ルできているか」を重視した指導を促し、指導
の目線をそろえるためのメッセージでもある。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

42October  2015

http://berd.benesse.jp/
http://berd.benesse.jp/magazine/kou/dwdata/data_kou_third.php#201510
http://berd.benesse.jp/magazine/kou/dwdata/data_kou_third.php#201510


活用

BeforeBB AfA terff

新
美　

先
生
方
と
の
検
討

を
経
て
取
り
入
れ
て
み
た

い
と
考
え
た
の
が
、
生
徒

が
「
君
が
面
接
で
１
番
伝
え
た
い
こ
と
」

「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
君
の

目
標
や
高
校
生
活
で
力
を
入
れ
た
こ
と
を

比
べ
て
み
て
、
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

を
事
前
に
個
票
に
整
理
し
、
教
師
は
そ
れ

を
見
な
が
ら
面
接
を
進
め
る
方
法
で
す
。

栁
井　

想
定
外
の
質
問
に

対
応
す
る
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
、
面
接
を
利
用
し
て
自
分
の

思
い
を
伝
え
よ
う
と
い
う
意
欲
を
育
み
た

い
で
す
ね
。
個
票
で
自
分
の
志
望
を
掘

り
下
げ
さ
せ
て
、「
ど
ん
な
質
問
が
来
て

も
大
丈
夫
。
根
っ
こ
は
１
つ
だ
」
と
い

う
自
信
を
持
た
せ
た
い
で
す
。

新
井　

自
分
の
志
望
に
自

信
を
持
つ
と
、
変
化
球
的

な
質
問
に
も
、
表
現
を
工

夫
し
な
が
ら
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
対

応
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

難
易
度
の
高
い
質
問
に
も
「
分
か
り
ま

せ
ん
」
と
臆
せ
ず
に
言
え
る
で
し
ょ
う
。

新
美　
「
こ
の
面
接
で
伝
え
た
い
こ
と
」

が
し
っ
か
り
固
ま
っ
て
い
れ
ば
、
意
外

な
質
問
に
１
つ
く
ら
い
答
え
ら
れ
な
く

て
も
「
大
し
た
こ
と
な
い
」
と
受
け
止

め
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

栁
井　
「
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
」
と
い

う
思
い
を
生
徒
と
教
師
が
や
り
取
り
す

る
う
ち
に
、
生
徒
の
志
望
が
磨
か
れ
て

い
き
ま
す
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
流
さ
れ
ず
、

志
望
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
は
生
徒

の
成
長
に
つ
な
が
り
、
仮

に
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
が
不
合

格
だ
っ
た
と
し
て
も
、「
こ

こ
で
掘
り
下
げ
た
自
分
の
思

い
を
一
般
入
試
対
策
の
原
動

力
に
し
よ
う
」
と
次
の
指
導

に
生
か
せ
る
で
し
ょ
う
。

新
美　

指
導
の
記
録
で
は
、

生
徒
が
こ
れ
ま
で
ど
ん
な

面
接
指
導
を
受
け
、
教
師

の
指
摘
に
対
し
て
ど
う
改

善
を
図
っ
て
き
た
か
が
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
改
訂
前
よ
り
も
、
指
導
の
連
続
性

が
確
保
で
き
、
面
接
官
の
違
い
に
よ
る
指

導
の
大
き
な
ず
れ
に
よ
っ
て
生
徒
を
混
乱

さ
せ
る
こ
と
が
防
げ
そ
う
で
す
。

栁
井　

そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
に
は
、「
こ

の
部
分
は
改
善
し
よ
う
」
と
い
う
指
導

に
対
し
て
、
次
の
面
接
で
は
ど
う
変
化
し

た
か
、
連
続
性
を
意
識
し
て
生
徒
を
見
る

責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新
井　

も
ち
ろ
ん
、
面
接
官
が
違
う
こ

と
で
評
価
の
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
当
然
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
私
た
ち
教
師
が
評
価
の
観
点
の
違

い
に
無
自
覚
な
ま
ま
、
各
自
が
思
い
思

い
に
評
価
を
し
て
い
て
は
生
徒
が
混
乱

す
る
だ
け
で
す
よ
ね
。

新
美　

前
回
面
接
し
た
教
師
と
異
な
る

評
価
を
す
る
際
、
指
導
の
記
録
を
基
に
、

「
Ａ
先
生
は
プ
ラ
ス
の
評
価
だ
が
、
私
は

○
○
の
理
由
で
違
う
評
価
だ
」「
面
接
官

で
受
け
止
め
方
が
違
う
こ
と
も
あ
る
」

と
生
徒
に
説
明
し
た
い
で
す
ね
。

新
井　

面
接
官
役
は
教
師
で
は
な
く
、

生
徒
が
務
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
実

際
、
本
校
で
は
模
擬
集
団
面
接
で
、
生

徒
同
士
で
評
価
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。自
分
と
同
じ
受
験
生
の
面
接
の
様
子

を
見
る
こ
と
は
勉
強
に
な
る
は
ず
で
す
。

新
美　

今
回
の
議
論
を
学
校
に
持
ち

帰
っ
て
、
更
に
検
討
を
続
け
ま
す
。

1

2

3

4

5

面接に先立って、個票に客観情報と
アピールポイントなどを生徒に記入させる

生徒が面接官役を教師に依頼する場合は、
関係性の薄い教師にも依頼するよう指導する

面接の度に良かったところ、改善できるところを
教師が指導の記録に記入する

生徒は、次の模擬面接までに改善したいこと
などを指導の記録に記入する

次の面接担当の教師は、指導の記録を参考に
面接を行い、前回指摘をした点が

どう変わったのかも生徒にフィードバックする

伝
え
た
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
、

模
擬
面
接
を
通
し
て
更
に
掘
り
下
げ
る

改良！指導ツール

活用の流れ
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中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
で

は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
の
実
施
を
目
指
し
、
次
期
学

習
指
導
要
領
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

最
初
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要

領
そ
の
も
の
に
欠
陥
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
、
見
直
し

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
の

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、「
生
き
る
力
」
と
そ
れ

を
支
え
る
「
確
か
な
学
力
」
に
つ
い
て
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
十
分
定
着
し
て
い
な
い
現
状

を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。　

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
子
ど
も
た
ち
は
、
近
い

将
来
、
私
た
ち
の
想
定
を
超
え
る
様
々
な
課
題
に
直
面

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の

は
、
時
代
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
も
生
き
抜
い
て
い

O
p
in

io
n

大
谷
大
文
学
部
　

教
授
　
荒あ

ら

瀬せ

克か

つ

己み

高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
の
下
、
高
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
一
体
的
な
改
革
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
度
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
向
け
、
次
期
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
だ
。

中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
委
員
を
務
め
る
大
谷
大
の
荒
瀬
克
己
教
授
に
、
次
期
指
導
要
領
の
狙
い

と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
聞
い
た
。

学
力
の
３
要
素
に
基
づ
い
た

教
育
改
革
を
進
め
て
い
く

を
考
え
る

教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

学
習
指
導
要
領
の
見
直
し
の

狙
い
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◎
荒
瀬
克
己
教
授
が
委
員
を
務
め
る
中
央
教
育
審
議

会
の
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
は
、
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
や
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
指
導
・
評
価

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
、
中
央
教
育
審

議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
の
教
育
課
程
部
会
に
置

か
れ
た
部
会
で
あ
る
。
同
部
会
で
は
、
２
０
１
７
年

度
中
の
告
示
、
22
年
度
か
ら
の
年
次
進
行
に
よ
る
実

施
を
見
据
え
て
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
る
。

　

改
訂
の
方
向
性
に
は
、「
何
を
教
え
る
か
」
だ
け

で
は
な
く
「
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
か｣

も
含
ま
れ
る
。
そ
の
力
を
確
実
に
育
む
た
め
、
指
導

内
容
に
加
え
て
学
習
方
法
や
学
習
環
境
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
き
た
。
15
年
８
月
に
「
論
点
整
理
」
が
公

表
さ
れ
、そ
こ
に
は
次
期
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
、

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
、
学
習
活
動
の
あ
り
方
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
、
更
に
、
そ
れ

ら
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
方
策
と
し
て
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
各
学
校
段
階
・
教
科
別
の
検
討
を
行
い

「
審
議
ま
と
め
」
を
経
た
上
で
、
16
年
度
中
を
め
ど

に
中
央
教
育
審
議
会
と
し
て
答
申
で
き
る
よ
う
に
検

討
を
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

 「
学
力
」が
向
上
す
る
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け
る
力
で
あ
り
、
そ
の
力
を
育
成
す
る
教
育
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
が
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
狙

い
で
す
。

　

こ
の
改
訂
は
、
現
行
指
導
要
領
と
同
じ
く
、
学
校
教

育
法
第
30
条
２
項
で
定
義
さ
れ
た
学
力
の
３
要
素
、
す

な
わ
ち
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
」「
そ
れ

ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、
そ
し
て
「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

14
年
12
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
新
し
い
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
た
高
等
学
校
教

育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
一
体
的
改
革
に

つ
い
て
（
答
申
）」
で
も
、
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
て
議

論
し
て
い
る
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の
「
中
間

ま
と
め
」（
15
年
９
月
）
に
お
い
て
も
、「（
１
）
十
分

な
知
識
・
技
能
、（
２
）
そ
れ
ら
を
基
盤
に
し
て
答
え

が
１
つ
に
定
ま
ら
な
い
問
題
に
自
ら
解
を
見
い
だ
し
て

い
く
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
能
力
、
そ
し
て

（
３
）
こ
れ
ら
の
基
に
な
る
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な

人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」
が
、
未
来
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
に
必
要
な
能
力
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
学
校
関
係
者
は
、「
学
力
」
を
学
校
教

育
法
に
基
づ
い
て
認
識
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
「
学

力
」
を
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
か
を
考
え
、議
論
し
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
高
校
教
育
・
大
学
教
育
と
大
学
入
学
者
選
抜
の
一

体
的
改
革
の
検
討
も
、
こ
こ
が
出
発
点
で
す
。

　

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ

が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
で
す
。
そ
の
狙

い
は
、
主
体
的
・
協
働
的
な
問
題
発
見
・
解
決
の
場
面

を
経
験
す
る
こ
と
で
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
鍛

え
、
学
び
へ
の
興
味
と
努
力
し
続
け
る
意
志
を
引
き
出

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
課

題
、
答
え
の
な
い
問
い
に
直
面
し
た
時
に
必
要
と
な
る

の
は
、「
何
を
知
っ
て
い
る
か
」
だ
け
で
は
な
く
、「
知
っ

て
い
る
知
識
を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
課
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
か
」
と
い
う
姿
勢
で
す
。
課
題
に
取
り
組

む
中
で
、
全
く
新
し
い
発
想
や
未
知
の
方
法
を
試
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
１
人
で
解
決
で
き
な
い
場
合
は
、
他
者
か
ら

学
ぶ
姿
勢
も
必
要
で
す
。
そ
の
過
程
で
は
、
意
見
の
異

な
る
第
三
者
の
主
張
に
納
得
す
れ
ば
、
自
分
自
身
の
考

え
を
変
え
て
い
く
、
あ
る
種
の
勇
気
も
求
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
対
話
的
精
神
で

す
。相
手
を
尊
重
し
つ
つ
互
い
に
考
え
を
ぶ
つ
け
合
い
、

自
分
自
身
が
変
容
す
る
こ
と
も
ま
た
潔
し
と
す
る
。
そ

の
よ
う
な
協
働
性
や
柔
軟
性
、
本
当
の
強
さ
、
い
わ
ば
、

し
な
や
か
さ
と
し
た
た
か
さ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
上
で
も
と
て
も
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
授
業
を
行
う
際
に
は
そ
の
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
実
践
か
ら
、
学
び
の
深
ま
り
や
定
着
に
お
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
効
果
的
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
経
験
的
に
学
ん
で
考
え
た

こ
と
は
深
く
刻
ま
れ
、記
憶
に
残
り
や
す
い
か
ら
で
す
。

単
に
テ
ス
ト
の
た
め
の
暗
記
と
違
い
、
そ
の
後
も
活
用

で
き
る
力
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
学
び
が
深
ま
ら
ず
長
期
的
記
憶
に
も

つ
な
が
ら
な
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
意
味

が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
は
と
て

あ
ら
せ
・
か
つ
み
◎
京
都
市
立
堀
川
高
校
校
長
、
京
都
市
教
育
委
員

会
教
育
企
画
監
を
経
て
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
現
職
。
福
井
大
教
職
大

学
院
客
員
教
授
、
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
監
事
。
05
年
以
降
、
中
央

教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
、
教
育
課
程
部
会
、
高
大
接
続
シ

ス
テ
ム
改
革
会
議
等
の
委
員
を
歴
任
。著
書
に『
奇
跡
と
呼
ば
れ
た
学
校
』

（
朝
日
新
聞
出
版
）等
。『
月
刊
高
校
教
育
』（
学
事
出
版
）に
随
筆
を
連
載
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
捉
え
る
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も
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
あ
る
時
間
に
覚
え
た
解
法
を
別
の
問
題
に

当
て
は
め
て
考
え
る
と
い
う
発
想
は
、
応
用
力
・
活
用

力
が
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
う
し
た
思
考

は
、
付
け
焼
き
刃
の
知
識
で
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
や
っ

て
み
よ
う
、
使
っ
て
み
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
知
識

が
活
用
で
き
る
状
態
で
根
付
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
の
深
ま
り
や
長
期
に
わ
た
っ
て
活

用
で
き
る
記
憶
を
生
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

取
り
組
む
た
め
に
は
、
評
価
方
法
を
含
め
、
教
員
相
互

の
共
通
理
解
と
協
働
が
必
要
で
す
。

　
「
学
力
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
際
、
い
ま
だ
に
知
識
・

理
解
の
域
を
出
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学

校
と
し
て
学
力
向
上
を
目
指
す
以
上
、
教
師
一
人
ひ
と

り
が
「
学
力
と
は
何
か
」
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
学
力
の
３
要
素
を
学
校
と
し
て

ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
教
育
活
動
を
構
築
し
て
い
く
の

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
発
想
で
す
。

　

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
が
ま
と
め
た
「
論
点
整

理
」
で
は
、「
教
育
課
程
と
は
、
学
校
教
育
の
目
的
や

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
教
育
の
内
容
を
子
供
の
心

身
の
発
達
に
応
じ
、
授
業
時
数
と
の
関
連
に
お
い
て
総

合
的
に
組
織
し
た
学
校
の
教
育
計
画
で
あ
り
、
そ
の
編

成
主
体
は
各
学
校
で
あ
る
」
と

し
、「
特
に
、
今
回
の
改
訂
が
目

指
す
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
教
育
課
程
全
体
を
通
し
た

取
組
を
通
じ
て
、
教
科
横
断
的

な
視
点
か
ら
教
育
活
動
の
改
善

を
行
っ
て
い
く
こ
と
や
、
学
校

全
体
と
し
て
の
取
組
を
通
じ
て
、

教
科
等
や
学
年
を
越
え
た
組
織

運
営
の
改
善
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
各
学

校
が
編
成
す
る
教
育
課
程
を
核

に
、
ど
の
よ
う
に
教
育
活
動
や

組
織
運
営
な
ど
の
学
校
の
全
体

的
な
在
り
方
を
改
善
し
て
い
く

の
か
が
重
要
な
鍵
と
な
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発

想
を
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
盛
り
込
め
な
い

か
と
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　

学
習
指
導
要
領
を
他
教
科
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
先
生
は
、
あ
ま
り
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
は
ず
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
は
、
教
育
活
動
が
教
科
と
い
う

枠
の
中
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
て
、
各
教
科
で
学
ぶ
力
が

１
人
の
生
徒
の
中
で
ど
の
よ
う
に
結
び
付
き
、
生
き
る

力
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
が
、
希

薄
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
教
科
の
学
習
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な
力
を
付
け
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
、
教
師
同
士
が
お
互
い
に
認
識
を
重
ね
合
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

各
教
科
の
学
習
と
共
に
、
教
科
横
断
的
な
視
点
で
学

習
を
成
立
さ
せ
、
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
教
科
に
お
け
る
学
習

の
充
実
は
も
と
よ
り
、
教
科
間
の
つ
な
が
り
を
捉
え
た

学
習
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
教
科
間
の
内
容
事
項
に
つ

い
て
、
相
互
の
関
連
付
け
や
横
断
を
図
る
手
立
て
・
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
は
、

教
科
学
習
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
教

個別の
知識・技能

思考力・判断力・
表現力　など

主体性・多様性・
協働性・学びに向かう力・

人間性　など

メタ認知

21世紀
の教育

どのように省察し学ぶか

伝統的 現代的

思いやり
興味・関心、勇気
逆境を跳ね返す力

倫理観
リーダーシップ

思いやり
興味・関心、勇気
逆境を跳ね返す力

倫理観
リーダーシップ

人間性
社会の中でどのよう
にかかわっていくか

創造性
批判的思考

コミュニケーション
協働性

創造性
批判的思考

コミュニケーション
協働性

スキル
知っていることを
どう使うか

認知
何を知っているか

数学
言語
など

ロボット工学
起業精神
など

数学
言語
など

ロボット工学
起業精神
など

カリキュラム・デザインのための概念と学力の３要素の重なり

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

生
徒
に
学
力
を
付
け
る
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科
で
身
に
付
け
る
力
は
も
ち
ろ
ん
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
や
学
校
行
事
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
つ
い

て
、
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
は
何
か
を
明
確
に
し
、
身

に
付
い
た
力
が
ど
の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
た
の
か
を
評
価

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
３
つ
の
側
面

か
ら
捉
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
論

点
整
理
」
で
は
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

①
各
教
科
等
の
教
育
内
容
を
相
互
の
関
係
で
捉
え
、
学

校
の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
教
科
横
断
的
な
視
点

で
、
そ
の
目
標
の
達
成
に
必
要
な
教
育
の
内
容
を
組

織
的
に
配
列
し
て
い
く
こ
と
。

②
教
育
内
容
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
子
供
た
ち
の
姿

や
地
域
の
現
状
等
に
関
す
る
調
査
や
各
種
デ
ー
タ
等

に
基
づ
き
、
教
育
課
程
を
編
成
し
、
実
施
し
、
評
価

し
て
改
善
を
図
る
一
連
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
こ
と
。

③
教
育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要
な
人
的
・
物
的
資

源
等
を
、
地
域
等
の
外
部
の
資
源
も
含
め
て
活
用
し

な
が
ら
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
進
め
、実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

教
科
の
縦
割
り
や
学
年
を
超
え
て
、
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
学
校
の
組
織
や
運

営
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
は
、管
理
職
や
教
務
担
当
者
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
教
職
員
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
機
能
さ
せ
る
上

で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
広
い
意
味
で
の
学
校
の
条
件

整
備
で
す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
３
つ
の
側
面
の
③
に
当

た
り
ま
す
。

　

各
校
の
教
育
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
教
職
員
の

人
事
、
人
数
や
年
齢
構
成
、
男
女
比
、
ま
た
、
施
設
・

設
備
や
教
材
整
備
な
ど
、
各
校
の
学
校
経
営
方
針
に
基

づ
い
て
、
必
要
な
条
件
を
学
校
と
教
育
委
員
会
が
協
議

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
も
っ
と
充
実
さ

せ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
思
い
を
持
つ
方
は
、
多
い
は
ず

で
す
。

　

学
校
は
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
に
応
じ
て
教

育
活
動
を
立
案
し
、そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
人
員
、

施
設
・
設
備
な
ど
の
条
件
を
提
示
し
て
必
要
な
予
算
を

申
請
し
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
内
容
を
見
て
予
算
配
分

を
決
め
ま
す
。
私
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
、
各
校
の
創

意
工
夫
を
尊
重
し
、
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
少
し
踏
み
込
ん
で
校
長
の
人
事
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
と
、
種
々
の
事
情
や
理
由
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
公
立
高
校
の
校
長
は
２
、３
年
で
異
動
す
る

の
が
一
般
的
で
す
。
長
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
年
目
は
状
況
を
見
る
こ
と
が
中
心

に
な
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
２
年
目
に
向
け
て
方
針
を

出
し
て
も
、
そ
の
取
り
組
み
が
本
当
に
実
る
の
は
異
動

後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
い

ま
い
に
な
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
っ
た
ら
、

本
人
に
と
っ
て
も
学
校
に
と
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
生
徒

に
と
っ
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

教
育
委
員
会
や
個
人
の
事
情
を
横
に
置
い
て
申
し
上

げ
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
改
革
の
行
く
末
を
見
届

け
る
ま
で
異
動
さ
せ
な
い
こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
校
長
自
身
が
「
厳
し
い
学
校
だ
が
、
骨
を
埋

め
た
い
」
と
申
し
出
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
し
、
教
育
委

員
会
が
「
と
ど
ま
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
打
診
し
て

も
よ
い
と
思
う
の
で
す
。
単
純
な
言
い
方
の
よ
う
で
す

が
、
校
長
の
意
思
、
意
欲
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
学
校

を
更
に
変
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
育
内
容
か
ら
人
事
を
含
め
た
条
件

整
備
に
至
る
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
学
校
全
体

で
取
り
組
み
、
必
要
に
応
じ
て
設
置
者
、
教
育
委
員
会

と
話
し
合
い
、
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良
い
学
び
の
場
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
要
諦
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
は
何
が
出
来
て
、
何
が

出
来
な
い
の
か
、
学
校
の
課
題
や
弱
点
を
組
織
全
体
で

共
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
教
師
に
と
っ
て

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
取
り
組
み
を
通
し
て
教
師
の
「
学
び
」
が
深
ま

る
か
。
そ
れ
は
、
教
育
に
対
す
る
学
校
の
見
識
が
問
わ

れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

Opinion
を考える 教育オピニオン

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

３
つ
の
側
面

学
校
経
営
の
観
点
か
ら

必
要
な
条
件
整
備
を
進
め
る
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医学、社会学、
心理学など、人間と
社会にかかわる
あらゆる学問

ロボット学

数　学 物理学

化　学
コンピュー
ター・

サイエンス 

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

58

ロボットは現在、医療用、ペット用、掃除用など、用途に応じて様々な機能を備えたものが実用化され

ている。高齢化が進む現代社会では、ロボットの導入を求める声が介護などの現場からも聞こえる。

実現できるかどうかの鍵を握るのが、人間と社会にかかわるロボットを開発する学問、ロボット学だ。

その第一人者である早稲田大創造理工学部の菅野重樹教授は、人間を支援するロボットを創出する一方、

人間のように心を持ち、学習できるロボットの研究にも力を入れている。最新の研究と成果を聞いた。

大学院生の
主な出身分野

◎人間と円滑にコミュニ
ケーションが出来るロボ
ットを研究開発する学問
であるため、学部時代に
機械について学んだ学生
が大半を占める。また、
中国やシンガポール、イ
ンドネシア、アメリカな
ど世界各国から留学生を
積極的に受け入れてい
る。留学生には、コンピ
ューター・サイエンスを
学んだ学生が多い。

研究成果と
社会のかかわり

◎人間と協働し、人間を
支援できるロボットであ
る「人間共存ロボット」
の開発により、高齢者の
介護の効率化に貢献して
いる。また、感情や知能
を有する、いわば生きる
ロボットの開発にも力を
入れている。

動作と身体構造を人間に近付け
新たなロボットの開発に努める

早稲田大　創造理工学部　菅野重樹研究室

フローチャートで分かる菅野重樹研究室

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎研究に欠かせない数学や物理学、化学の他、医学や
福祉学、社会学など、人間と社会にかかわるあらゆる
学問とつながりがある。

コンピューター・
サイエンス

機械工学

など

など

感情や知能を
有する

ロボットの開発

「人間共存
ロボット」の
開発

しげ　きすが　の
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　ロボット工学と、私の専門であるロボット学とは、表記ではわずか１字の違いですが、学問
内容は大きく異なります。ロボット工学が工業製品としてのロボットを作ることに特化した学
問であるのに対し、ロボット学は人間と機械とのコミュニケーションをいかに円滑にするかを
追究します。そのため、人間や社会に対する深い理解が求められます。
　もちろん、ロボットを扱う学問ではありますから、機械やものづくりに対する関心は欠かせ
ません。研究では、思い通りの成果が得られることよりも、得られないことの方が圧倒的に多
くあります。それでも根気よく実験に取り組み、なぜうまくいかないのかを検討しなければな
らないため、ロボット学への高いモチベーションが必要です。更に、今までに無い機能を備え
た、新しいロボットの開発に取り組むので、既存のロボットはほとんど用いません。つまり、
基本的に全てのパーツを自作することになります。そのため、材料の検討、設計、プログラミ
ングといった、ロボット製作のあらゆる工程に携わります。多方面にかかわることを喜べるよ
うな、ロボットをとことん極めたいという情熱を持った人に学んでほしいと願っています。

人間や社会を洞察する広い視野が必要
ロボット学が求める学生像

探究心や粘り強さは、大学で学ぶ上でとても重要なので、高校時代
に身に付けておくとよいと思います。そのためには、興味の持てる

ことを見つけ、熱中する経験が大切です。熱中すればもっと詳しくなろうとするはずですし、う
まくいかなくても投げ出さずに取り組めるからです。そうして、力を付けてほしいと思います。

高校生へのメッセージ

機械やものづくりに対する関心

人間や社会への理解

根気よく取り組む意欲

　

私
は
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
Ｓ
Ｆ
や
機
械

が
大
好
き
で
し
た
。

こ
れ
に
は
、
新
し
い

技
術
や
機
械
が
世
界

中
で
次
々
に
作
り
出

さ
れ
た
時
代
に
育
っ

た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
東
海
道
新

幹
線
の
開
通
は
小
学
校
入
学
の
１
年
前
、

ア
ポ
ロ
11
号
の
月
面
着
陸
は
小
学
５
年
生

の
時
の
こ
と
で
す
。
更
に
、
中
学
３
年
生

だ
っ
た
１
９
７
３
年
に
は
、
全
身
の
パ
ー

ツ
が
そ
ろ
っ
た
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
当

時
の
本
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
の
加
藤

一
郎
教
授
に
よ
り
世
界
で
初
め
て
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
映
像
を
見
た
時
の
衝
撃

は
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
見
事
に
二
足
歩

行
を
す
る
姿
に
、
機
械
が
人
間
に
大
き
く

近
付
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り

に
も
興
味
が
あ
っ
た
私
は
、「
将
来
、
加

藤
教
授
の
下
で
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
携
わ
り

た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
は
本
学
理
工
学
部
機
械

工
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
入
学
し
て
間

も
な
い
頃
に
、
思
い
切
っ
て
加
藤
教
授
の

研
究
室
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す

る
と
教
授
は
、
研
究
室
を
丁
寧
に
案
内
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
人
間
の
手
や
足
な

ど
を
模
し
た
精
巧
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
い
く
つ

も
目
の
当
た
り
に
し
た
私
は
、
世
界
最
先

端
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
、
興
奮
で
足
が
震
え
ま
し
た
。
憧
れ

が
ま
す
ま
す
強
ま
り
ま
し
た
か
ら
、
３
年

生
で
加
藤
研
究
室
に
所
属
で
き
た
時
の
う

れ
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

人
間
と
か
か
わ
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
と

い
う
加
藤
教
授
の
志

を
引
き
継
い
だ
私
の

研
究
に
は
、
２
つ
の

柱
が
あ
り
ま
す
。
１

つ
め
は
、
人
間
と
協

働
し
、
人
間
を
支
援

す
る
人
間
共
存
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
で
す
。

そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、
人
間
と
同
じ
よ
う

に
作
業
で
き
る
性
能
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
壊
れ
や
す
い
物
は
優
し
く
握
り
、

滑
り
や
す
い
物
は
し
っ
か
り
持
つ
と
い
う

よ
う
に
、
物
体
の
特
性
に
応
じ
て
手
の
指

を
う
ま
く
動
か
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

更
に
、
人
間
同
士
が
何
か
に
取
り
組
む
時

と
同
様
に
、
相
手
の
視
線
の
向
き
や
表
情

な
ど
を
把
握
し
、
相
手
の
置
か
れ
た
状
況

に
よ
っ
て
力
を
加
減
で
き
る
よ
う
に
す
る

研究を志したきっかけ

世界初の偉業に
衝撃を受け

ロボット研究を夢見る

菅
野
重
樹
　

教
授

す
が
の
・
し
げ
き　

早
稲
田
大
創
造
理
工
学
部
学
部
長
、
教
授
。
同
大
大
学
院
創
造

理
工
学
研
究
科
研
究
科
長
。
同
大
大
学
院
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
実
体
情
報
学
博
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
同
大
大
学
院
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
工
学
博
士
。
同
大
理
工
学
部
助
手
な
ど
を
経
て
、
現
職
。

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
功
労
賞
な
ど
を
受
賞
。
著
書
に
『
人
が
見
た
夢　

ロ
ボ
ッ
ト
の

来
た
道
』（
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
多
数
。

研究概要

感情と知能を備えた
生きるロボットの
開発に取り組む

1
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必
要
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
動
き
の
巧

み
さ
に
加
え
、
人
間
へ
の
適
応
性
や
安
全

性
を
高
め
る
必
要
も
あ
る
た
め
、
モ
ー
タ

ー
の
制
御
方
法
、
表
面
や
関
節
に
用
い
る

素
材
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
実
験

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
の
２
つ
め
の
柱
は
、
感
情
や
知
能

を
有
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
で
す
。
頭
を

な
で
る
と
目
を
細
め
る
な
ど
、
人
間
の
特

定
の
行
動
に
対
し
て
喜
ぶ
し
ぐ
さ
を
す
る

よ
う
に
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の

よ
う
に
心
を
持
ち
、
経
験
を
通
し
て
学
習

し
、
判
断
・
行
動
で
き
る
、
言
わ
ば
生
き

る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
間
の
最
も
根
源
的
な
本
能
に
は
、「
自

己
保
存
本
能
」
と
「
周
囲
と
か
か
わ
ろ
う

と
す
る
本
能
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
２
つ
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
同
様
に
身

に
付
け
た
時
、
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
よ

う
な
感
情
と
知
能
が
芽
生
え
る
と
い
う
仮

説
を
立
て
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
能
は
身
体
と
密
接
に
関
係
し
ま
す
か

ら
、
人
間
の
身
体
構
造
を
再
現
す
る
こ
と

が
、
感
情
や
知
能
を
有
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を

開
発
す
る
鍵
と
な
り
ま
す
。
人
間
共
存
ロ

ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
人
間
と
同
じ
作
業
が
出

来
る
だ
け
で
な
く
、
神
経
や
血
管
な
ど
に

相
当
す
る
組
織
を
体
内
に
備
え
る
な
ど
、

本
質
的
な
構
造
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
人

工
的
に
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
織

が
無
数
に
あ
り
ま
す
し
、
成
長
や
生
殖
機

能
な
ど
を
い
か
に
再
現
す
る
か
と
い
っ
た

難
問
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実

現
す
れ
ば
、
全
く
新
し
い
生
命
が
誕
生
し

ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
目
標
を
掲
げ
た

も
の
づ
く
り
が
出
来
る
こ
と
は
、
研
究
者

冥み
ょ
う

利り

に
尽
き
る
喜
び
で
す
。

　

人
間
共
存
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
私
の

研
究
室
で
い
く

つ
も
開
発
し
て

い
ま
す
。
最
新
型

は
、
２
０
０
７
年

に
発
表
し
た
「
Ｔ

Ｗ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｙ-

Ｏ

Ｎ
Ｅ
」（
写
真
）
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
ら

ゆ
る
方
向
に
自
在
に
動
け
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
野
菜
や
果
物
、
食
器
な
ど
、
家
事

に
必
要
な
ほ
と
ん
ど
の
物
を
ふ
さ
わ
し
い

持
ち
方
で
操
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
の
人
間
に
合
わ
せ
た
力
の
加

減
も
出
来
ま
す
か
ら
、
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い

す
へ
の
移
乗
な
ど
、
介
護
支
援
に
も
役
立

つ
で
し
ょ
う
。
被
介
護
者
の
方
が
、
親
族

や
介
護
士
に
は
頼
み
に
く
い
と
感
じ
る
よ

う
な
こ
と
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
相
手
で
あ
れ
ば

気
兼
ね
な
く
任
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
で
す
。
実
用
化
に
向
け
て
更
に
研
究
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

感
情
や
知
能
を
有
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
も
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
前
進
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
な
ど
か
ら
伝
わ
る

情
報
を
蓄
積
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
己
保
存
に
適
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
を
判
断
し
、
ふ
さ
わ
し
い
行
動
が
取

れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
実
現
し
た
機
能
を
応
用
す
れ
ば
、
人
間

共
存
ロ
ボ
ッ
ト
は
今
ま
で
以
上
に
人
間
と

同
じ
よ
う
に
動
け
る
よ
う
に
な
り
、
利
便

性
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

高
齢
社
会
に
お
い
て
活
用
の
幅
が
更
に
広

が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

❶
ア
ポ
ロ
11
号

　
　

ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
の
有
人
月
飛
行

計
画
「
ア
ポ
ロ
計
画
」
に
よ
る
11
番
目
の

宇
宙
船
。
１
９
６
９
年
７
月
20
日
に
人
類

史
上
初
め
て
月
面
に
着
陸
し
た
。

❷
触
媒

　
　

化
学
反
応
の
前
後
で
そ
れ
自
身
は
変
化

せ
ず
、
他
の
物
質
の
反
応
速
度
を
変
化
さ

せ
る
物
質
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
物
質
を
用

い
た
技
術
の
こ
と
。

❸
強
磁
性
体

　
　

磁
力
の
働
く
空
間
で
あ
る
磁
場
に
お
い

て
強
く
磁
気
を
帯
び
、
磁
場
の
外
で
も
磁

気
を
残
す
性
質
の
こ
と
。
鉄
や
コ
バ
ル
ト
、

ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
。

研究の成果と展望

ロボットの開発により
高齢化社会に
貢献したい

用
語
解
説

写真　「TWENDY-ONE」は、外見の親和性も重視し、
無数の配線を内部に収納できるように設計されてい
る。写真提供：早稲田大創造理工学部菅野重樹研究室
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私
は
大
学
の
学
部
時
代
に
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
医
薬
品
と
い
っ
た

化
学
製
品
の
製
造
に
欠
か
せ
な
い
技
術
、

触
媒
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

研
究
自
体
は
面
白
か
っ
た
も
の
の
、
何
時

間
に
も
わ
た
る
実
験
が
毎
日
続
く
た
め
、

正
直
、少
し
疲
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

私
の
頭
に
あ
る
考
え
が
浮
か
ん
だ
の
で

す
。「
自
分
の
代
わ
り
に
実
験
を
し
て
く

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
れ
な
い
か
な
」
と
。

　

そ
れ
以
来
、
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
関
心
は
日

に
日
に
高
ま
り
、
専
門
的
に
学
び
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

感
情
や
知
能
を
有
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
に
携
わ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

に
人
間
と
同
じ
「
自
己
保
存
本
能
」
を
付

与
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
研
究
で
は
、
従
来
、
経
験
則
に
基
づ
い

て
危
険
を
回
避
す
る
と
い
っ
た
情
報
処
理

の
機
能
、
つ
ま
り
人
体
で
脳
な
ど
が
担
う

機
能
を
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
持
た
せ
る
こ
と
が

中
心
で
し
た
。
一
方
、
私
は
人
間
の
生
命

維
持
の
根
幹
を
担
う
機
能
に
注
目
し
、
心

臓
や
血
管
か
ら
成
る
循
環
器
系
を
ロ
ボ
ッ

ト
に
整
備
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
が
動
か
な
く
な
る
、
つ
ま
り

自
己
保
存
が
出
来
な
く
な
る
主
要
な
原
因

の
１
つ
に
、
摩
耗
や
切
断
に
よ
る
導
線
の

機
能
不
全
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人
間
で
い

う
神
経
の
損
傷
で
す
が
、
人
間
な
ら
ば
循

環
器
系
の
働
き
に
よ
り
、
損
傷
を
修
復
し

た
り
、
損
傷
し
な
い
よ
う
に
事
前
に
管
理

し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ロ
ボ
ッ

ト
に
も
こ
の
自
己
修
復
・
管
理
機
能
を
付

け
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
間
の
血
管
に
見
立
て

た
チ
ュ
ー
ブ
を
導
線
に
沿
っ
て
張
り
巡
ら

せ
、
血
液
と
な
る
液
体
を
チ
ュ
ー
ブ
に
満

た
し
、
導
線
を
修
復
す
る
物
質
、
修
復
材

を
チ
ュ
ー
ブ
に
入
れ
て
循
環
さ
せ
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
修
復
材
が
導
線
の

損
傷
箇
所
に
う
ま
く
届
か
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
修
復
材
に
導
線
と

同
じ
強
磁
性
体
を
用
い
、
磁
場
が
修
復
材

を
導
線
の
損
傷
箇
所
に
選
択
的
に
引
き
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
が
完
成
し
、
自
己
修
復
・
管

理
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
故
障
し

な
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
現
に
つ
な
が
り
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
作
業
が
大
幅
に
効
率
化
さ

れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
循

環
さ
せ
る
物
質
を
修
復
材
以
外
に
も
広

げ
、
ロ
ボ
ッ
ト
自
ら
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補

給
で
き
る
よ
う
な
研
究
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
研
究
で
は
、
分
野
を
横

断
し
て
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
私
の
研
究
で
は
、
数
学
や
物
理
学
、

化
学
の
他
、
海
外
の
論
文
を
読
む
た
め
の

英
語
力
が
必
須
で
す
し
、
研
究
を
前
に
進

め
る
ヒ
ン
ト
を
哲
学
か
ら
得
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
大
学
で
何
を
学
ぶ
に
し
て
も
、

幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る

は
ず
で
す
。
高
校
で
の
学
習
は
、
大
学
で

学
ぶ
た
め
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、皆
さ
ん
に
は
、目
の
前
の
学
習
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
で
は
海
外
の
留
学
生
と
一
緒

に
学
ぶ
こ
と
も
多
い
の
で
、
機
会
が
あ
れ

ば
、
高
校
時
代
に
英
語
の
会
話
力
を
伸
ば

す
学
習
も
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
研
究
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

菅
野
教
授
の
研
究
室
で
の

研
究
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

A

A

A

大学院生が語る

故障を自分で直せる
夢のロボットを実現したい

長濱　峻介さん

ながはま・しゅんすけ　早稲田大大学院創造理工学
研究科博士課程３年。静岡県・私立浜松日体中学・高
校卒業。

私の高校時代

模試対策で身に付けた
主体的に学ぶ姿勢

●私の高校では、模試を実力試験とし
て重視していました。２・３年生では
年間の模試成績によって習熟度別に
クラスが編成されたため、私は１年生
の頃から模試の対策に力を入れ、模
試の事前・事後学習は自分で工夫して
取り組みました。事前学習では、教科
書や参考書で問題演習を積み、事後
学習では、模試で間違えた問題の類
題に繰り返し取り組み、同じような間
違いを二度としないようにしたのです。
前回の模試でつまずいた問題とよく似
た問題が、次回の模試では解けるよう
になっていることが何度もありました
から、確実に力が身に付いていること
を実感できました。３年間を掛けて実
力を積み上げたからこそ、志望大に現
役合格できたのだと思います。
　主体的に学習する習慣を高校時代
にしっかり定着させたことは、今、研
究者として新しい技術・機械を開発す
る上で、とても役立っています。

2

3
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い
と
い
う
課
題
が
見
え
ま
し
た
。
私
は
先

生
方
の
「
熱
」
に
懸
け
、
学
校
全
体
と
し

て
指
導
力
向
上
に
取
り
組
も
う
と
考
え
ま

し
た
。
た
だ
、
研け

ん

鑽さ
ん

を
積
も
う
に
も
、
自

校
内
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

　
「
進
路
多
様
躍
進
校
会
議
」
は
、
そ
の

名
の
通
り
、
生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
が
多

様
な
高
校
の
教
師
が
集
ま
り
、
自
校
の
取

り
組
み
を
互
い
に
紹
介
し
合
う
こ
と
で
指

導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
各
校
の
指
導
力

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
議

で
す
。
各
校
が
立
ち
向
か
っ
て
い
る
課
題
、

教
師
が
抱
え
て
い
る
悩
み
な
ど
も
本
音
で

語
り
合
い
、
解
決
の
方
策
を
少
し
で
も
見

い
だ
す
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
先
生
方
が

い
つ
で
も
相
談
し
合
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
き
た
い
と
考
え
、
県
教
育
委
員
会
に

ろ
ん
、
目
の
前
の
生
徒
の
実
態
を
把
握
し

て
指
導
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
が
、

生
徒
の
多
様
化
に
対
応
す
る
に
は
、
教
師

自
身
の
視
野
を
広
げ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
考
え
た
の
が
他
校
と
の
連
携
で
す
。

も
相
談
の
上
、
勤
務
校
の
群
馬
県
立
高
崎

東
高
校
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
が
そ
う
し
た
会
が
必
要
だ
と
考
え
た

き
っ
か
け
の
１
つ
に
、
２
年
半
前
、
本
校

の
校
長
に
着
任
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
校
は
創
立
三
十
二
年
の
地
域
の
中
堅
進

学
校
で
す
。
生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
は
国

公
立
大
進
学
か
ら
就
職
ま
で
多
様
で
、
入

学
時
の
学
力
や
意
欲
、
更
に
は
保
護
者
の

意
識
や
経
済
状
況
な
ど
も
様
々
で
す
が
、

教
師
が
ほ
ん
の
少
し
導
く
だ
け
で
伸
び
る

だ
ろ
う
と
感
じ
る
生
徒
が
大
勢
い
ま
し
た
。

し
か
し
、平
均
年
齢
が
若
く
、進
学
指
導
の

経
験
も
少
な
い
教
師
が
多
か
っ
た
た
め
、

生
徒
の
力
を
伸
ば
し
た
い
と
い
う
意
欲
が

あ
っ
て
も
、
方
策
に
た
ど
り
着
い
て
い
な

群
馬
県
立
高
崎
東
高
校

校
長山口

和
士

や
ま
ぐ
ち
・
か
ず
し

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
再
赴
任
し
て
３

年
目
。
藤
岡
高
校
、
高
崎
東
高
校
、
富

岡
高
校
、
高
崎
高
校
（
進
路
指
導
主
事

な
ど
を
歴
任
）、藤
岡
高
校
（
定
）
教
頭
、

藤
岡
中
央
高
校
（
定
）
教
頭
、
前
橋
東

高
校
教
頭
、
伊
勢
崎
高
校
副
校
長
な
ど

を
経
て
、
現
職
。「
勝
負
は
今
。
今
日
、

質
問
に
応
え
ぬ
教
師
は
、
明
日
へ
の
生

徒
の
信
頼
を
失
う
」

課
題
や
悩
み
を
本
音
で
語
り
合
い

同
志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く

「
進
路
多
様
躍
進
校
会
議
」に
全
国
の
70
校
か
ら
１
３
０
人
が
集
結

進
路
多
様
校
の
躍
進
こ
そ
が
日
本
発
展
の
鍵
！

指
導
力
向
上
の
全
国
的
な
研
究
会
を
実
施

２
０
１
５
年
７
月
、
群
馬
県
立
高
崎
東
高
校
に
お
い
て
、「
第
２
回　

進
路
多
様
躍
進
校
会
議
」
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
。
前
年
度
の
第
１
回
か
ら
規
模
が
拡
大
し
、

25
都
県
の
70
校
か
ら
１
３
０
人
の
教
師
が
参
加
。
基
調
講
演
後
、
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
自
校
の
取
り
組
み
を
発
表
し
、
様
々
な
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
高
崎
東
高
校
の
山
口
和
士
校
長
に
、
開
催
を
思
い
立
っ
た
理
由
、
会
の
内
容
、
今
後
の
展
望
、
教
育
の
変
革
期
に
あ
っ
て
進
路
多
様
校
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
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本
校
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
高
校
は

県
内
の
み
な
ら
ず
全
国
に
あ
り
ま
す
。
本

校
を
開
放
し
、
同
じ
よ
う
に
苦
悩
を
抱
え

る
全
国
の
進
路
多
様
校
に
呼
び
掛
け
、
一

堂
に
集
ま
る
研
究
会
を
開
こ
う
。
そ
う
す

れ
ば
、
本
校
の
教
師
も
深
い
学
び
の
種
を

得
ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
す
。

　

本
校
の
課
題
を
出
発
点
に
も
う
１
つ
考

え
た
の
は
、
進
路
多
様
校
の
躍
進
こ
そ
、

全
国
の
高
校
の
教
育
力
向
上
に
結
び
付
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

普
通
科
を
有
す
る
高
校
は
、
全
国
に
約

２
６
０
０
校
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
進
学
校
」

と
呼
ば
れ
る
高
校
は
約
３
０
０
校
、
少
し

幅
を
広
げ
て
も
５
０
０
校
ほ
ど
で
、
そ
れ

以
外
の
約
２
１
０
０
校
は
「
進
路
多
様
校
」

と
呼
ば
れ
る
高
校
で
す
。
日
本
の
高
校
の

大
半
を
占
め
る
進
路
多
様
校
の
先
生
方
が

元
気
に
な
り
、現
実
を
変
革
し
た
い
と
思
っ

て
生
徒
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
日

本
の
高
校
教
育
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　

私
は
、
定
時
制
、
進
路
多
様
校
、
進
学

校
な
ど
に
勤
務
し
、
様
々
な
生
徒
と
向
き

合
っ
て
き
ま
し
た
。
教
職
歴
が
二
十
数
年

過
ぎ
た
頃
か
ら
、
特
に
進
学
校
で
進
路
指

導
主
事
を
務
め
た
経
験
を
買
わ
れ
、
全
国

の
進
学
校
で
自
分
が
行
っ
て
き
た
指
導
法

を
話
す
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
自
分
と
志
を
同
じ
く
す
る
先

生
方
と
出
会
い
、
指
導
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
生
か
す
こ

と
で
、
生
徒
が
変
わ
り
、
大
き
く
飛
躍
し

て
い
く
と
い
う
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

上
位
層
の
生
徒
が
国
公
立
大
に
挑
戦
す

る
道
筋
の
つ
く
り
方
、
中
位
層
の
生
徒
を

難
関
私
立
大
に
挑
戦
さ
せ
る
仕
掛
け
、
専

門
学
校
を
志
望
す
る
実
学
志
向
の
生
徒
に

応
じ
た
指
導
の
仕
方
、
公
務
員
・
民
間
企

業
の
就
職
指
導
の
仕
方
な
ど
、
そ
の
指
導

経
験
が
あ
る
先
生
方
の
話
を
聞
き
、
学
び

続
け
る
こ
と
で
、
今
は
経
験
が
な
い
教
師

で
も
力
が
付
い
て
い
く
は
ず
で
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
卓
越
し
た
指
導
力
の
あ
る
教
師

が
い
な
く
て
も
、
学
校
全
体
と
し
て
大
き

な
力
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。

　

実
際
、
本
校
の
教
師
は
積
極
的
に
参
加

し
、
意
識
改
革
が
進
ん
だ
結
果
、
学
校
全

体
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

国
公
立
大
現
役
合
格
者
が
13
年
度
入
試
で

は
15
人
、
14
年
度
は
17
人
、
15
年
度
は
24

人
と
着
実
に
伸
び
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

当
初
は
５
〜
６
校
が
集
ま
れ
ば
大
成
功

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
14
年
度
の

第
１
回
は
、
参
加
校
数
33
校
、
参
加
者
数

１
０
１
人
に
及
び
ま
し
た
。
北
は
青
森
県

か
ら
南
は
宮
崎
県
ま
で
、
年
齢
層
も
20
代

〜
50
代
と
、
ま
さ
に
多
様
な
教
師
が
集
ま

り
ま
し
た
。
中
に
は
、
自
費
で
参
加
さ
れ

た
先
生
も
い
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
そ
れ

だ
け
の
意
義
を
見
い
だ
し
て
も
ら
え
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
、
実
際
、
期
待
に
応

え
ら
れ
る
だ
け
の
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
こ
と
に
、
会
の
成
功
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
進
学
校
の
参
加
も
複
数
校
あ

り
ま
し
た
。
東
京
大
や
京
都
大
な
ど
超
難

関
国
立
大
の
合
格
者
が
輩
出
す
る
高
校
で

あ
り
な
が
ら
、
専
門
学
校
進
学
な
ど
の
多

様
な
進
路
を
抱
え
る
生
徒
も
出
て
き
た
こ

と
に
対
し
て
、
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
手
応
え
を
得
て
、
ま
た
、

参
加
者
か
ら
次
年
度
も
開
催
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
た
た
め
、
15

「進路多様躍進校会議」概要

●概要
国公立大、私立大、短大、専門学校、公務員就職、民間
就職など、生徒の卒業後の進路が多様な高校の教師が集
まり、自校の進路指導や生徒指導の取り組みを公開し、
指導ノウハウの共有、課題認識などの情報交換を目的と
した会合。群馬県立高崎東高校を会場とし、年１回、２
日間（金曜午後と土曜午前）にわたって実施。北は青
森県から南は鹿児島県まで、全国から高校教員が参加。
2015年度は25都県にも及んだ。

● 参加者数
2014年度：33校、101人　2015年度：70校、130人

●2015年度の内容
・群馬県立女子大・濱口富士雄学長の基調講演「文系とし
て際立つ群馬県立女子大学」と質疑応答
・３つの分科会「難関国公立大学・私立大学指導対策研
修」「国公立大学指
導対策研修」「医
療・看護系進学対策
研修」に分かれて
ワークショップを実
施。２日目に全体会
でその内容を発表。

＊山口和士校長からの提供資料を基に編集部で作成

進
路
多
様
校
に
活
力
を
生
み

高
校
教
育
の
飛
躍
に
つ
な
げ
た
い

全
国
に
共
通
す
る
課
題
に
は

国
を
俯
瞰
し
た
教
育
観
が
必
要
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年
７
月
に
第
２
回
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
を
第
１
回
以
上
に
有
意
義
な
会

合
と
す
る
た
め
に
考
え
た
の
は
、「
高
等
学

校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
と
「
大
学

入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」、

い
わ
ゆ
る
「
新
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
、
大

学
か
ら
率
直
な
考
え
を
聴
く
場
を
設
け
る

こ
と
で
す
。
19
年
度
か
ら
順
次
実
施
と
い

わ
れ
て
い
る
新
テ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
は
、
高
校
現
場
の
最
大
の
関
心
事

で
す
。
こ
の
日
本
全
国
に
共
通
す
る
教
育

の
課
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
学
校
や
県

の
枠
を
超
え
て
、
日
本
を
俯
瞰
し
た
教
育

観
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

全
国
か
ら
教
師
が
集
ま
る
こ
の
会
議
で
考

え
る
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
昨
年
か
ら
群
馬
県
内
の

国
公
立
大
、
私
立
大
、
短
大
の
学
長
や
副

学
長
、
理
事
の
方
々
を
訪
問
し
、
新
テ
ス

ト
へ
の
対
応
、
個
別
学
力
試
験
の
作
問
の

方
向
性
や
体
制
に
つ
い
て
尋
ね
て
き
ま
し

た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
県
内
の
各
大
学
は

対
応
に
迷
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
お

い
て
も
、
大
学
の
考
え
を
高
校
現
場
に
向

か
っ
て
率
直
に
話
そ
う
と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
、
群
馬
県
立
女
子
大
の
濱
口
富
士
雄

学
長
を
第
２
回
の
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。

　

今
後
、「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

を
軸
と
し
て
教
育
改
革
は
進
ん
で
い
き
ま

す
。
か
つ
て
、共
通
一
次
試
験
が
セ
ン
タ
ー

試
験
に
切
り
替
わ
っ
た
時
、
傍
観
し
て
い

た
高
校
、
対
策
が
遅
れ
た
高
校
が
そ
の
地

位
を
失
っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
繰
り
返
さ
ぬ
た
め

に
、
今
か
ら
十
分
に
備
え
て
お
く
べ
き
で

す
。
最
も
必
要
な
の
は
、
周
到
な
準
備
と

対
策
を
自
校
で
行
お
う
と
す
る
強
い
意
志
、

攻
め
の
姿
勢
だ
と
考
え
ま
す
。
03
年
度
の

学
習
指
導
要
領
改
訂
時
に
ス
ク
ー
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー（
Ｓ
Ｉ
）の
重
要
性

が
強
く
訴
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
様

に
変
革
期
を
迎
え
る
今
、
再
び
新
た
な
Ｓ

Ｉ
の
確
立
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
改
革
と
い
っ
て
も
、
自
校
に
と
っ

て
の
不
易
の
部
分
、
改
革
す
べ
き
部
分
の

両
方
が
あ
る
は
ず
で
す
。
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
形
態
で
実
践
す
る
の
か
、
そ
の
ス
タ
ン

ス
を
明
確
に
し
て
、
改
革
実
施
年
ま
で
の

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
作
る
こ
と
が
、
確
実

な
成
果
に
結
び
付
く
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
新
テ
ス
ト
で
は
合
教
科
・
科
目

型
、
総
合
型
の
問
題
に
も
注
目
が
集
ま
り

ま
し
た
。
教
科
再
編
や
指
導
内
容
の
融
合
・

分
離
な
ど
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

校
内
で
融
合
問
題
や
複
合
型
教
材
を
試
作

し
、
そ
の
方
向
性
の
確
立
に
も
早
期
に
着

手
し
た
方
が
よ
い
は
ず
で
す
。
古
典
を
英

語
で
訳
し
て
外
国
に
発
信
す
る
、
数
学
と

物
理
を
融
合
し
た
プ
リ
ン
ト
を
作
る
な
ど
、

そ
の
検
討
に
は
時
間
が
掛
か
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
始
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
い
ず
れ
、
新
テ
ス
ト
の
試
作
問

題
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
は
教
科

を
超
え
て
問
題
分
析
を
し
、
指
導
の
可
能

性
を
探
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
他

教
科
の
教
科
書
に
も
目
を
通
し
、
生
徒
が

何
を
学
ん
で
い
る
の
か
を
つ
か
ん
で
お
く

こ
と
が
、
指
導
内
容
の
融
合
へ
の
対
応
策

の
第
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

生
徒
の
学
習
状
況
の
把
握
は
、
中
学
校
、

小
学
校
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
行
っ
て
お
き

た
い
こ
と
で
す
。
未
来
の
高
校
生
の
実
態

を
つ
か
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
、
対
策
も
立

て
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
テ
ス
ト
を
初
め
て
受

け
る
生
徒
は
今
の
中
学
１
年
生
と
な
る
予

定
で
す
が
、
保
護
者
は
新
時
代
の
教
育
改

革
を
実
感
と
し
て
展
望
で
き
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
そ
う
し
た
保
護
者
に
自
校
の
対

策
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
啓
発
し
て
い
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
本
校
は
こ

の
課
題
に
も
敢
然
と
挑
戦
し
ま
す
。

　

校
長
と
な
っ
た
今
も
、
私
は
毎
朝
、
校

門
の
前
に
立
ち
、
生
徒
に
「
お
は
よ
う
」

と
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
年
を

通
じ
て
生
徒
と
面
談
し
、
答
案
を
見
て
弱

点
を
指
摘
し
、
個
々
に
合
っ
た
戦
略
を
授

け
て
い
ま
す
。
多
様
校
と
い
え
ど
、
熱
意

の
あ
る
教
師
と
出
会
い
、
学
び
た
い
と
思

え
る
学
問
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
生
徒
の

人
生
が
変
わ
る
瞬
間
は
無
数
に
あ
る
の
で

す
。
ど
の
よ
う
に
改
革
が
進
ん
で
も
、
教

育
の
王
道
、
本
質
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

　

生
徒
の
現
状
を
分
析
す
る
と
共
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
師
が
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
、

学
校
の
方
針
と
し
て
解
決
す
る
。
そ
の
際

に
必
要
な
の
が
、
幅
広
い
視
点
で
あ
り
、

経
験
か
ら
得
ら
れ
る
知
恵
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
共
有
す
る
教
師
た
ち
の
交
流
で
す
。

本
校
と
全
国
の
先
生
方
に
勇
気
を
も
た
ら

し
、
新
た
な
進
路
指
導
の
道
を
切
り
拓
く

場
と
す
る
た
め
、
今
後
も
こ
の
会
が
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

改
革
期
の
今
こ
そ
、

未
来
を
展
望
し
、攻
め
の
姿
勢
を

全
国
の
先
生
方
に
勇
気
を
与
え

新
た
な
進
路
指
導
の
道
を
拓
く
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大
学
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
高
校
で
も
同
様
の
こ
と
が
い

え
ま
す
。
地
方
の
公
立
高
校
は
、
都
市
部

に
あ
る
一
部
の
高
校
を
除
き
、
進
学
校
と

い
え
ど
も
全
入
に
近
い
状
況
の
高
校
も
あ

り
、
多
様
な
生
徒
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
更
に
、
少
子
化
の
影
響
で

学
級
数
が
減
り
、
教
師
数
も
減
っ
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
現
実
味
を
帯
び

て
い
き
ま
す
。
生
徒
の
多
様
化
に
今
よ
り

も
少
な
い
数
の
教
師
で
対
応
し
て
い
く
た

め
に
、
１
人
何
役
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
も
旧
帝
大
に
現
役
合
格
者
を
出
す

い
わ
ゆ
る
地
域
の
進
学
校
で
す
が
、
近
年
、

学
力
も
含
め
て
生
徒
の
多
様
化
が
進
ん
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

全
国
各
地
の
高
校
の
実
践
例
を
直
接
見
聞

き
し
て
、
知
見
を
得
た
い
と
思
い
、
昨
年

に
続
き
、
今
年
も
本
校
か
ら
私
を
含
め
て

２
人
が
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
３
つ
の
分
科
会
が
あ
り
、
私
は

「
国
公
立
大
学
指
導
対
策
研
修
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
各
校
が
挙
げ
た
課
題
の
中
に
、

教
師
個
人
の
経
験
値
の
違
い
な
ど
が
原
因

で
面
談
内
容
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
あ
る
高
校
で
は
、
卒
業
時
に
行
う
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
先
生
と
の
面
談

で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
場
面
だ
っ
た
か
」
と
い
う
質
問

を
設
け
、
そ
の
回
答
を
集
約
し
て
全
校
で

共
有
し
、
以
降
の
学
年
の
面
談
に
役
立
て

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
自
分
に
は
な

い
発
想
で
あ
り
、す
ぐ
に
実
践
で
き
る
工
夫

を
得
ら
れ
る
の
も
、大
勢
の
教
師
が
参
加
し

て
い
る
こ
の
会
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

　　

私
が
他
県
の
先
生
が
集
ま
る
研
修
会
に

初
め
て
参
加
し
た
の
は
３
年
前
、
山
形
県

で
開
催
さ
れ
た
「
環
日
本
海
進
学
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
す
。
そ
の
前
年
に
進
路
指
導

部
に
配
属
に
な
り
、
学
校
全
体
の
進
路
指

導
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
時
で
し
た
。

　

各
県
の
各
地
区
の
進
学
校
が
集
ま
り
、

実
践
報
告
や
意
見
交
換
を
す
る
中
で
、
校

内
だ
け
で
な
く
、
全
国
に
向
け
て
意
見
を

発
信
し
、
高
校
教
育
全
体
を
よ
り
良
く
し

よ
う
と
奮
闘
す
る
、
山
口
校
長
の
よ
う
な

先
生
方
が
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、多
様
な
視
点
、幅
広
い
経
験
、

県
民
性
、学
校
の
特
性
な
ど
が
入
り
混
じ
っ

た
状
況
で
先
生
方
と
意
見
を
交
わ
し
、
思

い
を
共
有
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
今

後
の
教
育
に
つ
な
が
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
伝
統
、
同
僚
性
、
県
民
性
に
左

右
さ
れ
、
自
校
の
視
点
で
は
特
別
に
感
じ

る
こ
と
も
、
全
国
で
は
一
般
的
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
気
付
き
を
得
ら
れ

る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
、
高
校
の

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
日
本
人
と
外
国
人
の

子
ど
も
が
活
躍
し
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
策
に
よ
り
外
国
人
労
働
者
が
増

え
そ
う
で
す
が
、
そ
う
な
れ
ば
、
親
が
外

国
籍
と
い
う
生
徒
が
増
え
、
学
力
や
気
質

以
外
の
面
で
も
多
様
化
が
進
ん
で
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た

の
も
、
他
校
の
先
生
方
と
の
交
流
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
県
を
超
え
た
思
い

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
生
徒
と
向
き

合
う
こ
と
で
、
生
徒
は
志
を
持
っ
て
社
会

に
巣
立
ち
、
変
化
の
激
し
い
社
会
を
切
り

拓
き
、
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
教
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
更
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真　「国公立大学指導対策研修」の分科会の様子。
40校の教師が参加。全体で意見を述べ合った後、
４つのグループに分かれて、自校の取り組みを報
告。取り組みのポイントへの質問や更に良くする
アイデアなどが出された。

地
方
の
高
校
で
進
む

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
危
機
感

校
内
だ
け
で
な
く
、

全
国
に
目
を
向
け
る
必
要
性
を
実
感

参
加
者
が
語
る

進
学
校
こ
そ
進
む
多
様
化
に
対
応
し

自
ら
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要

新
潟
県
立
国
際
情
報
高
校　

山
﨑
健
太　
や
ま
ざ
き
・
け
ん
た

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
８
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。「
学
ぶ
と
い
う
こ

と
は
、
優
れ
た
人
格
を
持
っ

て
、
他
者
に
貢
献
す
る
こ

と
。
そ
う
し
た
生
徒
を
１

人
で
も
多
く
育
て
た
い
」
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声
も
多
い
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
県

内
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
ベ
ネ
ッ
セ
の

GT
EC for ST

U
D
EN
T
S

だ
。
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
採
点
方
法
や
採
点
基
準
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
定
期
考
査
や
パ

　

福
井
県
で
は
、
英
語
の
４
技
能
運
用
能

力
の
育
成
と
共
に
、
新
た
な
大
学
入
試
へ

の
対
応
を
視
野
に
入
れ
、
英
語
教
育
の
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
公
立
高

校
の
入
試
に
お
い
て
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の

導
入
も
検
討
中
だ
。

　

改
革
の
中
で
特
に
注
力
し
て
い
る
の
が
、

評
価
方
法
の
見
直
し
だ
。
２
０
１
２
年
度

に
は
、全
て
の
公
立
高
校
がCA

N
-D
O

リ

ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
（
公
立
中
学
校
に

対
し
て
は
13
年
度
に
実
施
）。
た
だ
、
そ
の

活
用
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
り
、
特
に
表

現
活
動
を
評
価
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
る

「評価が変われば、指導が変わる」を目指して
　全国的な課題ではありますが、英語を話す

力や書く力を始めとした生徒の英語運用力を

高めていくことは、本県においても最重要課

題の１つです。そこで、「評価が変われば、指

導が変わる」という考えに基づいて評価方法

の見直しを進めており、その一環として今回

の研修を企画しました。この機会に、教師が

GTECの評価のノウハウを参考にし、それを

定期考査やパフォーマンステストに生かすこ

とで、英語の４技能を統合して子どもたちの

英語力を伸ばすと共に、今後の大学入試改革への対策にもつなげた

いと考えています。

　ベネッセは、GTECを始めとする全国規模の調査・検定を通して

膨大なデータを蓄積しており、指導・評価に関するノウハウを豊富

に持っています。その知見をお借りし、本県の実態に即した指導改

善を進めていきたいと考えています。今回の研修の成果は、今後、

教科会などを通して共有し、各校の指導改善の推進に役立ててもら

うだけでなく、更なるサポートも検討していきます。教育は、目の

前の生徒に対する教師の思いがあってこそ花開くものです。先生方

には、生徒が学ぶ姿を見つめながら、日々の指導を通してチャレン

ジを続けていってもらいたいと思います。

福井県教育庁
学校教育政策課参事

橋本久代
はしもと・ひさよ

写真１　研修は、講演を聴くだけでなく、その内
容を実感できるよう、関連する英語の問題に取り
組むなど、活動を取り入れながら進められた。

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
評
価
ノ
ウ
ハ
ウ
を

校
内
の
テ
ス
ト
に
応
用
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福
井
県
教
育
委
員
会
「
中
高
英
語
教
員
指
導
力
向
上
研
修
」
を
リ
ポ
ー
ト

４
技
能
を
統
合
し
て
育
成
し
、
大
学
入
試
改
革
に

対
応
す
る
指
導
・
評
価
に
つ
い
て
研
修

福
井
県
教
育
委
員
会
は
、
２
０
１
５
年
８
月
、
県
内
の
全
て
の
公
立
中
学
校
・
高
校
の
英
語
教
員
を
対
象
に
、「
中
高
英
語
教
員
指
導
力
向
上
研
修
」
を
実
施
し
た
。

講
師
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
開
発
担
当
者
が
務
め
、
技
能
統
合
型
の
言
語
活
動
の
あ
り
方
や
、
英
語
運
用
力
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
の
定
期
考
査
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
見
直
し
方
に
つ
い
て
、
参
加
者
は
様
々
な
活
動
を
し
な
が
ら
学
ん
だ
。
こ
こ
で
は
、
高
校
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
模
様
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。



　

ま
ず
、
自
校
で
は
ど
の
程
度
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、

参
加
者
が
確
認
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
の
は
、
福
井
県
教
育
庁
学
校
教

育
政
策
課
の
浅
井
裕ひ

ろ

規き

主
任
だ
。

　

参
加
者
は
ペ
ア
を
組
み
、
持
参
し
た
自

校
の
定
期
考
査
の
問
題
とCA

N
-D
O

リ
ス

ト
の
内
容
と
を
比
較
し
、
内
容
が
関
連
す

る
箇
所
を
説
明
し
合
っ
た
。
続
い
て
、
５

〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
自
校
の
英

語
指
導
に
つ
い
て
良
い
点
や
課
題
を
説
明

し
合
い
、
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
（
写
真

２
）。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
、
各
グ
ル
ー
プ

の
代
表
者
が
全
体
発
表
を
行
っ
た（
図
１
）。

　

福
井
県
で
は
、
既
に
全
て
の
公
立
中
学

校
・
高
校
がCA

N
-D
O

リ
ス
ト
を
作
成
し

た
。
今
後
の
課
題
は
、
そ
の
リ
ス
ト
を
活

用
す
る
と
共
に
、
生
徒
や
保
護
者
に
も
公

表
す
る
こ
と
だ
。「CA

N
-D
O

リ
ス
ト
は

教
員
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

徒
や
保
護
者
も
、
到
達
目
標
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
英
語

指
導
の
意
義
を
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た
、

CA
N
-D
O

リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

カ
テ
ィ
ブ
な
授
業
を
実
施
し
て
も
、
評
価

と
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
と
教
育
効
果
が
十

分
に
現
れ
ま
せ
ん
。ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
で
評
価
は
出
来
な
い
の
で
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
や
日
々
の
授
業

に
お
け
る
観
察
な
ど
に
よ
る
評
価
も
併
せ

て
行
う
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
」
と
浅

井
主
任
は
強
調
し
た
。

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
な
ど
に
応
用
で
き

な
い
か
と
考
え
た
の
だ
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら
講

師
を
招
き
、
15
年
８
月
の
２
日
間
、
県
内

全
て
の
公
立
中
学
校
・
高
校
の
英
語
教
員

を
対
象
に
４
技
能
の
指
導
や
評
価
の
改
善

を
図
る
研
修
を
実
施
。
１
日
目
は
中
学
校

教
員
71
人
、
高
校
教
員
２
人
、
２
日
目
は

中
学
校
教
員
５
人
、
高
校
教
員
28
人
が
参

加
し
（
写
真
１
）、
同
じ
内
容
で
研
修
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

福井県教育庁
学校教育政策課
言語・総合教育グルー
プ主任

浅井裕規
あさい・ひろき

CAN-DOリストと定期考査の関連についての発表内容図１

●第１部
「指導と評価の一体化」ワーク─CAN-DOリストと定期考査の比較検証
福井県教育庁学校教育政策課言語・総合教育グループ　主任　浅井裕

ひろ

規
き

●第２部
「英語教育環境の変化」
ベネッセコーポレーション高校事業部GTEC事業推進課　課長　込山智之

●第３部
「日々の指導・評価に生かせる、作問・クライテリア・マーキング」
─GTEC for STUDENTSのスピーキングテストを通して
GTEC統括編集長　渡辺都

と

子
し

、GTECコンテンツディレクター　森野勉
（研修コンテンツ作成協力／玉川大文学部英語教育学科　工藤洋路准教授）

＊研修資料を基に編集部で作成

福井県教育委員会「中高英語教員指導力向上研修」プログラム

写真２　グループワークでは、持参した資料を示し
ながら、自校の英語指導で工夫している点などを説
明。全校から教員が参加している利点を生かし、お
互いのノウハウを共有し合った。
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●定期考査の問題とCAN-DOリストが関連している点
・教科書の内容に関連する初見の文章での正誤問題などを
出題した。

・教科書の中の課題文のテーマに関する自分の意見を英語
で話す練習を授業でさせた上で、それを英語で書く問題
を出題した。

・CAN-DOリストの「挨拶が出来る」の項目に沿い、挨拶
のやりとりを会話形式の問題として出題した。

・教科書の中の課題文で印象に残った内容を選び、その理
由を含めた英作文を書く問題を出題した。

・初見の英文を読み、ペアで内容について話し合い、その
後、自分の意見を述べるというテストを実施した。

・定期考査では、まとまった量を書かせる時間が取りにく
い。そこで、授業中に英作文のテストをしたり、ALTによ
るパフォーマンステストを実施したりしている。

・生徒用CAN-DOリストを技能ごとに作成。生徒は４段階
で自己評価をして到達度を確認する。

●今後の課題
・CAN-DOリストの内容を、教員が全て把握できているわ
けではないため、定期考査ではCAN-DOリストと関連し
ていない問題も出題している。

・CAN-DOリストを活用して、評価方法に占める定期考査
の割合を減らし、Speaking、Writingのパフォーマンステ
ストや小テストの割合を増やす。

＊取材を基に編集部で作成

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
や
観
察
な
ど
も
実
施

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
ワ
ー
ク

第
１
部



　

第
２
部
の
講
演
で
、
今
後
の
大
学
入
試

に
お
い
て
英
語
の
４
技
能
が
重
視
さ
れ
て

い
く
と
い
う
環
境
変
化
の
解
説
が
な
さ
れ

た
後
、
第
３
部
で
は
、
４
技
能
を
評
価
す

る
た
め
に
日
頃
の
テ
ス
ト
で
は
ど
の
よ
う

な
出
題
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、

講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
統
括
編
集
長
の
渡
辺

都と

子し

が
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
評
価
に
つ
い
て

説
明
。
一
例
と
し
て
、
14
年
度
、
文
部
科

学
省
「
英
語
教
育
改
善
の
た
め
の
英
語
力

調
査
事
業
」（
＊
１
）
で
出
題
さ
れ
た
情
報

要
約
問
題
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、
１
分

程
度
の
英
語
の
音
声
を
聞
き
、
約
30
語
で

要
約
す
る
と
い
う
問
題
だ
。
参
加
者
は
そ

の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
後
、「
問
題
を
解
く

た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
」「
そ
の
ス
キ
ル
を

育
成
す
る
た
め
の
言
語
活
動
」
に
つ
い
て
、

ペ
ア
を
組
ん
で
意
見
交
換
を
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
リ
ス
ニ
ン
グ
力
は
も

ち
ろ
ん
、
英
語
の
文
章
の
構
成
を
読
み
取

る
力
や
メ
モ
を
取
る
ス
キ
ル
、
ま
た
、
メ

モ
か
ら
文
章
を
書
き
起
こ
す
力
な
ど
が
必

要
だ
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
、
渡
辺
は
、「
本
問
題
は
、
英
語
の
音

声
を
聞
い
て
、
英
語
で
要
約
す
る
、
つ
ま

り
『
聞
く
↓
書
く
』
と
い
う
技
能
統
合
型

の
問
題
で
あ
り
、
定
期
考
査
の
よ
う
に
、

授
業
で
の
学
習
内
容
の
理
解
度
や
定
着
度

を
測
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
技
能
統
合
を
意
識
し
た
言
語
活
動
を

通
し
て
、
必
要
な
ス
キ
ル
が
養
わ
れ
て
い

き
ま
す
」
と
説
明
し
た
。

　
「
英
語
教
育
改
善
の
た
め
の
英
語
力
調
査

事
業
」
で
は
、
技
能
別
の
レ
ベ
ル
を
示
す

国
際
標
準
規
格
と
し
て
欧
米
で
は
一
般
的

な
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
２
）
に
よ
っ
て
評
価
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　
「
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
は
、action-oriented

、
つ

ま
り
、『
英
語
を
使
っ
て
実
際
に
何
が
出
来

る
の
か
』
と
い
う
観
点
で
英
語
力
の
レ
ベ

ル
分
け
を
し
て
い
ま
す
。
英
語
を
使
う
環

境
に
お
い
て
、
授
業
で
学
ん
だ
事
柄
を
使

う
と
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
る
良
い
機

会
と
な
る
は
ず
で
す
」
と
、
渡
辺
は
話
す
。

　

ま
た
、
文
法
指
導
に
関
し
て
は
問
題
を

提
起
。
個
別
の
知
識
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
書

く
・
話
す
」
を
見
据
え
た
文
法
指
導
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。
文
法
指
導
に
関
す
る

課
題
の
一
例
と
し
て
、
同
じ
知
識
を
問
う

て
い
る
も
の
の
、
形
式
を
変
え
る
と
正
答

率
が
大
き
く
異
な
る
２
つ
の
問
題
を
提
示

（
図
２
）。「
生
徒
が
頭
の
中
の
引
き
出
し
か

ら
必
要
な
文
法
を
引
き
出
せ
な
い
こ
と
が
、

正
答
率
の
差
に
表
れ
て
い
ま
す
。
場
面
に

応
じ
て
必
要
な
文
法
を
引
き
出
せ
る
運
用

力
を
伸
ば
す
指
導
が
、
文
法
指
導
で
は
大

切
で
す
」
と
指
摘
し
た
。

　

更
に
、Reading Passage

か
ら
「
書
く
」

言
語
活
動
を
ど
う
つ
く
る
の
か
に
つ
い
て

も
、
具
体
的
な
問
題
を
提
示
し
な
が
ら
説

明
が
行
わ
れ
た
（
図
３
）。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
参
加
者
全
員
がGT

EC for 
ST
U
D
EN
T
S

の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト

を
、実
際
の
形
式
と
同
じ
よ
う
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
解
い
た
（
写
真
３
）。

　

次
に
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ィ
レ

Reading Passageから「書く」言語活動への移行図３

ベネッセコーポレー
ションGTEC 統括編
集長

渡辺都子
わたなべ・とし

出題形式の違いによる正答率の違い図２

＊１　高校３年生約７万人を対象に行った英語力調査。詳しくは右記サイトを参照。http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1358258.htm
＊２　Common European Framework of Reference for Languages の略。

〔歌舞伎公演のポスターを見て〕
Koji : Do you know about kabuki?
Mike : Yes, but I have seen it.
　　　　　　（否定文にしなさい。）
Koji : Really! Then you should see it. Let's go together.

〔歌舞伎公演のポスターを見て〕
Koji : Do you know about kabuki?
Mike : Yes, but 　　　　　　　　 it.
　                          　（see）
Koji: Really! Then you should see it. Let's go together.

＊研修資料を基に編集部で作成

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
が
伸
び
る
活
動

と
は
何
か
を
実
際
に
体
験
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技
能
統
合
を
意
識
し
た
言
語
活
動
が
必
要

日
々
の
指
導
・
評
価
に
生
か
せ
る
、
作
問
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
・
マ
ー
キ
ン
グ

第
３
部

①英文を読み、理解・確認をする
　初めに概要を捉えさせる。
②生徒とのインタラクション
　英文の内容を考慮しながら、教師と生徒が英語でやりとりをし、
自分の問題に置き換えて考えさせるなどして、英文と生徒を結
び付ける。ここは書く活動の前提となる話す活動の段階であり、
問題提起であるため、うまく答えられなくてもよい。
③Writing活動の設定
　「書き手の立場」「書く目的」「読み手」などを設定し、より
authentic なタスクを提供することが大切。

＊研修資料を基に編集部で作成

正答率
24.5％

正答率
65.3％



　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か
ら

多
様
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
生
徒
の

実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
文
部
科
学
省
の
設

定
す
る
目
標
は
高
過
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
高
校
事
業

部
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
事
業
推
進
課
課
長
の
込
山
智

之
は
、「
確
か
に
高
度
な
英
語
力
の
育
成
を

目
指
し
、
改
革
の
ペ
ー
ス
が
こ
れ
ま
で
に

な
く
速
い
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
文
部
科
学
省
は
、
各
校
の
生
徒
に
合
っ

た
内
容
や
レ
ベ
ル
の
教
材
を
用
い
た
活
動

を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
、
興

味
・
関
心
を
高
め
や
す
い
内
容
や
形
式
の

言
語
活
動
を
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
あ
く
ま
で
も
生
徒

目
線
で
の
活
動
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　

英
語
の
外
部
検
定
試
験
で
の
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
問
題
に
関
し
て
、「
採
点
で
は
、
表

現
の
型
が
優
先
さ
れ
、
現
実
の
場
面
で
用

い
る
英
語
と
は
や
や
食
い
違
い
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
森
野
は
「
生
徒
の
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
、
型
を
与
え
る

こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ
れ
が
全
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
な
流
れ
の
会
話
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
型
通
り
で
な
く
て
も
減
点

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
、
生
徒
た
ち
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
の
採

点
基
準
を
例
に
挙
げ
、
現
実
場
面
に
即
し

た
運
用
能
力
を
伸
ば
す
大
切
さ
に
触
れ
た
。

　
「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
の
考
え
に
基

づ
き
、
ま
ず
評
価
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
、

指
導
の
内
容
や
方
法
、
そ
し
て
生
徒
の
意

識
の
変
革
を
図
る
福
井
県
の
取
り
組
み
の

進
展
を
、
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

ク
タ
ー
の
森
野
勉
が
講
師
と
な
り
、
授
業

で
出
来
る
言
語
活
動
と
し
て
、
教
師
役
が

生
徒
役
に
質
問
し
て
話
を
引
き
出
し
な
が

ら
２
分
間
会
話
を
続
け
る
ペ
ア
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
そ
の
際
、「W

hat's the date 
today?

」「H
ow

's the w
eather?

」
な

ど
のD

isplay Q
uestion

（
質
問
者
が
答

え
を
知
っ
て
い
る
質
問
、
学
習
者
の
理
解

を
試
す
た
め
の
質
問
）
か
ら
徐
々
に
踏
み

込
み
、Referential Q

uestion

（
質
問
者

が
答
え
を
知
ら
な
い
質
問
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
目
的
の
質
問
）
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
で
、
会
話
が
活
性
化
し
、
生
徒
が
英

語
を
使
う
練
習
に
な
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

ワ
ー
ク
後
、
数
組
が
発
表
し
、「
質
問
は

生
徒
が
答
え
や
す
い
も
の
に
す
る
」「
生

徒
が
答
え
た
事
柄
に
関
連
す
る
質
問
を
す

る
」「
教
師
よ
り
生
徒
が
多
く
話
す
よ
う
に

す
る
」「
教
師
が
支
援
し
、
生
徒
が
発
言
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
言
え
る
よ
う
に
す
る
」

と
い
っ
た
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

　

次
に
、
論
理
的
に
話
す
力
を
伸
ば
す
活

動
と
し
て
、
メ
モ
を
活
用
し
た
ス
ピ
ー
チ

の
手
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加
者
は「T

he 
recent new

s that im
pressed m

e

」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ス
ピ
ー
チ
を
２
分
間

で
準
備
し
、
代
表
者
２
人
が
各
１
分
間
で

発
表
し
た
。「
メ
モ
は
キ
ー
ワ
ー
ド
の
み
と

し
、
英
文
を
書
か
な
い
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
即
興
的
に
文
法
を
組
み
立
て
て
話
す

練
習
に
な
り
ま
す
」
と
、
森
野
は
話
す
。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
評
価
方
法
も
詳
し
く

解
説
。
森
野
は
、「
複
数
の
教
師
が
異
な
る

観
点
で
評
価
す
る
場
合
を
除
き
、
教
師
１

人
で
内
容
や
発
音
、
正
確
さ
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
観
点
を
同
時
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、『
会
話

を
１
分
間
続
け
ら
れ
る
か
』『
指
示
通
り
の

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
か
』
な
ど
、
具
体

的
な
観
点
を
決
め
て
お
く
の
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
」
と
事
前
に
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

を
絞
り
込
む
重
要
性
を
強
調
し
た
。
生
徒

に
は
、「
学
習
し
た
表
現
を
入
れ
る
」「
意

見
の
理
由
を
述
べ
る
」
な
ど
、
評
価
の
基

準
に
か
か
わ
る
指
示
を
し
て
お
く
と
よ
い

と
、
森
野
は
話
す
。

　

ま
た
、
生
徒
が
「
や
ら
さ
れ
感
」
を
抱

か
な
い
よ
う
に
、「
誰
に
対
し
て
、
何
を
伝

え
る
た
め
に
話
す
の
か
」
と
い
う
設
定
を

明
確
に
し
、
生
徒
の
目
的
意
識
を
高
め
る

重
要
性
も
指
摘
し
た
。

ベネッセコーポレー
ションGTECコンテ
ンツディレクター

森野　勉
もりの・つとむ

写真３　GTEC for STUDENTSで実際に行われてい
るスピーキングテストを教師が体験。
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生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な
い
実
践
を

質
疑
応
答



指
導
を
改
め
て
見
直
す
必
要
性
を
痛
感

　

8
月
号
の
特
集
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
脚
し

た
高
大
接
続
改
革
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
相
互
理
解

を
果
た
せ
る
素
晴
ら
し
い
特
集
だ
っ
た
。
群
馬
県
・

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
の
飯
塚
秀

彦
先
生
の
「
教
師
は
生
徒
に
『
考
え
て
ご
ら
ん
』
と

よ
く
言
う
が
、
比
較
し
た
り
類
推
し
た
り
す
る
も
の

を
設
け
て
い
な
い
限
り
、
本
当
の
思
考
力
・
判
断
力

を
問
う
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
指
摘
は
胸

に
突
き
刺
さ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
先
進
事
例

を
見
る
度
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
観
点
別
評
価
の

重
点
化
な
ど
に
伴
う
中
学
校
と
高
校
と
の
学
び
の
ギ

ャ
ッ
プ
、
多
く
の
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る
講
義
型
授

業
と
大
学
で
の
学
び
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
痛
感
す
る
。

生
徒
が
地
域
の
課
題
を
考
え
る
重
要
性
を
感
じ
た

　

8
月
号
の
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
を
読
み
、
地

域
の
切
実
な
課
題
を
高
校
生
が
考
え
る
こ
と
は
重
要

だ
と
感
じ
た
。
町
づ
く
り
に
若
い
世
代
が
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
だ
ろ
う
。継
続
的
に
取
材
し
て
も
ら
い
、取
り

組
み
の
変
化
、
生
徒
の
変
化
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

教
師
の
意
識
次
第
で
生
徒
は
変
わ
る

　

８
月
号
の
「
新
課
程　

指
導
最
前
線
」
で
紹
介
さ

れ
た
、
兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校
の
取
り
組
み
が
参

考
に
な
っ
た
。
模
試
分
析
は
、
本
校
で
も
課
題
の
１

つ
だ
。
同
校
で
は
、
学
年
団
が
主
体
と
な
り
、
細
や

か
な
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
教
師
の
意

識
次
第
で
生
徒
は
変
わ
る
」
こ
と
を
改
め
て
感
じ
、

本
校
の
教
師
に
も
こ
の
事
例
を
紹
介
し
て
、
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

生
徒
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
、
高
校
の
求
心
力
を
高
め
る

　

８
月
号
の
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
で
紹
介
さ
れ
た

北
海
道
札
幌
北
高
校
の
記
事
で
、
1
学
年
主
任
の
小

山
浩
二
先
生
も
言
わ
れ
て
い
た
が
「
学
校
の
求
心
力

を
高
め
る
」
こ
と
は
重
要
な
視
点
だ
。
生
徒
が
自
分

の
進
路
実
現
の
た
め
の
方
策
を
、
全
て
高
校
で
工
面

す
る
の
で
は
な
く
、「
生
徒
が
高
校
を
信
頼
し
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
」
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
校
は
、
そ
の
よ
う

な
生
徒
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

専
門
高
校
の
生
徒
が
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
す
べ
き

　

８
月
号
の
「
半
歩
未
来
を
考
え
る
教
育
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
を
読
み
、
日
本
は
普
通
科
高
校
が
多
い
の
で
、

専
門
高
校
の
生
徒
が
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
し
、
専

門
高
校
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

「
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」
は
農
業
高
校
の
生

徒
の
技
能
を
評
価
し
、
外
部
に
発
信
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
他
の
専
門
高
校

に
も
広
が
っ
て
い
く
と
よ
い
と
思
う
。

﹇
愛
知
県
立
日
進
西
高
校
・
野
々
山
新
﹈

﹇
岡
山
県
立
岡
山
大
安
寺
中
等
教
育
学
校
・
杉
山
義
則
﹈

﹇
愛
媛
県
・
私
立
新
田
青
雲
中
等
教
育
学
校
・
菊
池
岳
史
﹈

﹇
山
形
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
校
・
川
久
保
典
昭
﹈ こ

や
ま
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V o l u m e  5

◎今回の特集の取材では、アクティ
ブ・ラーニング（AL）型の授業を拝
見しました。どの授業でも感じたの
は、生徒が活動をしている時の机間

巡視の難しさです。一斉型授業での机間巡視は、
生徒が問題を解いている時などであり、生徒の状
況は手の動き具合などで把握できると思います。
しかし、AL 型授業での机間巡視では、話し合いの
途中から生徒たちの話を聞くことが多くなるため、
活動の状況を判断するのが難しいと思いました。
生徒が主体的になる AL 型授業では、様々に変化
する生徒の状況を把握するために、ますます教師
もアクティブになるのだと感じました。（柏木）
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新課程入試に対応するための

進路希望を
明確化させる指導

指導変革の軌跡
青森県立

むつ工業高校
新潟県・私立

新潟明訓中学・高校

半歩未来を考える教育オピニオン

カリキュラム・マネジメントで
「学力」が向上する

特集

思考を活性化させる
授業デザイン

─ツールとしてのアクティブ・ラーニング

アクティブであるべきは
誰か？

表紙の学校　兵庫県立北条高校　衣川顕子先生

いつだって本気

　「　「「「「テンテンテンテンテンテンテ ポがポがポがポがポがが速く速く速く速く速く速く、量、量、量、量、量量、 も多も多も多も多も多多くてくてくてくてくてて大変大変大変大変大変大 。で。で。で。で。でも、も、も、も、も、重要重要重要重要重要重重要なとなとなとなとなとなとこころころころころこころこ は『は『は『は『は『『ここここここここここは覚は覚は覚は覚は覚は覚は えなえなえなえなえなえ あかあかあかあかあかん』ん』ん』』ん』とはとはとはととはとはっきっきっきっききり言り言り言り言り言言言ってってってってってっ 、、、
覚え覚え覚え覚え覚ええやすやすやすややすやすいよいよいよいよいよようにうにうにうにうにううに説明説明説明説明説明明してしてしてしてしてくれくれくれくれくれれる」る」る」る」る」と、と、と、と、と 生徒生徒生徒生徒徒徒が大が大が大が大が大が大大きなきなきななきなな信頼信頼信頼信頼信頼を寄を寄を寄を寄をを寄を せるせるせるせるせるせ 衣川衣川衣川衣川衣川顕子顕子顕子顕子顕子顕子先生先生先生先生先生先生の英の英の英の英英の 語の語の語の語の語語の授業授業授業授業授業業。各。各。各。各。各。各各
自で自で自で自でで自で教科教科教科教科教科科書を書を書を書ををを黙読黙読黙読黙読黙読黙読後、後、後、後、後、まずまずまずまずまずずは自は自は自はは自は自分で分で分で分で分で分で考え考え考え考考え考え考 、ま、ま、ま、ままとめとめとめとめとめめとしとしとしとしとして全て全て全て全て全て全員で員で員で員で員でで音読音読音読音読音読音読読音 。そ。そ。そ。そそそしてしてしてしてしてして、「、「、「、「「、「英語英語英語英語英語英語は実は実は実は実は実実技教技教技教技教技教技 科。科。科科。科。科。
筋ト筋ト筋ト筋トト筋トレとレとレとレレとレと同じ同じ同じ同じ同じようようようようようよ に継に継に継に継に継に継続が続が続が続が続が続がが大事大事大大事大事大 や」や」や」やや」や」と、と、と、とと ＣＤＣＤＣＤＣＤＣＤＤＤＤＤでネでネでネでネでネでネネイテイテイテイテイテイティブィブィブブィブィブスピスピスピスピピスピピピピーカーカーカーカーカーカーのーのーのーのーのー 発音発音発音発音発音発 を聞を聞を聞を聞を聞を聞きなききなきなきなながらがらがらがらがらら音読音読音読音読音読音読音音 を何を何を何を何を何を何度も度も度も度も度度
繰り繰り繰り繰り繰り繰り返す返す返す返す返す返すす。更。更。更。更。更更に、に、に、に、に、に 週４週４週４週４週４週４４日の日の日の日の日の日の単語単語単語単語単語単語テステステステテステ トとトとトとトとトとテステステステステ ト不ト不ト不ト不ト不ト不合格合格合格格合格格合格者へ者へ者へ者へ者へ者への放の放の放の放の放放課後課後課後課後課後課後の単の単の単の単の単の単単語学語学語学語学語語学習は習は習は習は習習は、１、１、１、１年生年生年生生年生年生からからからからか ３年３年３年３年年３年
生の生の生の生の生の生のの前期前期前期前期前期前期までまでまでまでまでまででまでずっずっずっずっずずっと続と続と続と続とと続けてけてけてけてけ きたきたきたきたたきき 。「。「。「。「本校本校本校本校本校本校は交は交は交は交は 通の通の通の通の通の通の通の便が便が便が便が便が便が良く良く良く良良く良くないないないないない場所場所場所場所場所場 にあにあにあににああり、り、り、りり、地域地域地域地域地地域の子の子の子の子の どもどもどもどもどももは地は地は地は地は地は地域で域で域で域で域で域で
育て育て育て育て育て育てるとるとるとるとるるといういういういういう意識意識意識意識意識意識識を強を強を強を強を強を強く持く持く持く持く持く持ってってってっててっ いまいまいまいまいまいまい す。す。す。す。すす たとたとたとたたとた え怖え怖え怖え怖怖怖い先い先い先い先い先い 生と生と生と生と生と生生 思わ思わ思わ思わ思わ思われてれてれてれててれても、も、も、も、も、も 生徒生徒生徒生徒生生徒に志に志に志に志に志に志望を望を望を望を望を望をかなかなかなかなかなえらえらえらえらえらえ れるれるれるれるれるれ
学力学力学力学学力学力を付を付を付を付付を けさけさけさけさけさけさせるせるせるせるせるせるためためためためためためた に、にに、にに、に、に 何を何を何を何をを何を何を何をすべすべすべすべすべす きかきかきかきかかをいをいをいをいいつもつもつもつもつもつ 考え考え考え考え考考 て授て授て授て授て授授て 業に業に業に業に業にに臨ん臨ん臨ん臨ん臨ん臨んでいでいでいでいでいでいますますますますますますまま 」と」と」と」と」」と、衣、衣、衣、衣衣川先川先川先川先川先生は生は生は生は生は語る語る語る語る語る語語語語 。。。。。
　そそ　そ　そ　そその姿の姿の姿の姿のの姿勢は勢は勢は勢は勢は勢は進路進路進路進路進路指導指導指導指導指導導でもでもでもでもでもでも同じ同じ同じ同じ同じ同 だ。だ。だ。だ。だ。。１学１学１学１学学学年４年４年４年年４年４クラクラクラクラクラク スのスのスのスのスののためためためためためためたた 、３、３、３、３、３年間年間年間年間年間年間受け受け受け受け受け受 持つ持つ持つ持つ持つ持つ持持 生徒生徒生徒生徒生徒生徒も多も多も多多もも多く、く、く、くく、く、一人一人一人一人一人ひとひとひとひとひひと
りのりのりのりのりのりの学力学力学力学力学 や性や性や性や性や性性性や 格、格、格、格、格格 家庭家庭家庭家庭家庭家家庭の事の事の事の事の事の事情も情も情も情ももよくよくよくよくよくよ 分か分か分か分か分か分かってってってってっててているいるいるいるいる。だ。だ。だ。だだだからからからからからこそこそこそここそここ 、１、１、１、１１０００００年後年後年後年後年後年後に社に社に社に社にに社会に会に会に会に会に会に貢献貢献貢献貢献貢献献できできできできでききる大る大る大る大る大る大大人に人に人に人に人にに
なっなっなっなっなっていていていていていてているのるのるのるのるののかかかかかか、５、５、５、５５、 ０００００歳に歳に歳に歳にに歳になっなっなっなっなっなっった時た時た時た時た時た時に幸に幸に幸に幸に幸幸せだせだせだせだせだせ と思と思と思と思と思思思えるえるえるえるえるえ 人生人生人生人生人生人生を送を送を送を送送を送ってってってってっているいるいるいるいい のかのかのかののかのかと、と、と、と、と、生徒生徒生徒生徒生徒生徒の未の未の未の未の未の未来に来に来に来に来に来に思い思い思い思い思い思いををををををを
馳せ馳せ馳せ馳せ馳せ馳せせ、「、「、「、「「「「そのそのそのそのの選択選択選択選択選択選択選 で本で本で本でで本本で本当に当に当に当当に当に良い良い良い良い良い良いのかのかのかのかのか」と」と」と」と」 生徒生徒生徒生徒生徒生徒に問に問に問に問に問い掛い掛い掛い掛け、け、け、け、け、け 先生先生先生先生先生生生自身自身自身身自身自身も考も考も考も考もも考えるえるえるえるえる。文。文。文文。文文転を転を転を転を転を転をずっずっずっずっずずっと悩と悩と悩と悩と悩と悩んでんでんでんんでんで
いたいたいたいたたいいい といといといといといといいう３う３う３う３う３う３う 年生年生年生年生年生年生生はこはこはこはこははこはこう打う打う打う打う打う打打ち明ち明ち明ち明ち明ち明けるけるけるけるけるける。「。「。「。「。「「決意決意決意決意決意決意してしてしててしして衣川衣川衣川衣川衣川衣 先生先生先生先生先生先生に話に話に話に話に話に話をしをしをしをしししたらたらたらたらたらた 、驚、驚、驚、驚、驚きもきもきもきもきもききき せずせずせずせずせずに『に『に『に『に それそれそれそれそれそれそれならならならなならこここここ
んなんなんなんんなんな進路進路進路進路進路進進 はどはどはどはどははどうやうやうやうやうやうやうや』と』と』』と』ととアドアドアドアアドアアア バイバイバイババイバ スしスしスしスしスしスしてくてくてくてくてくて れまれまれまれまれまれましたしたしたししたた。そ。そ。そ。そ。そそれがれがれがれがれがれ 自分自分自分自分自分自分にぴにぴにぴにぴにぴに ったったったったっ りなりなりなりなり 学部学部学部学部学部学 で、で、でで、で、で 自分自分自分自分自分自分自 のこのこのこのここの とをとをとをとをとをよよよよよよ
く見く見く見く見く見見て、て、て、てて、て、て いろいろいろいろいい いろいろいろいろいろ考え考え考え考え考え考えてくてくてくてくてくて れてれてれてれてててててれ いたいたいたいたいたいたのだのだのだのだの と分と分と分と分と分かりかりかりりかりりましましましましましましまま た。た。た。たた。あとあとあとあとあとあとは頑は頑は頑は頑は頑は頑張る張る張る張る張る張 だけだけだけだけだけだけだとだとだとだととだ 決意決意決意決決意決意決 が固が固が固が固が固がが固固固まりまりまりまりまりま ましましましままましました」た」た」たた」。。。。
　未　未　未　未未未来に来に来に来に来に来来 向か向か向か向か向か向かってってっててってって一歩一歩一歩一歩一歩を踏を踏を踏を踏踏踏踏み出み出み出み出み出み出出すのすのすのすのすのす が高が高が高が高が高高が高校時校時校時校時校時校 代。代。代。代代代。衣川衣川衣川川衣川衣川先生先生先生先生先生先 は、は、は、は、は 時に時に時に時に時に時に厳し厳し厳し厳し厳し厳し厳しく、く、く、、く、く 時に時に時に時に時に寄り寄り寄り寄り寄り寄り寄 添い添い添い添い添添添い、い、い、いい、いいつつつつつ
も本も本も本も本も 気で気で気で気で気でで生徒生徒生徒生徒生徒と向と向と向と向とと向き合き合き合き合き合合合合う。う。うう。う。
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